
    
      
        
      
    

  



























































おまえをオタクにしてやるから、

俺をリア充にしてくれ！ 小豆エンド
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ある日の放課後。

　俺が帰宅すべく教室から出ると、恋こいヶが崎さきと桜さくら井いさんが廊ろう下かで話している姿が目に入った。

「あ、柏かしわ田だ」

　俺の姿に気付いた恋ヶ崎が声をかけてくる。

「今聞いたんだけど、小豆あずきちゃん、ついに漫まん研けんやめたんだって」

「えっ!?」

　俺は恋ヶ崎のセリフに少し驚おどろいた。その様子に、桜井さんは苦笑いを浮うかべる。

　以前桜井さんが、自分が所属している漫画研究部のことを『男子部員が下ネタなどを言ってきて居い心地ごこちが悪い』と話していたことを思い出す。確か、あまり部活に行かなくなってきているとも言っていた気がするが……そうか、ついにやめたのか。まあ所属していてもほとんど行かないのなら、やめて正解だったのかもしれないな。

「そういえば、桃ももちゃんと柏田君は部活ってやってないんですか？」

「うん、やってないよ」

「……俺も、帰宅部」

　部活、か……。俺は元から、高校では部活に入ることを考えていなかった。

　中学の時、所属していた野球部で孤こ立りつしてしまい、途と中ちゆうでやめてしまったというトラウマを抱かかえているため、二度と部活なんかには入るものかと心に決めていたのだ。

「そっか～。だったら三人で新しい部とか作ったらすっごく楽しそうだなあ～！」

　突とつ然ぜん、桜井さんが目を輝かがやかせてそんなことを言い出した。

「新しい部？」

　恋ヶ崎が不思議そうに聞き返す。

「うん、漫研みたいな部活。桃ちゃんオタク文化勉強したいって言ってたし、オタク文化を勉強する部？　みたいな……」

「えー！　それ、すっごく楽しそう！」

　恋ヶ崎が甲かん高だかい声を上げて桜井さんの発言に賛同した。

　オタク文化を勉強する部、だと……？　確かに部員がこのメンバーなら楽しそうだと思えるのだが……。

　そんな部活に俺が入ったら、オタクですって公言してるようなもんじゃねえか！

　隠かくれオタクである俺は、断じてそんな部に入部するわけにはいかない。

「桃ちゃんがそんなに賛同してくれるなんて……ちょっと本気で部活作れないか考えてみようかな！」

　桜井さんがキリッとした顔になってそんなことを言う。目がマジだ。

「あたしも協力するよ！　とりあえずは誰だれか先生に相談してみよ！」

「あ、漫研の顧こ問もんの前まえ川かわ先生だったら協力してくれるかも！　まだいるかな～!?」

「職員室行ってみようよ！」

「えっ……ちょっ……」

　俺がポカンとしている間に、二人はテンション高く職員室へと向かってしまった。

「部室はパソコン室でよくない？」

「あ、いいね～！　そしたらパソコンでネットとかゲームとか色々できるね！」

　前を歩く二人のそんな話し声がどんどん遠くなっていき、やがて姿が見えなくなる。なんだよこの急展開……。さっき軽く話が出たばかりだっていうのに、まさかこんな一気に話が進むだなんて……。あの二人の行動力にはいつも驚かされる。

　俺が入部させられることは確定……なんだよな？

　俺が必死にオタクを隠してること、恋ヶ崎の奴やつ忘れたわけではないだろうなあ？

　まあでも、部活を作るなんてそんな簡単にはできないだろうし。万が一、二人が本当にそんな部活を作ってしまったら、そのとき悩なやめばいいか……。







　だが、そんな俺の考えは甘かった。

　翌日の放課後、恋ヶ崎が俺の机の上に一枚の『入部届』を置いたときは、驚きのあまり椅い子すから転げ落ちるかと思った。

「ちょっ……昨日の今日でそんな簡単に部活作れたのか!?」

「まだ作れたわけじゃないわよ。入部希望者が五人集まれば創部の申しん請せいできるらしいから、とりあえず五人集めないといけなくて。あと、部活の名前も決めないとね」

　恋ヶ崎が俺の机の上の入部届をバンバンと叩たたいた。早く書け、という意味なのだろう。

「……部活の名前って何か考えているのか？」

「え？　まだ考えてないけど？」

　俺はある決意をしてため息をついた。

「あのさ、俺も入部するけど一つ条件がある。……部活名、オタク臭くさくないのにしてくれ」

　放課後なので教室内に人は少なかったが、用心してできる限り声のボリュームを落として恋ヶ崎に頼たのんだ。

「あーはいはい。分かってるわよ。小豆ちゃんに言っとくから、さっさと書いて」

　まだ不安はあったが、一応恋ヶ崎に承しよう諾だくされたので、俺は入部届に自分の名前を書いた。

「……あ、あと、これ……」

　恋ヶ崎は俺の入部届を回収すると、少し戸と惑まどい気味にもう一枚未記入の入部届を俺に差し出してきた。

「あ？　なんだよこれは」

「すっ……す、鈴すず木き君も、誘さそったらこの部活入ってくれないかな……？　って思って……」

　途と端たんに赤面しながら、恋ヶ崎は鈴木の名前を出した。こいつ、やけに乗り気だと思ったらそういう目的もあったのか……。

「鈴木～？　あいつ軽音部入ってるし、無理じゃね？」

「た、頼んだら入ってくれるかもしんないじゃん！　あんた仲いいんだから頼んでみてよ！　小豆ちゃんも、漫研の男子みたいに下ネタ言ってくるようなＫＹな男子じゃなければ、オタク男子でも大だい丈じよう夫ぶだと思うって言ってくれてるし！」

　そういえば桜井さんって、オタク男子が苦手だったんだよな。でも最近は俺にも友好的に接してくれてるし、以前よりはオタク男子への苦手意識が薄うすれてきているのだろうか。

　ソワついている恋ヶ崎と共に、鈴木がいるＢ組の教室へと向かう。幸い奴はまだ教室に残っており、自分の席で本を読んでいた。人が少なかったので恋ヶ崎と二人Ｂ組の教室の中へ入り、鈴木の席へと近付く。

「あ、カッシー！」

「お前が本読んでるなんて珍めずらしいな。一体何読んで……」

　ふと鈴木が読んでいる本が気になり、鈴木の手から強ごう奪だつする。ブックカバーがかかっていて表紙が見えなかったので、中身をパラパラと捲めくる。サイズ的にラノベか？　と思い挿さし絵えを探すと、すぐに見つかった。

「………………」

　……瞬しゆん間かん、俺はものすごい勢いで本を閉じた。

「ん？　カッシーどうし……」

「おまっ……バカッ!!　学校でなんつーもん読んでんだよっ!?」

　俺は鈴木が読んでいたアレな本を、勢いよく鈴木の机の上に叩きつけた。

「いや～俺一番後ろの席だからさ」

「お前最低だな……」

「えっ？　な……何？　何なの？」

　俺の後ろにいた恋ヶ崎が、鈴木が読んでる本が気になって仕方ない様子だったので、俺は冷や汗あせをかきながら慌あわてて本を鈴木の机の中に仕し舞まった。

「なっ、何でもないっ！　つーか、俺らはこんなことするためにＢ組に来たんじゃねえ！」

　まだ本が気になっている様子の恋ヶ崎を無視して、俺は鈴木に創部のことを説明した。

「……ってわけで、軽音部がないとき顔出すだけでいいんだけど……。最悪、部活に来るのが無理なら名前貸してくれるだけでもいいし……つっても、やっぱ、兼けん部ぶって難し……」

「へ～っ楽しそー！　入る入る！」

「……えっ!?」

　鈴木はまさかの二つ返事で承諾すると、入部届にすらすらと自分の名前を書き始めた。

「俺漫研みたいな部活に入るの憧あこがれてたんだよね！　入学したとき軽音部と漫研どっちに入るか迷ったくらいだし……カッシーとそういう部活やったら楽しそ～！」

　恋ヶ崎は俺の後ろで黙だまってそんな鈴木の様子を見ていたが、その表情から目め一いつ杯ぱい感激していることが読み取れた。

　無事鈴木の入部届をゲットできた俺と恋ヶ崎は、そこで鈴木と別れて桜井さんのいるＤ組へと向かった。

　恋ヶ崎の話によると、桜井さんがクラスのオタク友達に入部を頼むことになっているらしく、その友達に入部してもらえれば部員が五人揃そろうので創部の申請ができるらしい。

　Ｄ組の前で、ちょうど教室から出てきた桜井さんと遭そう遇ぐうした。

「あ、桃ちゃん、柏田君！　ごめん、友達に入部断られちゃった……」

「えぇっ!?」

「ほとんどもうみんな他の部活に入っちゃってて、忙いそがしいみたいなんだよね……」

「そっか～……あたしの友達、美み樹きとか瑞みず希きとか帰宅部だから、頼んでみよっかな～……」

　恋ヶ崎の口からクラスメイトの笹ささ川がわや雨あめ宮みやの名前が出て、俺は焦あせった。

「いやいや！　お前、そんなことしたら俺がオ、……オタだって……バレんだろ！」

「えー？　じゃあどうすんのよ。あんたは友達に頼めないの？」

　俺の友達、か……。鈴木以外で頼めそうなのは桐きり谷たにくらいだが、一応奴にもオタク隠してるし、あいつは野球部で忙しいだろうし無理だよな……。

　とりあえず、四人でも創部の手続きをしてもらえないか先生に相談してみようということになり、昨日から恋ヶ崎と桜井さんが創部について相談にのってもらっている漫研の顧問の前川先生に相談しに行くことになった。

　職員室の扉とびらをノックしてから失礼します、と挨あい拶さつして入室し、前川先生のデスクへ足を向けると、他の複数の生徒が前川先生と話していた。

「えぇっ!?　じゃあ五人揃わないと部活作れないんですか!?」

　先生と話しているのは、男子三人、女子一人の計四人の生徒だった。五人揃わないと部活が作れない……？　もしかしてこの人たちも、部活を作ろうとしているのだろうか？

「げっ、本ほん城じようさん……」その様子を見て、恋ヶ崎が小声で呟つぶやいた。

「え、桃ちゃん、知り合い？」

「あ、うん、あの女の子……中学が一いつ緒しよで……」

「あら、桜井さんに恋ヶ崎さん」

　俺たちに気付いた前川先生が声をかけてきた。

「あ、あの……昨日相談にのって頂いた部活の件、部員四人しか集められなかったんですけど……やっぱり五人揃わないと創部って難しいですか？」

　桜井さんが前川先生に尋たずねる。

「あら、そう……。今ちょうどこの子たちもボカロ音楽研究部が作りたいって言ってて、部員が五人集まらないと作れないって話をしていたところなのよ。そうね、これは決まりだから、頑がん張ばって五人揃えてもらうしかないわね……」

　俺たちもボカロ音楽研究部の創部希望者たちも、前川先生の言葉にがっくりと肩かたを落とした。

　この人らは、『ボカロ音楽研究部』を作ろうとしていたのか。って、何だその部活は。その名の通り、ボーカロイドを使った音楽を研究する部活なのだろうか。

「あとそれから、あなたたち二組とも部室にはパソコン室を希望していたわよね？　どちらか一方しかパソコン室は使えないから、その辺も考えておいてね」

「えっ!?」

　先生の言葉に、恋ヶ崎と桜井さん、ボカロ音楽研究部（仮）の部員が声を荒あらげた。

　それから俺たちは一いつ旦たん職員室を後にし、話し合うことにした。

「恋ヶ崎さん、お久しぶりね……貴方あなたも新たに部活を作ろうとしているの？」

　職員室を出たところで、突とつ然ぜんボカロ音楽研究部の女子が恋ヶ崎に声をかけた。可愛かわいい子だが、少し独特な雰ふん囲い気きを持った女の子だ。金きん髪ぱつの巻き髪がみをツインテールに結んでいる。確か先ほど恋ヶ崎が『本城さん』と名前を呼んでいて、中学が一緒とか言っていたな。

「え、うん、まあそうだけど……」

　恋ヶ崎は笑えみ一つ浮うかべず肯こう定ていした。女子に対しては基本愛あい想そがいいこいつにしては、珍しい態度だ。

「でも人数が足りなくて創部手続きができなかったみたいね。丁度いいわ。どうせ部活が作れなかったのだから、貴方うちの部活に入部なさいよ。そうしたら五人部員が揃ってボカロ音楽研究部を作ることができるし」

「はあ!?」

　本城さんとやらの何やらはちゃめちゃな提案に、恋ヶ崎が声を荒げる。

「そしたらうちの部室でパソコン使ってもいいわよ。どうせ貴方が作ろうとしていたのは、くだらない活動内容の部活なのでしょう？　アイドルのおっかけとか」

「な、何よそれ!?」

「貴方は中学の頃ころからアイドルのおっかけだとか男の話だとか、そんなくだらないことばかりに夢中になっていたじゃない。どうせ部活だってそんな内容なのでしょう？」

「ち、違ちがうわよ！　ってか、その理り屈くつが通るんだったら、そっちの部員の誰だれか一人がうちの部活に入ってくれてもいいってことになるけど!?」

「うちの部員が貴方のくだらない部に？　冗じよう談だんじゃない！　そもそも、貴方の部は一体何をする部活なのよ？」

「くだらなくなんかないです！　うちの部は……オタク文化を研究するっていう、立派な活動内容のある部活ですからっ！」

　突とつ如じよ桜井さんが加担して、ドヤ顔でその発言をしたのだが……。

「……ぷっ。オタク文化を研究する部……ですって？　私わたくしの想定していたものより遥はるかにくだらない活動内容じゃない。そんな陳ちん腐ぷな部活、作らなくて正解だわ！」

　……この女、なんかさっきからすげえムカつくな……。あとついでに、桜井さんもだけど、こんな人通りのある廊ろう下かでそんな大声でオタクって単語口にしないで欲しい……。

「優ゆ里り亜あ様。そのように相手を挑ちよう発はつされても埒らちがあきません」
















　突然、今まで黙っていたボカロ音楽研究部の男子部員の一人が口を開いた。優里亜様、ってこの本城って女のことか？

「ここは一つ、公平に勝負をして、負けた方が勝った方の部活にパソコン室を譲ゆずり、更さらに負けた方の部の誰か一名が勝った方の部に入部する、というのはどうでしょう？」

「……勝負？」

　本城という女も恋ヶ崎も桜井さんも、男子部員の言葉に頭の上に疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

「えぇ。実は我々は、普ふ段だんからＤＴＭで作った曲をボーカロイドに歌わせてニコニコ動画に投とう稿こうする、という活動をしておりまして。部活にしたら部費で必要機材を購こう入にゆうできるのではないか、と考え今回創部に至ったのです」

「ＤＴＭ？　って何？」

　恋ヶ崎が首を傾かしげて質問する。

「貴方って本当に無知ね。ＤＴＭというのは、パソコンを音源に繫つないで演奏や作曲、編曲をすることを言うのよ」

　得意げに説明する本城さんを、恋ヶ崎はジト目で見つめている。

　なるほど……。パソコンを使って曲を作って、ボーカロイドに歌わせてるってことか。

「あなた方も、オタク文化を研究する部を作ろうとしているということは、オタクなんですよね？　ならば、何かその部活でクリエイティブなことをしようとしているんですよね？　そこで提案なんですが……宜よろしければ、動画制作で勝負をしませんか？」

「……動画制作？」俺は怪け訝げんな顔をして聞き返した。

「ええ。それぞれ何でもいいので何かしら動画を作り、同時刻にニコニコ動画に投稿し、一定時間が経過した後、より再生数を稼かせげた方が勝ち……という勝負です」

「あら、それはいいじゃない！　お互たがいの得意ジャンルで戦えるし公平だわ！」

　本城さんは男子部員の意見に賛同した。俺たちは互いに顔を見合わせる。動画制作、だと……？　俺たちは別に部活でクリエイティブなことをしようだなんて大それたことは考えていない。一体どんな動画を作ったらいいかも分からないし、動画制作自体未経験なので作れるかどうかも分からない。完全に向こうに有利な勝負なんじゃないか？

「あら、勝負する前から怖おじ気けづいているのかしら？　もしかして貴方達は同じオタクでも、私達のようなクリエイティブなオタクではなく、ただ消費するだけの非生産的なオタクなのかしらね？」

　どこまでも上から目線な態度の本城さんに、恋ヶ崎があからさまに苛いらついている。

「あ～っいいわよ、分かったわよ！　それで勝負すればいいんでしょ!?」

「こ、恋ヶ崎!?」

　こいつ、何まんまと挑発にのってやがんだよ……!?

　それから、今日から一週間かけて動画を制作すること、一週間後の金曜日０時ジャストに動画をアップすること、動画投稿十二時間後──金曜日の正午十二時の時点での再生数でジャッジすること、制作する動画のジャンルは自由であること……などが定められた。







　その後、ボカロ音楽研究部の奴やつらと別れた俺たちは、ニコニコ動画を見ながらどんな動画を作るか考えようという話になり、パソコン室へと移動した。

「お前、あんな簡単に勝負引き受けちまってどうするつもりだよ……」

「だって……あそこで言われっぱなしってムカつくじゃん！」

「でも動画制作ってちょっと楽しそう～♪　頑張って動画作って、絶対勝とうねっ！」

　前向きな桜井さんの言葉に少し救われつつ、とりあえず、まずはボカロ音楽研究部が今までに作った動画を見てみようということになった。先ほど男子部員に彼らの投稿時の動画制作チーム名が『ジェリービーンズ』だと聞いたので、その名前で検けん索さくをかける。

　検索結果に現れた動画を見て、ぶったまげた。彼らは現時点で今までに十以上、ボーカロイドに自作の曲を歌わせた動画を上げているようで、そのうちの半数近くが再生数５ケタだった。つまり、一万回以上再生されている。

「結構すごいですね……あっ、一つだけボーカロイド殿でん堂どう入りしてる動画もありますよ！」

「えっ、ほんとだ！」

「ボーカロイド殿堂入り……って何？」

「再生数が十万超こえてるボーカロイドの動画をそう呼ぶんだよ」

　恋ヶ崎に説明しつつ、殿堂入りを果たしている動画を試ためしにクリックしてみる。

　まさか彼らがこんなに再生数稼げているとは思わなかった……。こんなすごい人たちに再生数で勝つ動画を作るなんて、俺たちにできる気がしないのだが……。

　動画を再生する前に、動画ページの上部の動画説明文に目を通した。




『【響ひびき音ねルル】眠ねむり姫ひめと月夜の妖よう精せい【オリジナル曲】

　ジェリービーンズです。８作目です。童話のような世界観を表現してみました。




　作詞・トゥーランドット姫

　作曲＆編曲・黒ごま（なおとＰ）

　絵・綾あや鷹たか

　動画・君きみ塚づか武たけし』




　なるほど……確か部員は四人いたから、それぞれ役割を分担しているのか……。

　とりあえず再生ボタンを押す。ボーカロイド『響音ルル』にメルヘンチックな歌詞と曲調の歌を歌わせており、可愛らしいイラストのＰＶが流れている。

「へぇ～可愛い～！　あの人たちがこんなすごい人たちだったなんて……これは、わたしたちも頑張らないと……」

「この『作詞・トゥーランドット姫』って、絶対本城さんだわ！　自分で姫とか言っちゃうあたりめっちゃあの子っぽいし……あ～いたたたた！」

　恋ヶ崎は嫌いやそうな顔をして、トゥーランドット姫こと本城さんをディスり始めた。

「あの子、中学の時から教室で詩集読んでたり、フリッフリのレースがついた小物ばっか使ってたり、見たことないけど私服はロリータらしいし、ついでにお嬢じよう様さま気取りな話し方で完全にキャラ作ってて……まあそれは別に、個人の自由だからいいんだけど？　なんかやたらあたしのことバカにしてきて、何かにつけて喧けん嘩か売ってくるからムカつくのよね！」

　なるほど……本城さんとやらは、スイーツ（笑）ギャルな恋ヶ崎とは真逆の文化を好んでいる人だから、相あい容いれない関係なのかもしれないな……。

「あれ、でも何か本城って名前聞いたことがあるような……あっ」

　今思い出した。確か大分前、恋ヶ崎の口からその名前が出たんだ……。

「前に、恋ヶ崎がビッチだって噂うわさが流れてるって俺が言ったとき、確かお前が『噂流したの同中の本城さんかも～あたしあの子に嫌きらわれてたし～』的なこと言ってたっけ？」

「あ～そうそう！　まあ、本当に本城さんが噂流したのかどうかは分かんないけど……」

　いつも女子とはすぐ仲良くなれる印象のある恋ヶ崎だったが、あんな風に上う手まくやれない相手もいるもんなんだなあ……。なんだか新しん鮮せんだった。

「小豆ちゃん、何見てるの～？」

　気付くと、桜井さんが真しん剣けんにパソコン画面を見ていた。恋ヶ崎が声をかける。

「ニコ動の二十四時間総合ランキング。この二十四時間で再生数が伸のびた動画のランキングだから、どういう動画が再生数稼げるかの参考になるかな～って思って……」

「そっか！　まずはどういう動画を作るかってとこから考えないとね……」

　そうだ。どういう動画を作るかも決まっていない俺たちは、まだスタート地点にすら立っていないのだ。彼らのように音楽なんか作れないし、俺はオタクとはいえ人に披ひ露ろうできる技術なんて何も持ってないからな……。

　恋ヶ崎……は、ファッションセンスがあったり流行に敏びん感かんだったりするけど、そういうのが生かせる動画って思いつかないし……。歌も上手いけど、歌を録音して投稿する『歌ってみた』動画は、録音機材や技術が必要だって聞いたことがあるから難しそうだしなあ。

　桜井さん……は、コスプレ技術が半はん端ぱないけど、コスプレ系の動画が再生数稼げてるのってあんまり見たことないしな……。

「あっ！　これだったらうちらにもできそうじゃない!?」

　思い悩なやんでいる俺の耳に、興奮気味の恋ヶ崎の声が入って来た。

「確かに、頑がん張ばって練習すればいけるかも！」

　桜井さんも賛同している。一体二人は、何の動画を見て……。

「えっ……マ、マジで……？」

　二人が見ている動画を後ろから覗のぞき込んで、俺は苦く笑しようした。二人が見ていたのは……。

「踊おどってみた、だと……？」

　画面の中では、可愛かわいい女の子三人組がボーカロイドの人気曲を華か麗れいに踊っていた。『かわいー』『○○（踊り手の名前）最高！』などと言ったコメントが絶え間なく流れている。

　確かに、恋ヶ崎も桜井さんも可愛いし、バッチリ振ふり付けを覚えて踊ることができれば再生数を稼げるような気はするが……。

「あたし普段からカラオケでＡＫＢとか踊ってるし、踊るの好きなんだよね！」

「あっ！　じゃあボカロの響音ルルと巡めぐり音ねルカ姉のコスプレして踊らない!?　せっかくわたしたち衣い装しよう持ってるし、コスプレの方が再生数稼げる気がするしさ！」

　啞あ然ぜんとしている俺を無視して、二人は盛り上がっている。完全に踊ってみた動画に乗り気のようだ。でもなあ君たち、こういう動画を一部の人が何に使うか知って……いや、絶対言わない方がいいな……。

「柏田君も、何かのコスプレします!?」

「えっ!?　いやいやいやいや！　ってか俺は踊らないから！　撮さつ影えい者ってことで！」

「そうなんですかー……？」

　桜井さんは少し不満げに俺を見ている。いや、俺が踊ってる姿とか想像しただけでキモすぎるだろ……。

　それからいくつか踊ってみた動画を見て、比ひ較かく的覚えるのが簡単そうで二人で踊れる曲を見み繕つくろい、踊る曲が決まった。今日はもう遅おそいので、明日あしたと明後日あさつての土日に各自家で個人練習することになり、来週の月曜から放課後屋上で練習することになった。




　しかし……俺は少しばかり懸け念ねんしていた。桜井さんは既すでに自身のコスプレ姿をネットにアップしているからいいとしても、恋ヶ崎は初めてネットに顔を晒さらすことになるわけだ。そこんとこ、あいつはちゃんと分かっているのだろうか？

　それに、響音ルルと巡音ルカのコスプレ衣装で踊るとか言ってたが……あのコスプレ衣装って結構肌はだの露ろ出しゆつ度ど高いよなあ？　不特定多数にそんな姿を見られていいのか？

　……いや……俺の考えすぎ、かもな……。動画投とう稿こう後十二時間が経過して勝負が終わったら動画を消せばいいわけだし、そんなに悩むことでもないか……。

　何より、本人たちが乗り気なわけだしな……と考え直して、俺はネットで動画の編集方法や、作った動画を変へん換かんしてニコ動にアップする方法などを調べた。




　翌週の月曜日の放課後から、校舎の屋上で踊ってみた動画の練習が始まった。

　二人は土日に家で練習を頑張ったようで、大体振り付けを覚えられたらしい。俺は正面から二人の踊っている姿を見て、二人の振り付けの揃そろっていないところなどを指し摘てきするよう言われた。

「じゃ、曲かけるぞ」

　恋ヶ崎が家から持ってきた小型スピーカーにｉＰｏｄを繫つなげて、曲を再生する。曲が始まり、二人が踊り始める。

「……!?」
















　たった二日で振り付けを覚えたにしては、二人ともちゃんと踊れていて感心したのだが……俺はそれ以上にとんでもないことに気付いてしまった。

　動きが激しいため、桜井さんの胸むな元もとの豊満な膨ふくらみが……揺ゆれすぎている。今日彼女は半はん袖そでシャツ姿で、制服の上にベストを着ていないので、余計に目立っているのだ。くっ、これ以上直視したら俺がやばい！　俺は何も揺れる心配のない恋ヶ崎の方に目を向ける。

「……!?」

　恋ヶ崎の胸は微び動どうだにしていなかったのでそこは安心したのだが……ターンしたときに、スカートが思い切りめくれ上がった。……お、おぉお……み、水色……。

「キャーッ！　ちょ、今日下にスパッツ穿はくの忘れた！　か、柏田あんた、今、見……」

「えっ!?　いいいや、ぜ、全然見てなかったぜ！」

　それから一曲踊り終わると、恋ヶ崎は慌あわてて教室へジャージの下を取りに行った。

「実際録画するときも、ちゃんと下に何か穿かないとだね～」

　桜井さんは恋ヶ崎にしみじみと言う。確かにパンツの問題は何か穿けば見えなくて済むのだが、胸が揺れないようにするにはどうしたらいいのだろうか……。あの桜井さんの様子が不特定多数の目に晒されてしまうだなんて……。

「柏田君、どうかしたんですか？」

「えっ!?　いや、何でもないよ！」

　だがそんなこと直接本人に言えるはずもない。そういう類たぐいのことを口にしようもんなら、確実に桜井さん本人にも恋ヶ崎にも気持ち悪がられることは目に見えている。




　その翌日の放課後も、屋上でダンスの練習をした。俺は心配事（桜井さんの胸が揺れすぎる件）を抱かかえたまま、だが言えるはずもなく、着々とダンスの完成度は上がっていった。




　その日の夜。俺は部屋で動画編集の勉強をしていた。いよいよ明日の放課後、屋上で踊ってみた動画を撮影することになっている。無事撮影できたら、明日と明後日で俺が撮影した動画を編集して、明後日である木曜日の夜中の十二時……つまり金曜日の０時に、動画を投稿する。

　動画の編集方法や変換方法、アップロードの仕方はここ数日で勉強できたし、二人のダンスもほぼ完かん璧ぺきなので、あとは撮影するだけだ。果たして本当に再生数が稼かせげるのかどうかは、動画を投稿してみないことには分からないのだが……。

　俺はふと、踊ってみた動画はどういったものが再生数を稼げているのか気になり、ニコ動の踊ってみたカテゴリのランキングを見てみた。ランキングのページでサムネイル（動画の一部を静止画にして縮小したもの）をざっと見ると、笑いを取りに行ったネタ系のものや、美女やイケメンが複数で踊っているものなど、様々だ。

　その中で、カテゴリランキング一位になっている動画を再生してみる。

　その動画は、可愛い女の子が私服姿で、自分の部屋で女性アイドルの人気曲を踊っているものだったのだが……なんと途と中ちゆうで画面が切り替かわり、私服姿からビキニの水着姿になった。その途と端たん、画面には『待ってました──』『ハアハアハア』『いい身体からだしてんなー』『本日も抜ぬかせて頂きます』などというアレなコメントが大量に流れ始める。中には、『下品』『そこまでして再生数稼ぎたいのか？』という批判的なコメントも少なくなかった。

　俺はなんだか、少し胸がざわついた。

　いや、あの二人は、水着姿なんかにはならないけれども……。

　それでも、あの二人が一生懸けん命めい踊っている姿をエロい目で見る輩やからはいっぱい出るだろう。踊ってみた、という動画はそういうことを覚かく悟ごして投稿しなければならない動画なのだ、と俺は個人的に思う。この水着姿の女の子なんかは、もろにそれを狙ねらっているのだろうし。

「うわー、すごいわねこの子」

「……っ!?」

　気付くと、俺の真後ろにオカンが立っていた。しかも、動画に釘くぎ付づけになっている。

「ちょっ!?　何勝手に入って来てんだよ!?」

　俺は慌ててイヤホンを外し、動画ページを消した。

「洗せん濯たく物取り込みに来たの。勝手に入ってないわよ。ノックしたし」

　俺の部屋はベランダと繫がっているため、母親がたまに洗濯物を干したり取り込んだりしに入ってくることがあるのだ。いつも一応ノックしてから入ってくるのだが、どうやら今俺はイヤホンをしていたのでノックの音に気付かなかったらしい。うおー危ねー。

「いやっ、俺は別に、好きこのんで今の動画を見てたわけじゃ……」

　言いながら、本当のことなのに、我ながら信しん憑ぴよう性せいゼロだなと思った。完全に言い訳臭くさい。

「別にあんたが変な動画見てようが何も思わないわよ。今の子、知り合いか何か？」

　オカンが言ってる『今の子』とは、動画で踊っていた女の子のことだろうか。

「え!?　んなわけないだろ！」

「そう……ああいうの、親おや御ごさんが見たら悲しむでしょうねえ……」

「えっ!?　……そういうもん、なのか……？」

　俺はオカンがため息交じりに口にした発言に、思わず食いついた。

「そりゃあそうでしょ。もしあかりがあんなことしてたらお母さんショックだもん。まあ、あかりはあんなことしないだろうけど……」

　そうか、そりゃそうだよな……。一番悲しむのは親だよな……。

　恋ヶ崎と桜井さんだって、こんなエロい格好で踊ろうとしているわけじゃないけど、それでも……見る人によってはエロい目で見られてしまうのだ。そんな様子を、二人の親御さんが知ったら……。

　よし、決めた！　二人にキモがられること覚悟で、明日この水着の踊おどってみた動画を見せよう。そんでもって、ユーザーにこういう目で見られることもあるということを、きちんと二人に知ってもらわなければ。俺にはその義務がある、と思った。




　翌日の放課後、動画撮影のために屋上へ行こうとしてた二人を引き止めて、その前にパソコン室へ来て欲しいと頼たのんだ。

「パソコン室～？　なんで？　……ってかあんた、目の下の隈くまやばくない？」

　恋ヶ崎に隈を指摘される。確かに俺は昨日、わけあって一いつ睡すいもできず、寝ね不ぶ足そくだった。二人を説得して、三人でパソコン室へと向かう。

「一体何なのよ、下校時刻までにちゃんと撮影終えなきゃいけないっていうのに……」

「その前に……二人とも、この動画を見てくれ」

　俺はパソコンを立ち上げて、ニコニコ動画にアクセスし、昨日見た水着姿の踊り手の踊ってみた動画を再生した。

「何よ、普ふ通つうに可愛かわいい子じゃ…………！」

　私服姿から水着姿に切り替わり、卑ひ猥わいなコメントが大量に流れ出したところで、恋ヶ崎と桜井さんの表情が変わった。

「うわっ……」

　踊り手の水着姿と、大量に流れる下品なコメントに、完全に引いてる様子だ。

「もう撮影する日だし、見せるかどうかすごく迷ったんだが……見てる人によってはこういう目で見られることもあるってことを、動画投稿前に知っといた方がいいと思って……」

　動画が終わり、恋ヶ崎と桜井さんは暗い表情のまま黙だまっている。

「……なんかあたし、動画アップするの一気に嫌いやになってきたかも……」

「うん、わたしも……。……ボカロのコスプレ衣い装しよう、結構肌の露出度高いしね……」

　桜井さんが苦笑いを浮うかべて言う。

　やはり二人は、エロい目で見られるということを一いつ切さい想像していなかったようだ。

「あっ……いっそ、ジャージで踊るとか！　それなら肌の露出少ないから、見てる人にエロいこと言われる心配もないだろうしさ！」

　恋ヶ崎がいいことを思いついたかのような感じで発言した。

「え、でもそれだと、ジャージでうちらがどこの高校か特定される可能性あるよね……？」

　桜井さんが指摘する。その通りだ。

「あっ、そっか……」

　二人は黙って考え込み始める。

　いざ撮さつ影えいしようってときにこんなもの見せたら、二人が踊ってみた動画の投とう稿こうが嫌になって、困り果ててしまうのは分かりきっていたことだ。せっかくこの数日間練習したのも水の泡あわになってしまったわけだし……。だけど……それでも、動画投稿後に後こう悔かいするよりは、ずっとマシだろうと思ってしまったのだ。

「何か、他ほかに……動画作れないかな……？　って言っても、もう投稿しなきゃいけない日の二日前だから、即そつ興きようでできることじゃないといけないけど……」

「即興で……うーん……」

「あのさ……一応案がないことはないんだけど……」

　俺は意を決して口を開いた。

「えっ!?」二人が驚おどろいて俺の顔を見る。

　俺は昨日、二人が踊ってみた動画をやめたいと言うことを想定して、何か他に作れる動画はないかと考え、ニコ動を見まくった。結果、一つだけ俺たちでも即興でできる動画を考えついたのだ。だが、それは踊ってみた動画なんかと比べると、再生数がぐっと減る確率の高いものだった。だから提案するのを躊躇ためらったのだが、他にいい案などないし、今は躊躇っている場合ではないと感じたので、思い切って提案することにした。

「ゲームの実じつ況きようプレイ動画……なんだけど」

「実況プレイ動画……？　ってなに？」

　実況プレイ動画を知らない恋ヶ崎に、軽く説明する。

「実況しながらゲームをやった様子を収めた動画のことだよ。……まあ、見た方が早いな」

　俺は実況プレイ動画をニコ動で検けん索さくして、恋ヶ崎と桜井さんに見せることにした。

　ゲームカテゴリの二十四時間ランキングで一位になっているのは、某ぼう有名アクションゲームを男性プレイヤーがおもしろ可お笑かしく実況している動画だった。その動画を最初の数分間だけ、三人で視し聴ちようする。

「ぷっ……何これ、うけるー！」

　恋ヶ崎も桜井さんも俺も、その動画に思わず笑ってしまう。

「なるほど、確かにこれなら練習とかなしに動画を録画して編集すれば投稿できますね！」

「うん、ただ……昨日調べたんだけど、実況動画を作るには買わなきゃいけないものがあって……まず、ＴＶゲームを録画する場合、キャプチャーボードってのが必要らしくて。ＴＶゲームをＰＣでプレイしたり録画したりするのに必要なＰＣの周辺機器で、安いので三千円くらいするらしいんだよ。あと、声を録音するマイク。うちに妹がスカイプやる用のマイク付きヘッドホンが一つあるから、二人が実況やるとしたらもう一つマイクが必要なんだよ。調べたらスタンドマイクだったら安くて七百円くらいで買えるらしいけど……。他にも色々必要なソフトとかあるけど、無料ダウンロードできるものばっかで、昨日俺んちのパソコンに全部ダウンロードしたから」

「……って柏田君、そんなに色々調べてくれたんですか!?」

「ああ、うん……実況プレイ動画を二人がやってもいいって言うかどうか分かんなかったけど、一応、昨日一日で色々調べたよ」

　ゲーム画面の録画方法、ゲームの映像・音声とマイク音声の収録方法……色々調べたり、必要ソフトをダウンロードしてインストールしたりしていたところ、結局昨日は徹てつ夜やになってしまったのだ。

「動画制作のためにそこまで頑がん張ばってくれたなんて……ありがとうございます！」

　桜井さんが俺の手を両手で握にぎって感謝してくれた。嬉うれしかったが、寝不足で意識が少し朦もう朧ろうとしているのが残念だ。

「ってわけで合計で三千七百円ちょっとかかるけど……どうする？」

「勿もち論ろん、やります！　柏田君がこんなに頑張って調べてくれたんですから！　少しでも面おも白しろい実況ができるよう頑張ります！」

「あたしも踊ってみたよりは、その実況動画ってやつの方がいいな……さっきのランキング一位の人みたいに、面白いトークできる自信はないけど……」

　二人の承しよう諾だくを得ることができたので、俺の家でゲームの実況プレイ動画を収録することが決定した。昨日一日調べただけなのでちゃんと収録できるのかどうかも不安だし、収録、動画編集が無事できたとしても、果たして再生数が伸びるのかどうか分からないし……不安要素だらけなのだが、もう俺たちにはこれ以外に道が残されていないのだ。

　帰りに家電量りよう販はん店てんに寄って、実況動画制作に必要なキャプチャーボードとスタンドマイクを三人で割り勘かんで購こう入にゆうした。




　それから俺の家に向かう。今日はちょうどオカンが出かけてるし、妹も友達の家に遊びに行っているので、都合良く夜まで家に誰だれもいない。

「じゃ、まず、どのゲームをやるか決めよう」

　俺はゲームソフトが並んだ棚たなから、一本のソフトを取り出した。

「俺個人的には、これがオススメなんだけど……」

　俺が勧すすめたのは、『ハイスクール・ブラッド』というアドベンチャーゲームだ。学校に閉じ込められた八人の高校生の男女が、学校から出るために謎なぞを解いていくというものなのだが、進め方によっては登場人物が死んだりする物ぶつ騒そうなゲームらしい。ついこの間買ったばかりで、俺自身もまだ未プレイだった。

　俺がこのゲームを実況プレイ動画に勧める理由は、公式サイトで『３章までであればプレイ動画をネット上に公開してもいい』と公認してくれているからだった。

「あっそれ、有名なやつですよね！　確かに実況するなら、そういう過激なやつの方が面白いかも」

「ふーん、過激……？　全然そんな風に見えないけど……まあ、それでもいいわよ」

　確かにパッケージには可愛い女の子の絵しか描えがかれていないため、一見ただのギャルゲーにも見える。二人の承諾を得られたので、『ハイスクール・ブラッド』の実況プレイ動画を収録することが決定した。

　俺は昨日必死に調べた通りに、収録の準備をする。『ハイスクール・ブラッド』のハードであるＰＳ３をリビングのＴＶから外して、購入したばかりのキャプチャーボードを使って家族共用パソコンに繫つなげた。調べたところ、実況プレイ動画を録画するときはゲーム機をＴＶではなくパソコンに繫げて、パソコンでゲームをプレイし録画するらしい。続いて購入したキャプチャーボードに付属しているドライバをインストールし、昨日ダウンロードした音声の録音に必要なソフトを開いて、録音できるように設定する。スタンドマイクもパッケージから出してパソコンに繫げる。

「ふう……とりあえず、設定は終わった……じゃ、時間ないしちゃっちゃと収録するぞ」

「……って、そういえばマイク一つしか買ってないけど、一つ足りなくない？」

「あ、俺は……喋しやべり下手だし、それに女子二人の方が聞いてる方も気分いいだろうから、二人でやってくれ」

　元からそのつもりだった。というかぶっちゃけ、女二人に男一人の実況なんて、男性視聴者の嫉しつ妬とを煽あおるだろうしな……。

「あ、そう……。あたしこういうゲーム初めてやるんだけど大だい丈じよう夫ぶかな……？　何喋ったらいいか分かんないんだけど！」

「わ、わたしも……緊きん張ちようしちゃってうまく話せないかも……」

「いや、こういうのは逆に初見プレイの方が面白いだろ。とりあえず緊張して黙ってるのが一番つまんないだろうから、とにかく何でもいいから喋った方がいい！」

「なるほど……とにかく沈ちん黙もくを作らないように、何でもいいから喋った方がいいんですね！　分かりました！」

「あんたね～、自分はやらないからってそんな簡単に……」

　やる気満々の桜井さんとは対照的に、恋ヶ崎はまだ不安げだった。

「……あ～……分かった、じゃあとりあえず、まず練習を兼かねて一回収録してみるか」

　ちゃんと録音・録画されるのかも確かく認にんしたいしな。

　本名をネットに公開するわけにはいかないので、とりあえず二人のゲーム実況プレイヤーとしての名前を決めることにする。単純な名前の方が互たがいに呼びやすいだろうということになり、恋ヶ崎は『すもも』桜井さんは『さくら』と決まった。

　とりあえず練習ということで、録画ボタンをクリックしてから、二人がゲームを開始する。オープニングムービーが流れ始めた。コントローラは恋ヶ崎が手にしている。

「え、これ収録もう始まってんの？」

「うん、始まってるよ、桃……すももちゃん！」

　ゆるい感じで実況が始まる。まあ、練習だしな……。

　やがてムービーが終わり、恋ヶ崎がニューゲームを選せん択たくすると、ゲームがスタートした。

『隼はや人と　あれ？　僕は一体どうしたんだっけ……なんで教室なんかにいるんだ？』

　主人公と思われる隼人という男子生徒が目覚めると、そこは教室の中で、他にも複数の男女がいた。顔が一人ずつ画面に表示され、一言ずつセリフを言う。所謂いわゆる顔見せだ。

『和かず樹き　俺たちも全くわけが分かんないんだよ。外に出ようとしても、出入り口が全すべて塞ふさがれてるんだ』

　主人公の友人らしき男キャラがセリフを言う。ちなみにフルボイスだ。

「はああ～っ！　声何気にマモじゃないですか！　このゲームに出てたんですね！　しかも眼鏡めがねイケメンキャラとかわたし得すぎ！」

　マモ、というのは和樹というキャラの声優の愛あい称しようだろう。単なる地味な友人キャラに、好きな声優というだけでこんなに萌もえられるなんて……桜井さんってある意味すごいな。

「えーイケメン？　超ちよう地味じゃん。あず……さくらちゃんの男の趣しゆ味みってちょっと変わってるよね」

「えーっイケメンだよ！　桃……すももちゃんは眼鏡属性がないだけだよっ！」

『有ゆ香か　一体どうなってるの!?　私怖こわい！　誰か、早くここから出してぇっ！』

　続いて、ヒロインである有香という美少女キャラがセリフを言う。

「うわー、こういう女いるよね！　私弱いの～守って～みたいなぶりっこキャラ！」

「えー、ぶりっこかな？　も……すももちゃん手厳しいね」

　こんなこと、本番のプレイ実況で言ったらめっちゃ視聴者に叩たたかれるだろうな……。

　ヒロインの有香は、プレイヤーから、確かにあまりにも女っぽいところがうざいとかも言われているが、それなりにファンもいる人気キャラなのだ。

　やがて、シナリオが進み選せん択たく肢しが出てきた。

『誰と行動しますか？』

　学校の中を探たん索さくしようという流れになり、どのキャラクターと探索するかを選べる。

「和樹君一択たくでしょっ！　眼鏡ｈｓｈｓ」

「えーさっきの地味眼鏡ー!?　……まあ、あのぶりっこ女よりはいいけどさあ……」

　恋ヶ崎は仕方なく、桜井さんの意見に従い和樹に声をかけた。

「確かこのゲームってマルチエンディング方式なんですよね？　和樹君とのホモエンドもあったりしないのかなーっ!?」

　桜井さんの発言に思わず吹ふきそうになった。ホモエンドって……さすがにそれはないだろ。そんなエンドあったら別のジャンルのゲームになってしまうじゃないか。と、俺は突つっ込みたかったが、一応練習とはいえ録音中なので黙だまっておいた。

　主人公と和樹が行動を共にし、二人で学校内を探索していると、後ろからヒロインの有香に声をかけられた。わざわざ主人公たちの後をつけてきたようだ。

『有香　私も一いつ緒しよに行動しちゃだめかな？　怖くって……できれば隼人君と一緒にいたいなって……あ、ううん、なんでもない』

　有香は恥はずかしそうに俯うつむいている。なるほど……開始から既すでに主人公のことが大好きなデレデレヒロインか。……悪くない。実に、悪くない。

「うわー出たぶりっこ女っ！　ついてくるとかストーカーじゃん！　ってか、なんで最初からフラグたってるわけ？　主人公全然かっこよくないしダサいじゃん！」

　恋ヶ崎……お前って奴やつは、どんだけ性格悪いんだ……。

「あーもう、隼人と和樹君のラブラブタイムを邪じや魔ましないで欲しいな～有香ちゃん！」

　桜井さんまで有香に文句をたれまくりである。




選択して下さい


▽分かった、一緒に行こう

　悪いけど、他の人と行ってくれないか？






　選択肢が現れ、恋ヶ崎が迷わず二つ目を選んだ。うわっこいつ、速そつ攻こうヒロインとのフラグへし折りやがった……。

「すももちゃんＧＪ！」

　なぜか桜井さんが恋ヶ崎を褒ほめる。ヒロインの有香は残念そうにその場を去った。

　その後学校内を二人で探索していると、突とつ然ぜん女性の悲鳴が聞こえてきた。

「えっ、なに!?」

『隼人　有香の声だ！　急ごう！』

　隼人と和樹が声のした部屋へかけつけると、そこには……。




「キャ──────────ッ！」




　恋ヶ崎と桜井さんが、一いつ斉せいに悲鳴を上げた。

　教室内に包丁で刺さされた血ち塗まみれの女子生徒が倒たおれており、それを見た有香が恐きよう怖ふに怯おびえている……という少しグロいスチルがいきなり画面いっぱいに現れたのだ。

『有香　菜な々なちゃん！　いやあっ、菜々ちゃん……！　どうしよう、息してないよ……』

「な、何これ……このゲーム、人が死ぬとかあるわけっ!?　先に言ってよ！　めっちゃびっくりしたんですけど!?　怖すぎっ！」

「グロ要素ありなゲームとは聞いてましたけど、開始十五分で既に一人ログアウトなさるとは……」

　二人は、見ていて面おも白しろいくらい素す直なおに怖がっている。

『有香　誰がやったの……!?　一体、誰が菜々ちゃんを殺したのっ!?』

　泣きながら、必死に叫さけぶヒロイン、有香。

「えーどうせ殺したの、この有香なんじゃないの？　第一発見者って一番怪あやしいし……」

　恋ヶ崎はどこまでも有香が嫌きらいなようだ。

「そうなんですかねえ……？　確かにちょっと怪しいけど……」

　それから殺人現場や校内を自由に調べられる時間が設けられた。この時間に色々調べて手がかりを摑つかみ、誰が犯人なのか自分で推理しなければならないのだ。

「すももちゃん、調べないと……」

「え、死体に近付くなんて絶対無理！　他ほかのとこ調べよっ！」

　恋ヶ崎は殺人現場である教室から早々に出て行き、他の場所を調べ始める。しかし、他の場所には特に大した手がかりなどなく、あっという間に制限時間が終わってしまった。

「えー!?　結局犯人が誰だれかなんて全然分かんないんだけど！」

「絶対殺人現場に色々手がかりがあったはずなのに、すももちゃん全然行かないんだもん」

　生き残った七人で、誰が犯人かという話し合いが始まる。

『和樹　隼人は誰が犯人だと思うんだ？』

　登場人物の名前と顔が一覧で表示され、犯人だと思う人物を選択するよう促うながされた。

「えーっ!?　無理無理無理！　犯人なんて分かんないし！」

　恋ヶ崎が軽くパニック状態に陥おちいる。

「すももちゃん、時間ないよ！」

　犯人の選択にも、制限時間が設けられているのだ。

「じゃあ……やっぱここは、有香が一番怪しいから有香ってことで！」

　恋ヶ崎はヒロインの有香を選択した。

『有香　隼人君、酷ひどいっ！　私が犯人だなんて……』

　有香は主人公の言葉にショックを受け、泣き始める。

「あーもうこの女、泣けばなんでも許されると思ってー……うざ……」

　いや……誰だって好きな相手に殺人犯扱あつかいされたら悲しむだろ……なんて可か哀わい想そうなヒロイン有香……。しかも主人公の発言のせいで、他のメンバーも有香に疑いをかけ始めてしまった。結局、犯人は誰だか分からないまま、有香が限りなく怪しいということになり、話し合いは終しゆう了りようした。

　これ以上犠ぎ牲せい者を出さないため、単独行動は慎つつしもうということになり、学校内の探索は一いつ旦たん休止してみんなで同じ教室内に留とどまることになった。しかし、犯人の容疑をかけられている有香だけ教室から追い出されてしまった。




選択して下さい


▽有香に声をかける

　和樹に声をかける

　みんなに黙って一人で学校内を探索する






「和樹君！　和樹君！」

「えーまたー？　もう地味眼鏡はお腹なかいっぱいだよ……。だからと言って有香は殺人犯かもしれないから近づかない方がいいし……ここは、一人で校内探索ね！」

「えー!?　なんでよりによってそんな一番アレな選択肢選んじゃうのー!?」

　桜井さんの嘆なげき声も空むなしく、恋ヶ崎は三つ目の選択肢を選んでしまった。

　一人寂さびしく校内を探索しまくる主人公。すると、突然後ろから肩かたを叩かれる。主人公が振ふり向いた瞬しゆん間かん……。

「えっ……」




　なんと……廊ろう下かに血が飛び散って、主人公がその場に倒れた。




「ギャ────────ッ！」




　どうやら、後ろから刺されたらしい。恋ヶ崎と桜井さんが悲鳴を上げまくる。

「はあっ!?　なんで!?　何これどういうこと!?　全然意味分かんない！」

「いくらなんでも死亡早すぎません!?　まさかこれでゲームオーバー!?」

　二人の激しいテンパりっぷりが可お笑かしくて、笑ってはいけないと思っているのに笑いがこみ上げてくる。必死に声を押し殺した。

　次の瞬間、一瞬だけ……血塗れの女性の笑え顔がおが画面一いつ杯ぱいに現れた。その顔は……。

「えっ、噓うそっ、あの女じゃん！　有香じゃん！　あいつに殺されたのっ!?　やっぱりあの女が犯人だったんだ！　うわー！」

　画面が真っ暗になり、赤い文字で『ＢＡＤ　ＥＮＤ』という文字が現れる。

「ううっ、もっと和樹君との愛を深めたかったのに……」

　桜井さんが心底残念そうに呟つぶやく。

　ゲーム画面がトップに戻もどったので、俺は録画停止ボタンを押した。

「まさかこんなに早く死亡して終わるとは……」

「あんた、なんてゲームやらせんのよ！　もう今日夜一人でトイレ行けないじゃん！」

　恋ヶ崎が涙なみだ目めで抗こう議ぎしてくる。まさか、こいつがこんなにグロ耐たい性せいないとはな……。

「でも、続き気になるかも……なんで有香ちゃんに殺されたのかも気になるし、最初に女の子殺したのも本当に有香ちゃんなのかな……？」

「あっあたしも、確かに気になる！」

「俺まだプレイしてないけど、俺が終わったら貸そうか？」

「えーっでも一人で家でやるとか絶対無理！　小豆ちゃん、一緒にやろうよ！」

「あ、いいねー！」

　二人がゲームの話で盛り上がっていると、

「ただいまー」

　突然、一階の玄げん関かんから母親の声が聞こえてきた。

「!?　やべっ、親帰ってきた！」

　親が帰ってきたら、もうリビングで収録などできない。俺の部屋でも収録はできるが、汚きたなすぎるし色々見られたらまずいものもあるので、とても二人を入れられる状態ではない。

　俺は覚かく悟ごを決めて、ため息をついた。

「……もう収録できねえから……仕方ねえ、今収録した動画をニコ動にアップするぞ……」

「……はあっ!?　噓、マ、マジで言ってんの!?　練習だと思ってたからあたしめっちゃ口悪いんだけど！」

「わたしも腐ふ女じよ子し全開でキモいですよ!?」

　ああ……二人とも、口悪いとか腐女子全開とかそういう自覚一応あったのね……？

「あら、直なお輝きお友達連れてきたの～？　こんにちは～」

「あっ！　こんにちは、お邪魔してます！」

　リビングに入って来たオカンに、恋ヶ崎と桜井さんがかしこまって挨あい拶さつする。




　それから恋ヶ崎と桜井さんは帰り支じ度たくをして、俺の家を後にした。一応俺も駅まで送っていくことにする。

「いや、もうあの動画をアップするしかねえんだよ。収録し直すにしたって、俺が動画編集とアップロードの作業にどのくらいかかるか分かんないから、できれば今日から編集に取りかかりたいし……。身バレするようなこととか、放送禁止用語とかは口にしてないから問題ないだろ。大だい丈じよう夫ぶだ、変なとこはいい感じに俺が編集でカットしておくから……」

「えー？　あんたの編集って全然信用できない……」

　かっこよく言ってみたつもりだったが、恋ヶ崎に瞬殺された。

「うーん、でも……あんな動画で、果たしてボカロ音楽研究部の人たちより再生数稼かせげるんですかねえ……？」

「絶対無理でしょ！　ゲームに文句言ったりギャーギャー騒さわいでるだけだよ？　あの動画。しかも速攻死んだし」

　確かに、あの動画が再生数を稼げるかどうかと聞かれたら、なんとも言えない……。

　二人がもっとぶりっこして可愛かわいく実じつ況きようして、『ＪＫ２人が実況プレイしてみた★』なんてタイトルで釣つれば、割と再生数伸のびたかもしれないが……。

　だが、俺たちには時間がない。あの動画をアップするという選せん択たく肢ししか残っていないのだ。

「じゃ、いい感じに編集しとくから……」

「はい、じゃあ宜よろしくお願いします」

「は～……もう勝負、諦あきらめるしかないのかな……」

　俺は駅で二人と別れてから、急いで帰宅した。家に到とう着ちやくし、早さつ速そく動画の編集に取りかかる。確かく認にんすると、無事ゲーム画面も音声も収録できていた。しかし改めて見ても、色々と酷い動画だった。

　その日の夜と翌日の夜、寝ね不ぶ足そくになりつつも、ネットで調べながらひたすら編集作業に没ぼつ頭とうした。

　木曜日の午後十時頃ごろ──つまり決められた投とう稿こう時間の約二時間前、やっと動画が完成し、無事エンコードの作業も終わった。

　俺は動画タイトルと動画説明文を適当に考えながら入力した。

『【ＪＫ２人で実況】ハイスクール・ブラッド【初見プレイ】

　初めまして、初投稿です。実況者①……すもも。ギャル。実況者②……さくら。腐女子。お手て柔やわらかにお願いします～』

　サムネイルを、最後のヒロイン有香の血塗れの顔のアップに設定して、決められた投稿時間であるジャスト十二時に、投稿ボタンをクリックした。これで無事、完かん了りよう……っと。投稿後一度、ちゃんと見られるかどうか確認のため再生する。恋ヶ崎と桜井さんの携けい帯たいに、動画のアドレスを貼はり付けて「無事投稿完了」とメールした。ふう……もうこれで俺の役目は終わった。後は……もう、天に祈いのるのみだ。




　翌日、俺は授業中も動画の再生数のことが気になって仕方がなかった。四時間目の授業の最中、ついに約束の時間である十二時を回った。昼休みになり、恋ヶ崎と桜井さんと共にパソコン室へ行き、自分たちの動画を確認する。

「再生数、ゼロだったりして……」

「いや、俺が一度確認のために見たからそれはない」

　動画に繫つなげると……

「…………えっ!?」

　俺たちは、思わず驚きよう愕がくの声を上げた。

　再生数、二千五十二……？　これって、結構な数じゃないのか？

「えっすごくない!?　めっちゃ見られてるじゃん！」

「本当だ！　なんでですかね!?」

　とりあえず再生ボタンを押して再生する。

　…………。流れてくるコメントのほとんどが、『ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ』だった。

　最初こそ『声可愛いな』『ＪＫかわいいよＪＫ』なんてコメントもあったのだが、ヒロインの有香の文句をたれまくってる恋ヶ崎に対して、『どんだけ有香嫌きらってるんだよｗｗｗ』『嫉しつ妬と乙おつｗｗｗ』『ここまで視し聴ちよう者に媚こびない女実況者も珍めずらしいｗ』腐女子全開の桜井さんに対して、『この腐女子ブレないなｗｗｗ』『和樹なんて地味キャラに萌もえてる奴やつ初めて見たぞｗ』『腐女子節操ねえｗｗｗ』『┌[image: ]┐ホモォ』などのコメントが大量に流れていた。

「ちょっ……べ、別に嫉妬なんかしてないし！」

　恋ヶ崎がそれらのコメントに反論する。

「これ……わたし……褒ほめられてると受け取っていいんですかね……？」

　桜井さんはコメントを見て引きつった笑いを浮うかべている。

　その後、恋ヶ崎がとんでもない選択肢を選ぶ度たびに『バカスｗｗｗｗ』のようなコメントが大量に流れ、グロシーンに怯おびえて悲鳴を上げているところでは『うるせーｗｗｗｗ』『叫さけびすぎｗｗｗｗ』などが流れた。そして最後、ゲーム開始三十分も経たたないうちに殺されてしまったところで『こんなに早く終わる奴初めて見たぞｗｗｗ』『バカか？　バカなのか!?ｗｗ』『ゲーム初心者すぎワロタｗ』『ガチでやってこれだったらある意味すごいｗｗｗ』などのコメントが溢あふれていた。

「これ……完全にあたしバカにされてんじゃんっ！」

　恋ヶ崎は憤ふん慨がいして机を叩たたいた。再生数はとても伸のびているのに、恋ヶ崎も桜井さんも不満げな表情を浮かべていた。そりゃあ、あんなコメントを見てしまったなら無理もないか。

「それでもこんだけ再生数伸びてるってすげえじゃんか！」

　だが、頑がん張ばって編集した俺にとってはとても喜ばしい事実だった。まさかこんなに再生数伸びるなんて予想外だ。まあ、自分が出演してないから喜べるのかもしれないけど。

　そこへ、パソコン室の扉とびらが開き、ボカロ音楽研究部の奴らが入って来た。

「あら、貴方あなた達も再生数を確認しに来たのかしら？」

「え、うん、まあ……」

　本城さんの質問に、恋ヶ崎が無愛想に答える。

「随ずい分ぶんご機き嫌げんななめみたいね。その様子じゃ、全然再生数稼げなかったんじゃなくて？　一体どんな動画を上げたのか知らないけれど……」

　ボカロ音楽研究部の奴らは、俺たちの隣となりの席のパソコンを立ち上げて、昨日の午前０時に自分たちが上げた動画を開き、再生数を確認している。俺たちも後ろから覗のぞいた。

「あら、そんなに気になるんだったら再生して差し上げましょうか？」

　本城さんが、再生ボタンを押した。途と端たんに、相変わらずのメルヘンチックな音楽が流れ出す。画面を見ると童話風のＰＶが流れており、『うぽつ』『新作キタ──』『待ってました！』などのコメントが流れていた。そして、肝かん心じんの再生数は……

　七百五十二。……なんてことだ、俺らの動画の方が大差で勝っているではないか。

「あら、今回の動画は好調だわ！　この調子で伸びたらきっとランキング入りは間ま違ちがいないし、二本目の殿でん堂どう入りも夢じゃないわね！」

「…………」

　俺たち三人は黙だまってボカロ音楽研究部の動画を見つめていた。『相変わらずジェリービーンズの曲最高！』『もっと伸びるべき』など肯こう定てい的なコメントばかりが流れている。俺たちの動画に流れているコメントとは全く違う種類のものだった。なんだろう、再生数という点では勝負に勝ったはずなのに、今ボカロ音楽研究部の奴らがものすごく輝かがやいて見える。

「貴方達、三人揃そろってお葬そう式しきみたいな顔になってるわよ？　そんなにとんでもない大差で私わたくし達が勝ってしまったのかしら？」

「優里亜様……我々の負けです」

「……えっ!?」

　ボカロ音楽研究部の一人が、俺たちが見ていたパソコンを覗き込み、俺たちの動画の再生数を確認してそう口にした。

「な……んですって……!?」

　本城さんは慌あわてて、俺らの動画の再生数を自分の目で確認する。

「二千……!?　噓うそっ、たった半日で二千ですって!?　貴方達、一体何をしたのよ!?」

　本城さんは興奮した様子で恋ヶ崎につかつかと歩み寄る。

「恋ヶ崎さん、貴方まさか……脱ぬいだのっ!?　脱いだのでしょう！　女の武器を軽々と利用するなんてっ！」

「は……はぁああ!?　そ、そんなこと、するわけないでしょ!?」

「どうせ『現役ＪＫが脱ぎました☆』とかその手のゲスなタイトルをつけてエロいサムネで釣ったに決まってるわ！　そうでなきゃこんなに再生数稼げるわけないもの！　破は廉れん恥ちな！　貴方、中学の頃ころからビッチだって噂うわさだったものね！」

「誰だれがんなことするか──────っ！　ちゃんと見なさいよ！　うちらは健全なゲームの実況プレイ動画をアップしたんだから！」

「……ゲームの実況プレイ動画、ですって？　そんな非生産的なものに、私達の芸術性溢れる動画が負けるだなんて……」

　本城さんはショックのあまりわなわなと震ふるえている。

「とっ……とにかく、うちらが勝負に勝ったからには、パソコン室の使用権はもらうからね！　それとっ……本城さん、あなたにうちの部に入部してもらうから！」

「……え？　な……この私が……貴方達の部活に……!?」

　そうだ、この勝負では部室のパソコン室と共に、部員も一人もらえるということになっていたのだった。だが、恋ヶ崎がボカロ音楽研究部の部員の中から本城さんを選ぶとは意外だった。あんなに仲が悪そうなのに、本城さんを俺たちの部に入れるだなんて、一体何を考えているんだ……？

　不思議に思いながらボカロ音楽研究部の部員の顔を見ているうちに、すぐに理由が分かった。本城さん以外の部員は全員男子なので、男が苦手な恋ヶ崎は（ついでにオタク男子が苦手な桜井さんも多分）、ボカロ音楽研究部の男子部員をうちの部へ入れたくないのだろう……。仕方なく、消去法で本城さんを選んだのだと思う。

「わ……分かったわよ！　これは契けい約やくだもの。すごく嫌いやだけど、仕方ないわ……」

　本城さんは大げさに床ゆかに手をついて、悲劇のヒロインのようなポーズをとった。

「私……これからこんな低てい俗ぞくな方達と一いつ緒しよに過ごさなくてはならないなんて……一体どうなってしまうの……!?」

　低俗な方達……って俺らかよ。こんな強きよう烈れつなキャラの人を部活に入れるだなんて……これからうまくやっていけるのだろうか？　むしろこっちが不安だ。

「優里亜様！　お気を確かに！」

　他のボカロ音楽研究部の部員が、本城さんを囲んで励はげましている。




「何はともあれ……これで無事部活が作れそうで良かったですね！」

「え？　ああ……うん、そうだね……」

　俺の横で、桜井さんが俺に笑いかけた。その笑え顔がおは心から嬉うれしそうだったので、桜井さんはさぞかし部活を作りたかったんだろうなあ、と思った。しかし、普ふ段だんから桜井さんは個人的にオタク活動をしているだろうに、どうしてそんなに部活を作りたかったのだろうか？

「本当に……良かった……。柏田君と一緒に部活ができるなんて、すっごく嬉しいです！」

「……えっ!?」

　桜井さんの少し意味深な言葉に動どう揺ようする。

　俺と一緒に部活ができることが、嬉しい……？

「あっ！　あの、桃ちゃんと三人で、こういう部活やりたいなって、密ひそかにずっと思ってたので！」

　桜井さんは慌ててそう付け加えた。ああ、そういう意味でか……。




　そんなこんなで、本城さんというアクが強そうな人と一緒に部活をやっていくことになってしまった。果たして無事やっていけるのかという不安もあったが、桜井さんの嬉しそうな顔を見ていたら、そんな部活も悪くないかもな……なんて思う俺であった。
















　放課後、俺は恋こいヶが崎さきにパソコン室へ来るよう言われていた。

　パソコン室の扉を開けると、恋ヶ崎と桜さくら井いさんがパソコン前の椅い子すに座って話していた。

「あ、柏かしわ田だ君！」

　俺の顔を見て桜井さんが笑顔を向けてくれた。

　今日俺が呼び出されたのは、部活の件だろうなと予想していた。

　昨日、俺たちは『ボカロ音楽研究部』という部活を作ろうとしていた生徒たちと動画制作勝負をして、見事勝つことができ、晴れて桜井さんと恋ヶ崎が作りたがっていた『オタク文化を研究する部活』を作れることになったのだ。

「創部の手続きは終わったのか？」

　俺は恋ヶ崎に尋たずねる。

「いや、まだ部活名決めてないから届け出せないの。今日決めるから。あんたにもいい部活名なんか考えといてって言ってあったでしょ？」

「ああ、そうだったな……」

　昨日の勝負の後の帰り道、恋ヶ崎に部活名考えとけって言われたんだったな。勝手に決められるのは非常に困るので、一応昨日一晩考えた。

「あとついでに、今後の活動内容と、部長副部長とかも決めちゃおうと思ってるんだけどさ」

「ふーん……」

「で、あんた一人？　鈴すず木き君は？」

　俺は恋ヶ崎に放課後パソコン室へ来るようにと言われたとき、鈴木も連れて来るように言われていた。

「ああ、誘さそったけど、今日ちょうど軽音部の活動日だから来れないってさ」

「え──……」

　恋ヶ崎は頰ほおを膨ふくらませてあからさまに拗すね始める。

「……ってか、本ほん城じようさんにも放課後パソコン室に来るよう言ってあるんだけど……あの人もなんか全然来る気配ないんだけど！」

「えっ!?　本城さんも呼んだのかよ……」

　本城さんの名前を出されて、俺は一いつ瞬しゆんたじろぐ。

　本城さんというのは、恋ヶ崎と同じ中学出身で、恋ヶ崎のことを敵対視している女子だった。元々ボカロ音楽研究部を創部しようとしていたメンバーのうちの一人だったのだが、勝負に負けたので俺たちの部活の人数集めのために、うちの部へ入部してもらうことが決まったのだ。

　俺は正直、アクが強い彼女に対して既すでに苦手意識を持っていた。今後彼女と共に部活動をしなければならないのかと思うと若じやつ干かん気が重い。

「あの人だって一応部員なんだから、話し合いには参加してもらわなきゃいけないでしょ」

「まあ確かにそうだけど……」

　そのとき、パソコン室の扉が開き、本城さんが中へと入ってきた。

　彼女は無言のまま、不ふ機き嫌げんそうな表情を浮うかべてスタスタと歩き、俺たちから少し離はなれた席へと座る。

　てっきりバックレるのかと思ったが……一応ちゃんと来たんだな。

「じゃあ、全員揃ったところで話し合いを始めましょうか！」

　桜井さんが笑顔でみんなに声をかける。

「話し合い？　一体何を話し合うと言うの？　大した活動内容もない部活のくせに……」

　本城さんが早々に、恋ヶ崎や桜井さんの神経を逆なでするようなことを言い出した。

「大した活動内容もない、って……何も知らないくせになんでそういうこと言えるわけ？」

　恋ヶ崎が負けじと言い返す。

　だが俺は内心……本城さんの気持ちも分からなくはない、と思っていた。

　本城さんたちは『ボカロ音楽研究部』という部活を作ろうとしていた。その部活は、俺たちが作ろうとしている『オタク文化を研究する部』などというお遊びの部とは違い、『音楽を作ってボーカロイドに歌わせ、動画を作ってネット上にアップする』というちゃんとした活動内容のある部活だった。それを、俺たちのお遊びの部活が部室を奪うばってしまったために、『ボカロ音楽研究部』は創部することができなくなってしまったのだ。そりゃあまあ、本城さんがあんな態度をとりたくなる気持ちも分かる。

「でも確かに、ボカロ音楽研究部を作ろうとしてた人たちには悪いことしちゃったな、とも思うんですよね……わたしたちが部活を作らなければ、人数を集めて今いま頃ごろ本城さんたちはボカロ音楽研究部を発ほつ足そくできてたかもしれないのに……」

　桜井さんが申し訳なさそうな表情で言った。彼女も、俺と同じことを考えていたのか。

「…………」

　本城さんは、黙だまったままむすっとした表情で桜井さんを見る。やがて口を開いたので、また何か攻こう撃げき的な言葉でも口にするかと思ったが……。

「……それは、ないわ……」

　不機嫌そうな表情のまま、静かに言った。

「えっ!?」

　俺たちは本城さんの言葉に耳を疑う。

「実は……動画制作勝負の際、私わたくし達は完全に勝てると信じていたので、ボカロ音楽研究部を創部したときの予行練習として、パソコン室のパソコンにＤＴＭソフトとボーカロイドソフトをインストールしようとしたの」

　ＤＴＭソフト、というのは確か、パソコンで音楽を作るソフトのことだった気がする。

　結果が分かる前から勝ちを信じてたって……俺らどんだけ舐なめられてたんだよ。つーか、学校のパソコンに私物のソフトなんてダウンロードしていいのか？

「そうしたら……思っていたよりパソコンのスペックが低くて、ボーカロイドソフトはインストールできたけど、ＤＴＭソフトの方はインストールできなくて……」

　本城さんは苛いらついた様子で話す。

「部活にしたら部費でいい機材が買えそうだと思って創部にしようとしていたのに、ソフト自体をパソコンに落とせなかったら全くの無意味だわ。だから……どちらにしろ、勝負に勝っても部活を作るのはやめましょう、ということになっていたのよ」

「えぇっ……!?」

　俺たち三人は本城さんの言葉に驚おどろいた。そ、そうだったのか……。

「じゃあ、ハナから勝負の行方ゆくえはどうでもよかった、ってこと……？」

　恋ヶ崎が本城さんに尋ねる。

　しかし、それにしては、勝負に負けたとき悔くやしがってたけど……。

「勝負の行方はどうでもよかった、ですって……？　そんなわけないでしょう!?　あの勝負は私達の名めい誉よをかけた勝負なのだから、勿もち論ろん絶対に勝つつもりだったわ！　それなのに、あんなくだらない動画に負けるだなんて……」

　本城さんは、昨日の勝負に負けた屈くつ辱じよくを思い出してか、心底悔しそうに呟つぶやいた。

　……ちなみに余談だが、本城さんが『くだらない動画』と称しようした俺たちの制作したゲーム実じつ況きよう動画は、恋ヶ崎と桜井さんの強い希望により、あの勝負の後ニコニコ動画上から削さく除じよした。苦労して編集した俺としては、残念極きわまりなかったのだが……。

「そ、そうだったんですか……だったら、少し安心しました」

　桜井さんは安あん堵どの表情を浮かべた。俺も彼女と同じ気持ちだった。そうか、俺たちとの勝負に勝ったとしても、どちらにしろ部活を作るつもりはなかったのか……。それなら、罪悪感なんて感じる必要はないんだな。

　っていうか、部活を作るのをやめようということになったのなら、事前に勝負を辞退してくれたら良かったのに……。

「じゃあ、改めて話し合いを再開しましょう！　まずは、部活名から決めないとですね」

　桜井さんが仕切り直す。部活名、か……。

「部活名？　そんなもの、そのまま『オタク文化研究部』でいいじゃないの。こんなくだらない部に大層な部活名なんて必要ないでしょうし」

「ぶっ!?」

　本城さんの単純明快すぎる意見に思わず噴ふき出した。

「そっ……それだけはやめてくれ！」

　俺は勢いよく立ち上がって、本城さんに向かって発言する。今までまともに言葉を交かわしたことすらない相手にかなり強い口調で言ってしまったが、これだけは絶対に譲ゆずれない。

「な、何よ……今までほとんど何も喋しやべらないでパソコン室の背景の一部と化していたくせに、突とつ然ぜん何なの？　貴方あなた……ええと、柏かしわ木ぎ？　と言ったかしら？」

「か、柏田だよ！」

　本城さんは少したじろいだ様子で、警けい戒かいした目つきで俺を見つめてくる。

「いや、その……そんなあからさまな部活名はどうしてもやめて欲しいっていうか……」

　本城さん相手に弱気になりながらも、俺は必死で説明する。

「どうして？」

「いや俺、オタク隠かくしてて……できればオタクっぽくない部活名にして欲しいというか……」

　俺の言葉に本城さんは益ます々ます怪け訝げんな顔つきになった。

「オタクを隠している……ですって？　貴方、自分の好きな文化に誇ほこりを持っていないというの？」

　本城さんはきつい口調で俺を責め立てる。そんなこと言われてもな……。

「ま、まあまあ！　柏田君にも、色々事情があるんですよ！」

　俺が何も言えなくなっていると、桜井さんが笑え顔がおでフォローしてくれた。正直、とても助かった……。

「ふうん……どんな事情かは知らないし興味もないけれど、そんな簡単に人様の意見を否定してくるのだから、貴方にもきちんと案があるのでしょうね？」

　本城さんは見下すような目で俺にそんな言葉を浴びせてくる。

「えっ!?　あ、ああ……」

　俺は本城さんの言葉に少し戸と惑まどいつつも、臆おくすることなく椅い子すから立ち上がる。

「一応、昨日考えてきたんだけど……」

　そのままホワイトボードの前へ行き、黒いマジックを持って、昨日一晩で考えついた部活名を大きな文字で書いた。口で言うより文字で書いた方が伝わりやすいと思ったのだ。

『ＮＰＯ部』

「ＮＰＯ……？」

　本城さんも恋ヶ崎も桜井さんも、俺が書いた文字を見て頭上にクエスチョンマークを浮かべ、ポカンとしている。

「はあ？　何ソレ？　ＮＰＯって確か……ボランティアとかやってる団体のことを言うんじゃなかった？」

「いや、これは……日本の（Ｎ）ポピュラーな（Ｐ）オタク文化を研究する（Ｏ）部、でＮＰＯ部なんだ！」

　恋ヶ崎の問いかけに対し、俺はホワイトボードを手のひらで叩たたきつけ、堂々と説明した。

　正直、この部活名は我ながら自信作だった。きちんと部活の内容を表していながらも、『ＮＰＯ部』と聞いてオタク的な部活だと思う人間はまずいないだろう。それどころか、正式な部活名の意味を知らない人間からはボランティア的な活動をする部活だと勘かん違ちがいされて、『ＮＰＯ部所属』というだけで好感度が上がるかもしれない。

「ぷっ……」「!?」

　突とつ如じよ誰だれかが噴き出したのが聞こえ、焦あせって視線を移す。噴き出したのは恋ヶ崎だった。冷ややかに笑っている。

「いやいやいや、日本語と英語ごっちゃで意味分かんないし。ってか、めちゃダサくない？」

「んな!?」

　渾こん身しんの自信作を速そつ攻こう否定されて、俺は大ショックを受けた。

　い、いや、こいつの感性が俺と合わないだけかもしれない！　他の人の反応は……。桜井さんと本城さんの顔を慌あわてて見る。すると、ポカンとしている桜井さんと目が合った。

「あ、え、えっとぉ……わ、わたしはいいと思いますよ！」

　目が合った瞬しゆん間かん、桜井さんは焦って笑顔で取り繕つくろいながら言う。

　……賛同してくれているのはとても嬉うれしいのだが、なんだかかなり無理してフォローしてくれている感があるのは気のせいだろうか……？

「あ、ほ、ほら……前に流は行やったラノベ原作のアニメでも近いのがあったし……えっと、確かＳ・Ｏ……」

「それとこれとは大分違うわよ！」

　そのラノベ原作のアニメに心当たりがあったらしき本城さんは、険しい顔をしてバッサリと切り捨てた。そうか、そういえばこの人も一応オタクなんだよなあ……。

「そんな誤解を招くような部活名にしてみっともないと思わないの？　ただのオタク部だっていうのに……。本物のボランティア部に失礼じゃないの！」

「うぐっ……」

　本城さんの正論に、恋ヶ崎に否定されたとき以上にショックを受け、俺は何も言えなくなってしまった。くそっ……いい案だと思ったのに……。

「ってかさ、そんなめんどくさい名前じゃなくて、普ふ通つうに『パソコン部』でよくない？　パソコン室使ってるんだしー」

　俺の案が却きやつ下かされたことが決まった直後、恋ヶ崎がけろっと意見を出した。

　んな……俺は昨日一日真しん剣けんに考えたというのに、そんないとも簡単に意見を出すなんて……。つーか、パソコン部、だと……？

「なんか……オタ臭くさくねえか……？」

　オタク文化研究部、よりかはいくらかマシだが、パソコン部なんて……どう考えてもオタしか入部しなさそうな部活じゃねえか。

「えーそう？　あんたいちいちオタバレに過か敏びんすぎんじゃないの？」

　恋ヶ崎は悪びれることなくしれっと言う。

「オタ臭い云うん々ぬんはどうでもいいのだけれど……安直すぎるにも程ほどがあるわ。全然部活の内容とリンクしてないじゃないの」

　本城さんは自身の縦ロールの髪かみの片方をかき上げながら恋ヶ崎の意見を批判した。

「なっ、一応リンクしてんじゃん！　パソコン使って何か調べたりもするだろうし……」

「でもメインはそれではないのでしょう？　オタク文化の研究、なんだから。活動内容と部活名が違うのは問題なんじゃなくて？」

　揚あげ足取りにも思えるが、一応本城さんの意見は正論である。というか、パソコン部という部活名は俺としても避さけてもらいたかった。だってオタ臭いから。

「うぅっ……大体、難しすぎんのよ！　部活内容にリンクしつつ、オタク臭くない部活名なんて……」

　恋ヶ崎が大きくため息をついた。『オタ臭くない部活名にしてくれ』と言ったのは俺だが……確かに、我ながら無理を言ってるとは思う。やはり、部活内容を正確に表しつつ、オタク臭くない部活名なんて……存在しないのだろうか？

「あの……わたしも一応考えてきたんだけど……ただ、部活内容とリンクしてるかと言ったらちょっと微び妙みようかもなんですけど……」

　桜井さんが控ひかえめに発言する。

「小豆あずきちゃん、なになに？」

「エンターテイメント研究部……略して、『エンタメ部』ってどうかなあ？」

「エンタメ部……？」

　俺、恋ヶ崎、本城さんがそれぞれ桜井さんが出した意見を口にする。

　なるほど……確かに漫まん画がもアニメもゲームも、エンターテイメントと呼ばれるジャンルのものには違いない。漫画やアニメ、ゲームなどのオタク文化を研究する部、としては部活の活動内容ときちんとリンクしていると思う。それでいて、エンタメ部と聞いてあまりオタク的なものを連想する人はそう多くないはずだ。つまり、それほどオタク臭くもない部活名と言える。

「い……いいんじゃないかな？」

　桜井さんの意見に対し第一声を上げたのは俺だった。

「うん……ちゃんと部活内容と合ってるし、変にかっこつけてダサかったりもしないし、あたしもいいと思う！」

　ちょっ……恋ヶ崎よ、それって俺がさっき挙げた意見に対する嫌いやみか？

「そうね……今までの意見の中では一番、まともかしらね……」

　意外にも、本城さんも賛成意見のようだ。この人、無理矢理俺らの部に入部させられた逆さか恨うらみで全すべての意見に対して否定的な態度をとり続けるのかとも一瞬思ったが、そういうわけではなくて、自分がいいと思った意見にはきちんと聞く耳を持つようだな。

「ほんとっ……!?　良かったぁ……！」

　桜井さんは安堵の表情を浮うかべる。

「じゃあ、みんな賛成意見ってことだし……この部活名で申しん請せい出すことにしよっ！」

　恋ヶ崎は、先ほど俺がホワイトボードに書いた『ＮＰＯ部』の文字の上にマジックで二重線を引き（そこまですることないのに……）、その下に『エンタメ部』と大きく書いた。

　こうして、俺たちの部活名は『エンタメ部』に決定した（申しん請せいが通るまでは確定ではないが）。自分の意見がめちゃめちゃに言われたのはショックだったが、オタ臭くない無難な部活名に決定して俺は心から安堵した。

「じゃ、晴れて部活名が決まったところで、次は今後の活動内容を決めましょうか！」

　桜井さんがホワイトボードの『エンタメ部』の文字の下に『活動内容』の文字を書きながら言う。

　活動内容……って、オタク文化の研究だとは思うのだが、その中で具体的に何をするか決める、ということなのだろうか？

「はーい！」

「はい、桃ももちゃんどうぞ！」

「あたしは今オタク男子に人気がある作品の研究がしたいでーす！　部室でアニメ見たりとか、ゲームやったりとかー！」

　まあ、こいつが部活を作りたがった目的自体がそれだもんな。こいつの好きな相手である鈴木が好む作品の研究がしたいんだろう。

「オタク男子に人気がある作品の研究、っと……」

　桜井さんがホワイトボードに恋ヶ崎の意見をそのまま書いた。

「じゃあ次、柏田君お願いします！」

「えっ、俺？」

　桜井さんに名指しされ、少し焦る。

　正直俺は、やりたいことなど特に考えていなかった。しかしとてもじゃないがそんなこと言えない雰ふん囲い気きだ。この部活でやりたいこと……うーん……。

「えーっと……俺は……部誌の発行、とか？　あ、あと、聖地巡じゆん礼れいとか……」

　思いついたまま適当に口に出してみた。

「ぶし……って何？」

　俺の発言に、恋ヶ崎が不思議そうに尋たずねてくる。

「えっと、部員でそれぞれ漫画なりイラストなり描かいて、一冊の同人誌を作って、それを部誌として発表するんだよ」

「へー……なるほど。じゃ、せいちじゅんれい、ってのは？」

「聖地巡礼っていうのはね、アニメやゲーム、漫画とかの舞ぶ台たいになった場所に実際に行ってみることを言うんだよ！」

　今度は俺の代わりに桜井さんが説明してくれた。

「どっちも素す敵てきですねーっ！　部誌も聖地巡礼も、オタクだったら一度は憧あこがれますよね！」

　桜井さんはホワイトボードに俺の意見を書きながら、賛同してくれた。

「えっと、じゃあ次は……」

　続いて桜井さんは、俺たちから少し離はなれたところに座る本城さんに目を向けた。

「どれもこれも非生産的な意見ばかりね。ただ消費するだけの受け身なオタクなんて、つまらないことこの上ないわ」

　本城さんはわざとらしく大きなため息をつきながら、嫌みっぽく言う。言ってる内容がムカつくのは勿もち論ろんだが、なんだか言い方がやたらオーバーでセリフっぽいのも鼻につく。

　そういやこの人はボカロ研究部で曲制作に関かかわってたんだっけか……。自分がちょっと作詞とかやってクリエイティブかじってるってだけで、どんだけ俺らを見下してくるんだよ。ってか、部誌の発行とかは一応非生産的ではないだろ。

「なっ、何言ってるかよく分かんないけど、なんか上から目線で見下されててムカつく！」

　恋ヶ崎は本城さんのセリフがイマイチ理解できていないようだ。

「じゃあ、本城さん……は、部活で一体何がしたいの？」

　今の口ぶりからして、そんな非生産的なことではなく何かを作りたい、と言ってるようにも聞こえたので、俺は勇気を出して聞いてみた。

「わ、私わたくし!?　べっ別に、貴方あなたたちとしたいことなんてないわよ！　忘れたの？　私は自分の意思と関係なく無理矢理強制入部させられたのよ!?　貴方たちの陰いん謀ぼうによって！」

　本城さんはまるで自分が囚とらわれの姫ひめ君ぎみか何かであるかのような言い方で、自分の身体からだを抱だきしめた。

「強制入部って……だってそういう約束だったんだから仕方ないでしょ？」

　恋ヶ崎が呆あきれたように言う。

「はあ……これから放課後の度たびに、私のような高貴な存在がこんな気品の欠片かけらもない所帯じみた部活の部室に幽ゆう閉へいされるだなんて……考えただけでもぞっとするわ。一体何が目的だというの……？　まさか私の秘ひめられし力を利用しようと目もく論ろんでいるんじゃ……」

　本城さんはため息をつきながら、自身の肩かたを抱き締めたまま無む駄だに切なそうにそのセリフを言い放った。最後の方はなんだかおかしなことを言ったような気がするのだが、小声だったし早口だったので何を言っているのかイマイチ聞き取れなかった。なんでこうこの人は、セリフや仕草がいちいち演技じみているのだろう……。俺たち三人はそんな彼女の姿にただただ啞あ然ぜんとしていた。

「いや……この部活多分毎日は活動しないと思うから、放課後の度ではないと思うけど……」

　恋ヶ崎が苦笑いを浮かべて意外にも冷静に突つっ込んだ。てっきりもっと馬ば鹿かにしたり言い返したりするのかと思っていたが、もはやそんな気力もないのかもしれない。

　ってか、この部活ってさすがに毎日活動する予定はないのか。まあただのお遊びの部活だし毎日熱心に打ち込むようなもんでもないしな……。放課後にバイトが入ることもある俺としては助かるが。

「で、でも、わたしたちがやりたいことだけに本城さんを付き合わせるのも悪いですし……何でもいいから、何かこの部でやりたいこと、ありませんか？」

　桜井さんは柔やわらかな笑えみを浮かべて本城さんに問いかけた。桜井さんがいてくれて本当に助かった……きっと俺と恋ヶ崎だけでは、この人をどうすることもできないだろう。

「べ、別にないけれど……しいて言うのなら……そうね…………お、音楽制作とか……」

「音楽制作、ですか……？」

「ってことは……曲作ってボカロに歌わせるってこと？」

　つい口を挟はさんだ。

「まあ……そ、そうなるわね……」

　本城さんはボカロ音楽がやりたいのか……。まあ、想定の範はん囲い内ではあるが。

「でも、俺たち音楽制作なんて何もできないよな……」

　本城さんは確かボカロ音楽研究部で作っている音楽で、作詞担当だった気がするので、他に作曲やらボカロの調整やらできる人がいないとボカロ音楽って成り立たないんじゃないだろうか……？

「……も、勿論、貴方たち平民がズブの素人しろうとで何もできないことは分かっているから、最初から何も期待なんかしていないわよ！　ただ、何がやりたいかどうしても答えろって言われたから答えただけでしょう!?」

　……なんか今『貴方たち平民』って聞こえたんだが……この人、そんなにお嬢じよう様さまなのか？

　いや仮に本当にお嬢だったとしても、そんなセリフ普ふ通つう出てこないよなあ？

「あーもう、なんだってそういちいち喧けん嘩か腰ごしなのよ？　他ほかの言い方できないわけ？」

　言い返している恋ヶ崎も、本城さんに負けず劣おとらず喧嘩腰なんだがな……。

「で、でもでも、わたしたちも勉強すれば少しはできるようになるかもしれないし……」

　桜井さんが慌あわててフォローする。本当によくできた子だ……。

「フン、私は既すでに沢たく山さんのファンを持つボカロ音楽制作ユニット『ジェリービーンズ』として活動しているのよ？　そんな私と、少し勉強しただけのド素人の貴方たちで音楽を作るだなんて、どう考えても不ふ釣つり合いじゃない。私にとって何の利益もないわ」

「あ、た、確かにそうですよね……すみません……」

　桜井さんは苦笑いで謝った。彼女が謝る必要なんて全くないと思うのだが……やはり本城さん……どうしてもいけすかねえな。仮に本当のことだとしても、もっと言い方ってもんがあると思う。桜井さんは善意で言ったってのに……。

「ちょっと！　どんだけ偉えらそうなの!?　小豆ちゃん、こんな人に謝る必要ないから！」

　俺と同じように怒いかりを覚えたらしき恋ヶ崎が口を挟んだ。

「……でも、そうね……」

　そんな恋ヶ崎を完全にスルーして、本城さんが話し始める。

「まあ……私も今作曲やボカロ調整の勉強はしているところだし、ちょうどユニット名義ではなく私自身の音楽も作りたいと思っていたところだったから、この部活のメンバーでどうしても、何かしなくてはならないというのなら……動画制作の手伝いくらいならさせてあげるわ」

　本城さんは得意げに自分の縦巻きカールをかき上げながら言う。

「じゃあそのときは頑がん張ばって勉強しますね！　あ、柏田君は既に動画制作できますしね！」

　桜井さんは俺に向かって笑いかける。

「ああ……まあ、本当に初歩的なことしかできないけど……」

　前回の勝負で、ゲーム実じつ況きよう動画の編集を俺がしたので、桜井さんはそのことを言っているのだろう。

「少しは役に立てるように、もうちょっと勉強しとくよ……」

　本城さんが気に食わないことには変わりないが、一応上から目線で感じ悪くとはいえこの部活で自分がやりたいことをきちんと挙げてくれたわけだし、桜井さんがなんとか仲良くやっていこうとしているのが分かるので、フォローのセリフを付け加えた。

「……フ、フン……まあ、せいぜい足を引っ張らないで頂ちよう戴だい」

　本城さんは眉み間けんに皺しわをよせた気むずかしい表情でそっぽを向いたのだが……そのとき、少しだけ口元が緩ゆるんでいたのを俺は見てしまった。も、もしかして、俺たちが協力する姿勢を見せたのが少しは嬉うれしかったりする……のか？　いや、まさかな……。

「じゃあ最後に、小豆ちゃんがやりたいことは？」

　気を取り直して、恋ヶ崎が桜井さんに問いかけた。

「あ、うん、わたしはね……部員全員でコスプレがしたいな！　みんなでイベントとか撮さつ影えい会に参加したり、あとコスプレロケしたり！」

　桜井さんは目を輝かがやかせて答えた。

　そんな桜井さんのセリフに、本城さんがびくっと反応した。

「……あれ？　もしかして、本城さんもコスプレに興味があったりするんですか？」

　桜井さんはそんな本城さんの様子を見み逃のがさなかったようで、すかさず声をかけた。

「え、ええ……興味があるも何も、私は既にコスプレイヤーとして活動しているわ」

　本城さんは得意げな笑みを浮うかべながら言う。

「そうなんですかーっ！　わたしも一応レイヤーなんですよ～。あ、ちなみに桃ちゃんと柏田君もレイヤーさんですよっ！　本城さんは何のコスしてるんですかっ!?　本城さんのコス写真見たいなーっ！」

　桜井さんは同志を見つけた嬉しさからか、途と端たんにハイテンションになった。

「え……？　ふん、そうねえ……まあ、そんなに言うのなら見せてあげても良いけれど……」

　桜井さんの様子に、本城さんもあからさまに嬉しそうな反応を示す。なんだ、結構単純な人なんだな……。自身のスマホをいじり始め、少ししてから桜井さんにスマホを渡わたした。

「あ、これって……『レジェンド・オブ・マジックナイト』のフィーナ姫ひめのコスですねっ！　すごい可愛かわいい～！　わたしこのゲームプレイしたことないんですけど、本城さん好きなんですか？」

　桜井さんが本城さんから受け取ったスマホの画面を見て感想を漏もらした。

「貴方……『マジナイ』をプレイしたことがない、ですって……？　オタクの風上にも置けないわ！　あのゲームをプレイしないだなんて、人生の半分を損していると言っても過言ではない……早急にプレイすべきよ！」

『レジェンド・オブ・マジックナイト』シリーズというのはシミュレーションＲＰＧシリーズであり、現在シリーズ最新作である『レジェンド・オブ・マジックナイト５』までが発売されていて、ＴＶアニメ化もされている人気作だ。俺も３まではプレイしているので大体概がい要ようは把は握あくしている。王道ファンタジーな世界観で、男女共に支持されているゲームだ。

『フィーナ姫』は同シリーズの２作目から登場するキャラクターであり、美しく気高い一国の王女で同シリーズ内で人気を博している。シリーズ終しゆう盤ばんで『実は歌で世界を再生できる秘められし力を持っている』という設定が明かされたという歌姫キャラでもある。

　俺は本城さんの『フィーナ姫』コスが気になってしまったので、つい桜井さんの後ろから本城さんのスマホ画面を覗のぞいてしまった。恋ヶ崎も俺と同様に気になったようで、スマホの画面を覗き込んでいる。

　金きん髪ぱつの縦巻きカールに、白いフリフリのゴージャスなロングドレス。手元には杖つえまで持っており、随ずい分ぶんと本格的なコスプレだった。

　……あれ？　これってもしや……地毛？　今の本城さんの髪かみ型がたと全く同じなのだ。そういえば、本城さんの髪型ってフィーナ姫と全く同じじゃねえか……好きなキャラと同じ髪型にしてる、だと……？　若じやつ干かん、痛……いやいやいや、俺だって痛いオタだし人のこと言えた義理じゃないよな、うんうん。……あれ？　そういえば本城さんのお嬢様ぶってる口調とか、プライドが高そうな振ふる舞まいとか……『フィーナ姫』に似て……っていうか、まるっきりそのものじゃ……？　もしや身も心も『フィーナ姫』になりきってるから俺たちを『平民』とか言って見下して…………？　俺は深く考えるのが恐おそろしくなったので、そこで思考を閉とざした。

「わ、分かりました！　そこまで言うのなら今度アニメから見てみます！」

「アニメじゃあの作品の世界観を表現しきれていないから、ゲームを強く勧すすめるわ！」

「りょ、了りよう解かいしました！」

　桜井さんが理解を示そうとしているのを見て、急激に本城さんの機き嫌げんが良くなっていくのが分かった。やっぱりこの人、相当単純だな……。

「で、えーっと……何の話してたっけ……あ、そうそう！　小豆ちゃんがこの部活でしたいこと！」

　恋ヶ崎が慌てて話を戻もどした。そうだ、桜井さんが部活でしたいことを聞いている最中に、話が脱だつ線せんしてしまったんだった。

「あ……ごめんごめん、そうだったね！　うん、部活でしたいことは、コスプレと……それとね、……び、ＢＬ文化の研究……とか」

　続けて桜井さんが少し恥はずかしそうに言ったセリフに、思わず吹ふき出しそうになった。

　ＢＬ文化の研究……か……。腐ふ女じよ子しの桜井さんなら考えそうなことだが、そんなもん研究して一体どうするつもりなんだろうか……。

「ＢＬ……って、男同士のＬＯＶＥのことだっけ？」

「そうそう！　桃ちゃんよく覚えててくれたねっ！」

　桜井さんは嬉しそうに恋ヶ崎の手を握にぎった。

「桃ちゃんもいつか、ＢＬの良さを分かってくれる日が来ると思うんだよねっ！　桃ちゃんには腐女子の素質あるもん！」

「そ、そうかなあ……？」

　恋ヶ崎は桜井さんに向かって苦笑いを浮かべる。そうか、桜井さんは恋ヶ崎を腐女子にしたいのか……。桜井さんは最後に自分の意見をホワイトボードに書いた。

「とりあえず、大体出で揃そろいましたね。じゃあ、これらを順番に一つずつ、できるものから消化していきましょう！」

　今一度ホワイトボードに目を通す。オタク男子に人気がある作品の研究、部誌の発行、聖地巡じゆん礼れい、ボカロ音楽制作、コスプレ、ＢＬ文化の研究……。まあ、最後の以外は割と楽しそうかな……。コスプレは、俺は撮影する側に回ればいいし。

「えーと、あと他に決めることは……」

　恋ヶ崎が考え始める。

「あ、部長と副部長だね！」

　桜井さんが答えた。部長と副部長か……。というか、もう現時点で桜井さんが進行などを全すべて請うけ負ってくれているので、桜井さんが部長に相応ふさわしいような気もするのだが……。このメンバーをまとめられるのだって多分桜井さんくらいだし……。

「部長でも副部長でも、やりたい人いますか？」

　桜井さんがみんなに問いかけたが、立候補する者はいなかった。

　桜井さんを部長に推すい薦せんしたいところだが、何でもかんでも押しつけるのは悪いよな……。

「誰だれもいないかぁ……じゃあ、平等にジャンケンで負けた人にする？」

　恋ヶ崎が提案した。

「あ、それもいいんだけど……もし良かったら、ちょっとやってみたい方法があって……」

　桜井さんの発言に、全員が彼女の方に目を向ける。

「あの……『愛してるよゲーム』……って、知ってますか？」

「愛してるよゲーム？」

　俺も恋ヶ崎も、ついでに本城さんも、桜井さんの言葉を聞いてポカンとしてしまう。そんなゲーム、耳にするのも初めてだ。

「えっと……数年前にテレビでやってそのときちょっと流は行やったらしくて、わたしはやったことないんですけど……クラスの子たちがやってるの見たことあって、面おも白しろそうだな～って思って……」

「どういうゲームなの？」

　恋ヶ崎が尋たずねると、桜井さんが説明を始めた。

「えっと、男女で円形に座って、右の人に『愛してるよ』って言うんです。言われた人はまた右の人に『愛してるよ』って言うのをどんどん続けていくっていう、単純なゲームなんですけど……照れて笑っちゃったり、嚙かんだり、何も言えなくなっちゃったりした人の負けなんです。『愛してるよ』は同じ意味なら別の言い方でもオッケーで……」

　桜井さんの説明を聞いて、俺は思わず絶句した。

　なんだ、そのリア充じゆう御ご用よう達たしゲームは……!?　男女でそんな小こっ恥ぱずかしいことするって、これだからリア充の奴やつらは頭がおかしいんだ……！

「なにそれ!?　超ちよう面白そ～っ！」

　しかし、俺の思いとは裏腹に、恋ヶ崎が目を輝かせて桜井さんの意見に賛同した。……こいつ、いかにもそういうの好きそうだもんな……。

「男女でそんな甘あま酸ずっぱいゲームやるなんてめっちゃ青春って感じじゃん！　特に、そのメンバーの中に自分の好きな人がいたら、ゲームとはいえ好きな人に『愛してるよ』って言ってもらえるわけでしょ!?　想像しただけでやば～～い！」

　恋ヶ崎は目をハートマークにしてテンション高く騒さわぎ立てる。……恐らく、鈴木と一いつ緒しよにそのゲームをやる様を想像して、興奮して騒いでいるのだろう。なんとも単純な奴だ。

　桜井さんは恋ヶ崎のセリフに、なぜか突とつ然ぜん顔を赤くさせた。

「ちっ……違ちがうよ!?　わ、わたしは別に、そ、そんな……好きな人に言わせたいとか、そんなこと企たくらんでこのゲームをやろうって言ったわけじゃないよっ!?　たっ、た、単に、ジャンケンで決めるよりはこういうちょっと変わったゲームで決めた方が面白そうだなーって思っただけで！　ほっほんとに他意はなくてっ……」

　両手をバタバタさせて早口で説明する桜井さん。相変わらず顔は真っ赤だ。一体何をそんなに焦あせっているのだろうか？　別に誰もそんなこと疑ってないのだが……。

「ふんっ……」

　そこで、突とつ然ぜん誰かが鼻で笑った。

「いかにも、色いろ恋こいのことばかりで頭がいっぱいの低脳な下民が好みそうなゲームね」

　本城さんが、見下したような笑えみを恋ヶ崎に向ける。

「ちょっ……それって、誰のこと言ってるわけ!?」

　途端に、本城さんと恋ヶ崎が険悪なムードになる。

「あら、はっきり言わないと解らないのかしら？」

「はぁあ!?　……ふっ、まあせいぜい好き放題言っとけばいいんじゃん？　その、『低脳な下民が好みそうなゲーム』に、自分自身もこの後参加するんだし」

　恋ヶ崎が髪かみをかき上げながら、性格悪そうな笑顔を浮うかべてそんなことを言い出した。

「……は？」

　本城さんは恋ヶ崎の言葉に眉まゆをひそめる。

「恋ヶ崎さん貴方……一体何を言っているの？　どうして私が、そんなビッチ御ご用よう達たしゲームに参加しなくてはいけないというのよ？」

「当たり前でしょ！　だって、本城さんだってエンタメ部の部員なんだから、当然部長と副部長候補の一人であることには変わりないんだよ？　この『愛してるよゲーム』は部長と副部長を決めるゲームなんだから！」

　……って、恋ヶ崎の中ではもう、その『愛してるよゲーム』とやらで部長と副部長を決めることは決定なのかよ。まだ俺は承しよう諾だくしてないんだが……。ま、別にいいけどさ……。

「な……！　私が、このくだらない部の部長や副部長を務めるですって……!?　冗じよう談だんじゃないわ！　入部しているだけで生き恥はじさらしだっていうのにっ……！」

　本城さんは顔を真っ赤にして激げき怒どしている。入部してるだけで生き恥さらしって、そこまで言うか……。

「気が早いなー本城さんは。さっきから言ってんじゃん。負けた人が部長と副部長になる、って。つまり、ゲームに勝てばいいだけの話だって」

　恋ヶ崎は突とつ然ぜん悟さとったような口調になって、本城さんに告げる。

「あー……それとも、もしかして『愛してるよゲーム』で勝てる自信ないとかー？　恥ずかしがって言えなくなっちゃう？　本城さんって意外とシャイガールなのかなー？」

　俺が聞いていてもムカつくくらいの口ぶりで、恋ヶ崎は続けた。

「んなっ……！　そ、そんなわけないでしょう!?　……解ったわ。その低脳御用達ゲームに私も参加したらいいのでしょう？　だからその不快な口調を今すぐ改めて頂ちよう戴だい！」

　本城さんがまんまと恋ヶ崎の挑ちよう発はつに乗ったので、俺たちは四人で『愛してるよゲーム』とやらを始めることになってしまった。

「本来は男女の数を合わせなきゃいけないらしいんですけど……まあ、男女比が合ってなくてもできると思うので、早さつ速そく始めましょう！」

　女子が三人に対して、男子が俺一人、か……。女同士で『愛してる』なんて言い合っても別にさほど恥ずかしくないだろうと思うから、つまり、これって男である俺にとってかなり不利な状じよう況きようなんじゃ……？

　まずは席順を決めなくてはならないので、席順を決めるために恋ヶ崎がノートを切り取ってあみだくじを作った。あみだくじの結果、桜井さん、恋ヶ崎、本城さん、俺、の順で座ることとなった。それぞれ椅い子すを持ってパソコン室の前の方の空いているスペースに移動し、四人で円を作って座る。

「じゃ、小豆ちゃんから順番にいってみよ～！」

　恋ヶ崎の一言で、ゲームが始まった。

「愛してるよっ！」

　桜井さんが恋ヶ崎に向かって満面の笑みで言う。その様子には、少しの恥じらいも感じられない。言われた方の恋ヶ崎も、少しも動どう揺ようする様子などない。

「……愛してる……」

　続いて、恋ヶ崎が本城さんに向かって心底嫌いやそうな顔で、なるべく本城さんの顔を見ないようにしながら言う。たかがゲームだっていうのに、そんなに屈くつ辱じよくなのかよ……。

　続いて、本城さんが俺の方を向く。うおお、そうか、この人に言われるのか……。なんだか複雑な気分だな……。本城さんは俺と目が合った瞬しゆん間かんすぐに顔を背そむけてしまった。

「……あ、愛しているわ……」

　本城さんが、言いながら俯うつむいて少し赤くなっていることに俺は気付いた。この人、意外とシャイなところもあるんだな……。もしかして、あんなにこのゲームを嫌がっていたのは、そのせいなんだろうか？

　次は俺の番だ。死ぬほど恥ずかしいが、部長になりたくない一心で桜井さんの方に顔を向け、勢いに任せて声を絞しぼり出した。

「あ……愛してるよ……」

　うわっ……なんだこれ、思ったよりずっと恥はずかしい……。顔から火が出そうだった。だが、俺が恥ずかしさに動揺する暇ひまもなく……突然、ガターンと大きな音が耳に鳴り響ひびいた。




「さっ……桜井さん!?」




「小豆ちゃん!?　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　なんと、俺の隣となりに座る桜井さんが椅子ごと真後ろに倒たおれ込んだのだ。

　一体彼女の身に何が……。

「……!?」

　椅子ごと倒れた桜井さんに驚おどろいて目を向けると……スカートがまくれ上がってしまっており、パンツが思い切り目に入ってしまった。慌あわてて桜井さんから目を背ける。

　……うおお……桜井さんのパンツを見てしまったのは、何気にこれで三回目だが……うん、何度見てもいいものだな……。

「小豆ちゃん！　しっかりして！」

　なぜか倒れたまま起き上がらない桜井さんに恋ヶ崎が駆かけ寄って、引き起こした。

「……はわわっ！　ご、ごめん！」

　桜井さんは慌てて起き上がった。なんだかぼーっとしているようだ。

「す、すみません……ちょっと……ど、動揺のあまりバランスを崩くずしてしまって……」

　桜井さんは顔を赤くしていた。

　俺なんかの言葉にそんなに動揺するなんて……あ、もしかして、あまりに俺の言い方が気持ち悪くて倒れてしまったんじゃ……？　そんな考えが頭を過よぎり暗くなった。
















「でもこれで、部長は決定ですわね」

「………………」

　桜井さんはまだ放心しているようで、本城さんの言葉に黙だまっている。

　ゲームに負けたのがそんなにショックだったのかと一瞬思ったが、なんだかそういうのとも違うようだ。赤面したまま明後日あさつての方向を向いて、ポーッとなっている。

「ちょっと貴方あなた、聞いているの？」

「…………へっ!?」

　本城さんに肩かたを叩たたかれて、桜井さんは大げさなくらいびっくりしている。

「だから、ゲームに負けた貴方が部長に決定したのよ？」

「へ……!?　あ……はぁあっ！　そうでした！」

　本城さんの一言に、桜井さんは衝しよう撃げきを受けた様子で頭を抱かかえ始めた。

　そうだ……桜井さんは倒れて何も言えなくなってしまったので、ゲームに負けてしまったことになる。つまり、部長は桜井さんに決定したのだ。

「……うーん……まあ、ゲームに負けちゃったなら仕方ないです！　部長頑がん張ばります！」

　桜井さんは大してショックを受けた様子もなく、快く部長を引き受けた。その言葉に俺たちは自然と桜井さんに向かって拍はく手しゆをしていた。元々一番適任だと思っていたので、この結果になって良かった、と内心思った。

　……しかし、さっきは本当に恥ずかしかった……。一歩間ま違ちがえたらセリフに詰つまって俺がゲームに負けるところだったかもしれない……。

　だが、それも無理もない。だってあんなセリフ、当然口にしたのは生まれて初めてだった。それも、女子に向かってあんなに至近距きよ離りで言うなんて……。

　最初はゲームだと思って軽く考えていたが、いざ実際に口にすると死ぬほど恥ずかしい。ゲームとはいえ、俺が好きな相手である長は谷せ川がわよりも先に、他の女子にあんな愛の告白染じみたセリフを言う日が来るなんて……。未いまだに俺の心臓は激しく高鳴っていた。

　ふと、自分がそんなセリフを告げた相手である桜井さんに目を向けると……。

「……！」

　なんと、丁度桜井さんもこちらを見ていて、目が合ってしまった。驚いて慌てて目を背ける。くそっ、こんなことがあったら、ただでさえ童どう貞ていこじらせてる俺は、今後桜井さんのこと変に意識しちまいそうだ……。

「……で、……しよう……って、柏田何ぼーっとしてんの!?　ちゃんと聞いてたぁ!?」

「……えっ!?」

　恋ヶ崎に怒ど鳴なられて、ふと我に返った。やべえ、全然話が耳に入って来なかった……。

「だからー、次は副部長決めるために小豆ちゃん抜ぬかした三人でゲーム再開しよう、って言ったの！」

「え、ああ……そうだな……」

　そうか、これで終わりなわけじゃなくて、副部長も決めないといけないんだったな……。

　ああ、こんな動揺した状態のままゲームをやらないといけないだなんて……相変わらず男子一人で不利な状態だし、次こそ俺が負けるような気がしてならない。この二人が動揺して言葉を詰まらせるなんてこと、ありえなさそうだしなあ……。

　重い気分のまま、桜井さんの椅子をどかして、三人で円を作った、そのとき……。

　突然、パソコン室の扉とびらが開いた。

「遅おそくなってごめん！」

「へっ……!?」

　恋ヶ崎が、そこにいる人物を見て大きく動揺した。なんと、鈴木がやってきたのだ。

「あれ、お前、今日軽音部だから来れないって……」

「早めに終わったから来ちゃった！」

　恋ヶ崎は突とつ然ぜんの鈴木の登場に、動揺しつつも喜んでいるのが表情から窺うかがえた。

「あ、他の部員の人？　初めまして鈴木でーす、よろしくー」

　鈴木は初対面である桜井さんと本城さんを前に、（正確には桜井さんとは初対面ではないが、鈴木の奴やつは覚えてないのだろう）適当に挨あい拶さつをした。

「桜井小豆です、宜よろしくお願いします」

　桜井さんは鈴木に礼れい儀ぎ正しく挨拶をした。以前はオタク男子が苦手だったようだが、今は克こく服ふくできたって言ってたもんな。平気そうで安心した。

　……しかし、桜井さんは鈴木の姿にやけにニコニコ……というかニヤニヤしているので、不思議に思う。鈴木のイケメンっぷりに喜んでいるのかとも思ったが、なぜだか俺と鈴木の両方をチラチラ見てニヤけている。

　うーん……いや、多分気のせいだろうし、気にしないようにしよう……。

「……本城優ゆ里り亜あです」

　本城さんはイケメン鈴木を前にしても、無愛想にツンツンしていた。もっとも、鈴木は全く気にしていないようだが。

「みんなで丸くなって座って何してたの？」

「いや今、部長副部長を決めるために……あっ！」

　そのとき、俺はとてもいいことを思いついた。

「そうだ鈴木！　お前もゲームに参加しろ！」

「え？　ゲーム？」

「ああ、今部長副部長を決めるために『愛してるよゲーム』ってのをやってたんだがな……」

　俺は、鈴木がこの『愛してるよゲーム』に参加すれば、鈴木のことが好きな恋ヶ崎が動揺して、負けやすくなるんじゃないかと企たくらんで、鈴木をゲームに参加させようとしていた。

「愛してるよゲーム、って何？」

　俺の口からゲームのルールを鈴木に説明した。

「へ～面おも白しろそ～！　やるやるー」

　鈴木は二つ返事でオーケーした。俺は内心ガッツポーズをする。

「俺だって部員なわけだし、副部長決めのゲームなんだったらちゃんと参加しないとね！」

「…………っ」

　ふと恋ヶ崎の方を見ると、真っ赤な顔で口をぱくぱくさせていた。鈴木がゲームに加わることになって酷ひどく動揺しているようだ。

　さっき恋ヶ崎は、愛してるよゲームの説明を桜井さんから聞いたとき、興奮した様子で「ゲームとはいえ好きな人に『愛してるよ』って言ってもらえるなんて、想像しただけでやばい！」などと言っていた。つまり、恋ヶ崎の妄もう想そうが現実になるときが来たのだから内心とても喜んでいることだろう。だが今の様子を見るに、いざ現実になったら緊きん張ちようのあまり気が動転してしまっているのかもしれない。

　再度恋ヶ崎があみだくじを作り、俺たちはそれぞれ好きなところに名前を書いた。

　あみだくじの結果……俺、鈴木、恋ヶ崎、本城さん、という順番になった。

「えっ……えぇええ!?」

　恋ヶ崎はあみだくじの結果を見て、ますます顔を真っ赤にさせて叫さけんだ。

　あみだくじの結果、鈴木に『愛してるよ』のセリフを言われることになったのだから、当然の反応だろう。だが、動揺の中にも喜んでいるような様子も見受けられた。奴の口元は緩ゆるんでいるのだ。

　くっ……これでゲームに勝ったも同然だな！

　恋ヶ崎が鈴木に『愛してるよ』なんて言われて、平常心でいられるわけがない！　その後動どう揺ようのあまり何も言えなくなってしまって、恋ヶ崎が真っ先に負けるに決まってる！　圧あつ倒とう的に俺に不利な状じよう況きようから一変、恋ヶ崎が一番不利な状態となった。よっしゃあ……これであいつに、副部長の座を押しつけられるぜ！

　それから、あみだくじで決まった通りの、俺、鈴木、恋ヶ崎、本城さん、という順番でゲームを始めることになった。

「はあ～っ！　いいですね！　素す敵てきな席順ですねっ！　わたし漲みなぎってきました！」

「えっ？　なんで桜井さんが……？」

　突然、ゲームに不参加である桜井さんがなぜか席順を見て興奮している。全くわけが分からない。

「こんなおいしいシーンを目の前で見ることができるだなんて……ハアハア！」

「……？？」

　さっきまで動揺してぼーっとしていたのと同一人物とは思えない程ほど、彼女は生き生きとしている。

「じゃトップバッターの柏田君、さっそく始めちゃって下さい！」

　なぜか興奮気味な桜井さんの一言で、ゲームが始まった。

　よっしゃああ！　さっさと始めて、恋ヶ崎を副部長にさせてやらあ！

　俺はやる気満々で軽く息を吸ってから、隣となりに座る鈴木を見る。

「……あいしっ…………」




　……。…………………………。

　鈴木は、真しん剣けんな表情で俺を見ていた。真顔の鈴木と目が合った瞬しゆん間かん……思わず言葉が途と切ぎれてしまった。

　なぜか一瞬にして冷静になってしまい、俺なんで男……しかも友達相手に、愛してるなんて言おうとしてんだ……？　とか余計な考えが瞬時に脳内を駆け巡めぐり、変に気き恥はずかしくなってきて動揺してしまったのだ。




「あ、カッシーの負けだねーっ！」




　鈴木が真顔から満面の笑えみを浮かべて、その言葉を口にした。

「……へっ!?」

「ふっ……いともあっさりと副部長が決定したようね」

　本城さんが薄うすく笑って言う。

　…………俺が負け？　……副部長が、決定……!?

「はわわっ！　わ、わたしにはちゃんと言えたのに、鈴木君を前にしたら言えなくなってしまうだなんて……なんて意味深な……！　やっぱり柏田君と鈴木君って……」

　桜井さんが赤面しながら両手で口元を押さえている。

「いやっ……ち、違う！　今のは……え!?　噓うそっ!?　俺の負け!?」

「誰だれがどう見たってそうでしょう。往おう生じよう際ぎわが悪くってよ。潔いさぎよく負けを認めなさいよ」

　本城さんにビシッと言われてしまい、俺は自分の負けを認めざるを得なかった。

　くそっ……恋ヶ崎をハメるつもりが……まさかこんなしょうもない形で俺自身が負けるだなんて……予想外すぎる！　俺、どんだけヘタレなんだよ!?

　俺が頭を抱えてショックを受けていると……。

「このヘタレ～ッ！　バカッ！　無能！」

　隣に座る恋ヶ崎が、罵ば声せいを浴びせてくる。言いながら、俺の肩かたあたりをポカポカと叩たたいてきた。

「いてっ！　……はあ!?　なんでお前が怒おこって……!?」

　恋ヶ崎は俺の耳元に近付いて、俺にしか聞こえないような小声で、

「あたしは鈴木君に『愛してる』って言ってもらえるなら、勝負に負けて副部長になる覚かく悟ごすらできてたっていうのにっ……！　あんたが変なところで負けたせいで、鈴木君に告白してもらえなかったじゃん！　ほんっと信じらんない!!」

　と、涙なみだ目めで訴うつたえてくる。

「うぅ……わ、悪い……」

　俺は恋ヶ崎があまりに残念がっていたので、素す直なおに申し訳なくなって謝った。こいつ、負けることを覚悟でそれでも、鈴木に『愛してる』って言ってもらいたかったのか……。悪いことしたとは思うが……俺だって、負けたくて負けたわけじゃない……。

「じゃあ、カッシーが副部長に決定だね～！」

　鈴木の言葉に、恋ヶ崎以外の全員が俺に向かって拍はく手しゆをした。

　くっ……そうか、ゲームに負けたんだから副部長をやらなくてはならないのか……。

「ふん……まあ、スイーツ（笑）ビッチな誰かさんが副部長に決まるよりは、まだマシな結果になったんじゃない？」

　自分が副部長に決まらなくて安心したからなのか何なのか、早さつ速そく本城さんが恋ヶ崎に喧けん嘩かを売り始める。

「はあ!?　ちょっと、それって誰のことよ!?　ってか、柏田にもそのスイーツ？　っていうのよく言われるんだけど、それどういう意味なの!?」

「あら貴方あなた、自分がスイーツ（笑）ビッチであるという自覚あったのね？」

「だから、そのスイーツって何なんだってばー！」

　恋ヶ崎と本城さんの言い争いを止める気力も、恋ヶ崎に今いま更さらスイーツ（）の意味を教える気力もなく、椅い子すに腰こしを下ろしてうなだれていた。副部長に決まったことも面めん倒どうだが、何よりあんな形で負けてしまった自分の情けなさにショックを受けていた。

「柏田君……改めて、宜しくお願いしますねっ！」

「……え？」

　突然声をかけられて、我に返る。

「部長と副部長で……二に人にん三さん脚きやくで頑がん張ばりましょうねっ！　部長なんて大役務めるの初めてですけど、か、柏田君とだったら、やっていけそうです！」

　桜井さんは少し恥はずかしそうな笑顔を浮うかべて、俺に向かって手を差し出してきた。

「あ、うん、こちらこそ宜しく……」

　慌あわてて、その手を握にぎって握あく手しゆする。

　その瞬間、先ほど桜井さんに『愛してるよ』なんて小こっ恥ぱずかしいことを言ってしまったことと、その直後に桜井さんのパンツを見てしまったことを思い出して、顔が赤面するのが分かった。

「が……頑張ろうね」

「はいっ！」




　副部長なんて面倒だけど……桜井さんと一いつ緒しよだったら、悪くないかもしれない……なんて思う、単純な俺だった。
















　アニメやゲーム、漫まん画がなどのオタク文化を研究する部……エンターテイメント研究部、略して『エンタメ部』の活動が始まって、二週間が経過しようとしている。

　活動日は毎週火曜日と金曜日ということが話し合いで決定し、さらにその活動日も他の部活やバイトなど用があるときはこなくてもよい、という緩～いルールが定められた。

『愛してるよゲーム』で、部長が桜さくら井いさん、副部長が俺に決まった日から二回ほど活動日があり、今日が数えて計四回目の活動日になる。今のところ活動日とバイトが一度もかぶってない俺は、全すべての活動日に出席している。

　今日も放課後、クラスの友人の桐きり谷たにと教室で適当にだべったりした後、特に予定もなかったので、部室であるパソコン室へと足を向ける。

　パソコン室の扉とびらの前に立つと、中から話し声が聞こえてきた。

「ほら～桃ももちゃん、見て！　桃ちゃんの好きなイケメンだよ！」

　扉の窓からパソコン室の中の様子を軽く覗のぞくと、桜井さんが興奮気味に恋こいヶが崎さきに声をかけているのが見えた。遠いのでよく見えないが、何やら同人誌らしきものを開いて恋ヶ崎に見せている。

　桜井さん……今日もまたやってるのか……懲こりないな……。

「えー？　イケメンって言っても……絵、でしょ～？」

「でもっ！　桃ちゃん少女漫画に出てくるイケメンにはときめくんでしょっ!?　あれだって、絵だよ!?　二次元だよ!?」

「うーん、そうなんだけどさー……。小豆あずきちゃんが見せてくるイケメンは……確かにかっこいい絵なんだけどー……なんていうか、その……」

「そうでしょっ!?　ほら、これとか、桃ちゃんの好きそうな爽さわやか系正当派イケメンだよっ!?」

「確かにそうだけど……その人、ホモじゃん」

　恋ヶ崎が核かく心しん的な一言を放った。

　どうやら桜井さんが恋ヶ崎に見せている同人誌らしきものは、ＢＬ的な作品のようだ。桜井さん、なんて恐おそろしいことを……。

「あのね！　ホモはホモなんだけど……単なるホモじゃなくてねっ！　このイケメンはこの男の子のことが好きなだけで、男が好きなわけじゃないっていうか……。そう……好きになった人がたまたま男だっただけなんだよ!?　切ないと思わないっ!?　これぞ本当の純愛だよっ！」

「あ～～～～～もう、うるさいわねっ!!」

　そこで初めて、桜井さんと恋ヶ崎以外の人物の声が聞こえた。

　二人から少し離はなれたところに座っていた本ほん城じようさんが、読んでいた本を机に置いて、怒いかりの声を上げている。本城さん、今日も律りち儀ぎに部活に来てるのか……。あの人も真ま面じ目めだよなあ。あんなにこの部活のこと嫌いやがってたくせに……。

「私わたくしの高こう尚しような読書の時間を邪じや魔ましないで下さる!?　そ、それも……ホモだなんて下げ劣れつな言葉をそんな大きな声で……」

「ホモは下劣じゃないですよ!?　……そういえば、本城さんはそっちの嗜し好こうはないんですか？　オタク女子だったら一度は通る道じゃないですか！　それとも、もしかして隠かくれ腐ふ……」

「馬ば鹿かなこと言わないで頂ちよう戴だい！　私はそんな非生産的なものに興味はなくってよ!?」

「じゃあ生産的なホモだったらいいんですか？　今はそういうジャンルもあったりするみたいですよ！　わたしはそっちはあんまり詳くわしくないですけど……」

「な……どうしてそうなるのよ!?」

「本城さんみたいなゴスロリとか耽たん美びっぽい雰ふん囲い気き好きそうな人だったら、中なか村むら明あ日す美み子こ先生の作品とか好きそうだと勝手に思ってたんだけどな～……」

「勝手に人を安易にカテゴリー分けしないで頂けるかしら!?　…………まあ、確かにその方の作品は好きだけれども……」

「えぇっ!?　じゃあやっぱり隠れ腐女……」

「違うって言ってるでしょう!?　あの方はＢＬ以外にも色々な作品を描かいているのだから！　ちょっと恋ヶ崎さん、雑誌なんか読んでないでこの困った人をどうにかしてよ!!」

　……桜井さん、恋ヶ崎が腐女子に染まりそうにないからって、ついに本城さんまでターゲットに入れ始めたのか……。あの本城さんをここまで困らせてしまうだなんて、桜井さん、ただ者じゃないな……。




　そう、桜井さんは自分で『ＢＬ文化の研究』を部活の活動内容に挙げただけあって、エンタメ部の活動中、着々と行動に移していた。

　どうやら彼女は、恋ヶ崎や……本城さんまでも、腐女子にしようと目もく論ろんでいるらしい。

　毎回部活の度たびに恋ヶ崎にＢＬ作品の良さを伝えているが、恋ヶ崎は一いつ切さいＢＬに魅み力りよくを感じていないようで、興味も示していない。あまりに恋ヶ崎が靡なびかないので、ついには本城さんにも触手を伸のばし始めたようだ。

　俺が部室にいるときも、桜井さんは恋ヶ崎を腐女子に勧かん誘ゆうしていたが、ここまで大だい胆たんではなく、もう少し控ひかえめだったように思う。そうか、普ふ段だんは男である俺がいるから、大分自重していたんだな……という事実を、今日の様子を見て初めて知った。




『エンタメ部』の部活の様子は、発ほつ足そく以来ずっとこんな感じで、特にこれといったきちんとした活動はまだできていなかった。

　桜井さんが恋ヶ崎にＢＬを勧すすめ、恋ヶ崎は軽くかわしながらファッション雑誌やアイドル雑誌などをパラパラ見ている（オタク男子に人気のある作品の研究は一体どうした？）。

　本城さんは本城さんで、パソコンを立ち上げて自分が所属するユニットが制作したボーカロイドの曲の動画をニコニコ動画でチェックしたり、自分の好きな本を読んだりと、自由に過ごしている。周りがそんなんなので、俺も俺で適当にネットをやって遊んでいる。

　部活中何度か「何か活動しないとね」「何しよっか」などという話にはなるものの、結局毎回何の活動をするかは決まらないまま下校時刻を迎むかえてしまう。

　今日こそ、何かちゃんとした活動ができればいいな……となんとなく思いながら部活に来たのだが、それ以前の問題として、今はこの部室の軽いパニック状態をどうにかすることが先決だ。俺が部室に入れば桜井さんも我に返ってもう少し自重してくれるだろう。

　俺はパソコン室の扉を開けた。

「……あっ、柏かしわ田だ君！」

　俺が扉を開けた瞬しゆん間かん、桜井さんは少し驚おどろいた様子で俺の名を呼んだ。

「…………助かった……」

　本城さんが聞こえるか聞こえないかくらいの小さな声で呟つぶやく。

「……な、なんか楽しそうだね～」

　俺は苦笑いを浮かべながらパソコン室の中へと入っていく。

「柏田──っ！」

　すると突とつ然ぜん、恋ヶ崎が椅子から立ち上がって、俺の元へとずかずかやってきた。

「な、一体何だよ……」

「今日もまたあんた一人!?」

　恋ヶ崎は怒おこり気味に俺を問い詰つめる。……こいつが何な故ぜ、俺の顔を見るやいなやこんなに怒っているのか、俺はすぐに見当がついた。

「今日も鈴すず木き君来ないのっ!?」

　怒っているようで、悲しんでもいるような表情で、恋ヶ崎は俺に訴うつたえかける。

「あ、ああ……そう、みたいだな……」

　そう……部を発足して、ゲームで部長と副部長を決めた日以来、恋ヶ崎の想おもい人である鈴木は部活に一度も顔を出していないのだ。

　恋ヶ崎は鈴木目当てにこの部活を発足したと言っても過言ではないので、今のそんな状じよう況きように大層不満を抱いだいているのだ。

「そんなに、軽音部の方、忙いそがしいの……!?」

　元々鈴木は軽音部との掛かけ持ちのため、軽音部の活動があるときはそっちを優先していい、と俺は奴やつに伝えていた。正直こっちの部活はほとんどお遊びの部活のようなもんだからだ。だが、俺は知っている。鈴木の奴がエンタメ部に来ないのは、軽音部が忙しいからではないということを。

「あいつ……最近バイト始めて忙しいみたいだからな……」

「えっ!?　そうなの!?　鈴木君、バイト始めたんだ……。何のバイト……？」

「……えっと、俺が聞いた話だと、単発でティッシュ配りとか引ひっ越こしの手伝いとか、ゲームのデバッカーとか、なんか色々……」

「はぁあ!?　この一週間ちょっとでそんなに!?」

　そう。鈴木は最近、遊ぶ時間も寝ねる時間も削けずって毎日バイトに明け暮れているのだ。

「なんで!?　どうしてそんなに鈴木君働きまくってるの!?　あんたなんか知って……」

　俺は椅い子すに腰こしを下ろすと、大きくため息をついた。それから、最近の鈴木を思い出し、頭が痛くなってきたので頭を抱かかえて机に突つっ伏ぷした。

「ちょ……柏田……？」

「俺だって何回も止めてるんだよ！　でも駄だ目めなんだ……いくら俺が言ったってあいつは聞いちゃいねえ……今のあいつはもう異常だよ！　誰だれかあいつを止められる奴がいたら俺から頼たのみたいくらいだ！」

「は、はあ……？　何それ……どういうこと!?　全然、意味分かんな……」

　そのとき、パソコン室の扉が開いた。

「おはよ～」

「鈴木!?」

　そこには、目の下に盛せい大だいに隈クマを作った、顔色の悪い鈴木が立っていた。放課後なのにおはようとか言ってるし、コイツいよいよやばいかもしれない。

「お前、今日はバイトないのか!?」

　鈴木はフラフラとパソコン室へ入ってくると、近くの椅子に倒たおれるように座り込んだ。「ん？　あるよー。でも今日は六時からだから、ちょっと時間あるから部活寄れたんだよね。ごめんね、ずっと部活来れてなくて」

　恋ヶ崎が心底心配そうな顔で鈴木を見つめているが、声をかける勇気はないようだ。

「実は最近またバイト増やしちゃったからさー」

「はああ!?　あれ以上増やしたのか!?　なんでまた……」

　俺が問いかけると、鈴木は……真しん剣けんな表情で俺の顔を見て、口を開いた。




「だって……どうしても欲ほしいスーパーレアアイドルがいてさ～!!　今までの課金の分も稼かせがなきゃだし、金がいくらあっても足りないんだよ～!!」




「………………」

　恋ヶ崎は何のことだか全く分からない様子でポカンと口を開けている。

　それとは対照的に、桜井さんと本城さんはなんとなく事態を把は握あくしたようで、複雑な表情を浮うかべた。

「アイドルガールズ、ですか……」

　桜井さんが呟く。

　…………そう。鈴木は最近流は行やっている、携けい帯たい端たん末まつ専用のアイドルものソーシャルゲーム『アイドルガールズ』にどっぷりハマってしまい、今や立派な重課金兵（月に何万円も課金してしまうユーザー）になってしまったのである。

　俺は無課金でゲームをしていたところあまり楽しめず、だからと言って課金するのには抵てい抗こうがあったので、今や全くやらなくなってしまった。最近の鈴木のハマりすぎてボロボロになっていく様を見ていると、俺のその判断は正しかったのだと、改めて思う。

　奴はすぐに金が必要なので、土日は勿もち論ろん平日も学校が終わってから給料が日ひ払ばらいの単発バイトばかりを入れまくり、それらで稼いだ金を全すべてソーシャルゲームに課金している。

　俺は鈴木の目を覚まさせようと何度も説得したが、奴は全く聞き入れようとしない。

「これが課金厨ちゆう……本物は初めて見たわ……」

　本城さんがもはや感心しているような様子で鈴木を見ている。

「鈴木、いい加減目を覚ませよ！　お前その様子じゃ、軽音部の方にも行ってないんじゃないのか!?」

「けい……おん、ぶ……？」

　鈴木は首を傾かしげて頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべている。

　なんと……軽音部の存在ごと忘れてる……だと……!?

「あ……そろそろバイト、行かないと……」

　鈴木は時計を見て、慌あわてて立ち上がった。

「えぇっ!?」

　恋ヶ崎が立ち上がり、鈴木を引き止めたそうにしているが……鈴木を前に、何も言えないでいる。

「お前、そんなフラフラの状態でマジでバイト行くのか？」

「だって……さっき言ったどうしても欲しいスーパーレアアイドル、今度出る期間限定のイベントガチャで出るから、とにかくすぐ金を手に入れなくちゃいけないんだよ！」

　鈴木は目を輝かがやかせて語る。俺はどうしたもんかと大きなため息をついた。

「……なんか今度公式イベントでコスプレコンテストとかいうのがあるらしくて、そこで優勝すればもらえるらしいんだけど……俺男だからそんなの無理だしさ～」

「コスプレコンテスト？　へえ、そんなイベントあるのか……。『アイガー』って衣い装しよう派手なの多いし、コスプレ映ばえしそうだよな。自分の好きなキャラのコスプレとか、ちょっと見てみたいな……」

　露ろ出しゆつが多い衣装のキャラも多いし……って、別にそれが目的じゃないけどな！

　そのとき、気のせいかもしれないが……桜井さんが俺の言葉にぴくっと反応した。……コスプレイヤーとしては、コスプレコンテストという単語に興味津しん々しんなのだろうか？

「えーそう？　もし百キロ超ごえのピザとかオッサンとかが俺の好きなキャラのコスしてたりしてそんなん見ちゃったらトラウマになりそうだし、俺は逆に怖こわいけどな～……」

　うっ……確かにそれは絶対見たくない……まあ、そんなこと滅めつ多たにないと思うが……。

　鈴木は「じゃあ、また来れたら来るね」と俺たちに手を振ふって、ふらついた足取りでパソコン室から出て行った。

「ねえ……鈴木君の言ってること半分くらい意味分かんなかったんだけど、アイドルガールズ……って一体何なの？」

　恋ヶ崎は鈴木が出て行った扉とびらを心配そうに見つめた後、疑問を口にした。

「アイドルガールズ……通つう称しよう『アイガー』って呼ばれてて、アイドルをプロデュースするっていう名目のソーシャルゲームだよ。携帯とかスマホでできるソーシャルゲームって、今流行ってるでしょ？」

　わたしはアイガーやったことないんだけど、と桜井さんは付け加える。

「へえ……でもそれってそんなにお金かかるの!?」

「ゲーム自体は基本無料だけど、強いアイドルを手に入れてライブバトルで他のプロデューサーに勝って相手の衣装を奪うばうには課金した方が絶対有利なんだよ。無課金だと他のプロデューサーの餌え食じきになって終わりだから全然面おも白しろくなくてだな……」

「え……？　言ってる意味分かんないんだけど……。アイドルをプロデュースするゲームなんでしょ？　なんで戦って勝つ必要があるわけ!?」

　俺の的確な説明に、恋ヶ崎が突っ込んだ。

「それは俺にも分からん。そういうゲームなんだよ……。制作者に聞いてくれ」

　恋ヶ崎は納なつ得とくできないという表情をしている。俺も初めてやったときはなんでアイドルなのに戦って相手の衣装を奪うんだと疑問に思ったが、ソーシャルゲームってそういうもんだからな、というよく分からない結論に落ち着いた。

「そんなゲームにあんなボロボロになるほどお金つぎ込んじゃうなんて……どうしよう、このままじゃ鈴木君が死んじゃう……！」

「確かに心配だね……」

　桜井さんも呟く。俺だって、あいつをどうにかしないと、とは思っている。だけど、俺の言葉など一いつ切さい今のあいつには届かないのだ。一体どうしたらいいのか……。

「あっ……ねえ、さっき鈴木君、コスプレコンテストで優勝したらなんかもらえるとか言ってたよね!?　鈴木君が欲しがってるっていう……」

「ああ、スーパーレアアイドル、な」

「そうそう、それ！　つまり、それをコスプレコンテストで優勝して手に入れれば、あんなにバイトばっかりする必要なくなるってことよね!?」

「……まあ、それでも鈴木が課金兵をやめることはないと思うが、一時的にでも今より少しはマシになるかもな……」

　少なくとも、スーパーレアアイドルを手に入れるための金の分は浮くわけだからな。

「この部活で、コスプレコンテスト出ようよ！」

　恋ヶ崎の発言に、その場にいるみんなが恋ヶ崎に注目した。

「ほ、ほら……ちょうどここんとこ、話してたじゃん。何かエンタメ部としてちゃんと活動しなきゃね、って……活動内容の中に、コスプレって案も挙がってたし……」

「いい！　それすっごくいいね!!」

　桜井さんが目を輝かせて、恋ヶ崎の意見に賛同した。

「この部活としての活動にもなるし、鈴木君のことも助けられるかもしれないし、……そ、それに……」

　桜井さんが、なぜか一いつ瞬しゆんだけチラっと俺を見た。

「ん……？」

「……と、とにかく、やってみようよ！　コスプレだったらわたしの得意分野だし！」

　桜井さんはすぐに俺から目を逸そらし、恋ヶ崎の手を力強く握にぎった。

　確かに、いい案だと思った。桜井さんのコスプレ技術は半はん端ぱないし、桜井さんも恋ヶ崎も外見は間ま違ちがいなく美少女なわけだし、頑がん張ばればもしかしたら……優勝だって夢じゃない。

「ふん、やりたければご勝手にどうぞ。私は勿論参加しないから」

　だが、そんな熱くなっている二人とは対照的に、本城さんは冷静に言い放つ。

「ちょっと……本城さんだってエンタメ部の一員でしょ!?　それに……鈴木君が心配じゃないの!?」

　恋ヶ崎が激げき怒どした様子で本城さんに訴うつたえかけた。

「恋ヶ崎さん貴方……あの鈴木とかいう男子生徒のことが好きなの？」

　本城さんが恋ヶ崎をジロリと睨にらみ付けながら問いかけた。

「えっ……!?　なっ、なんで……!?」

　途と端たんに、分かりやすく頰ほおを赤く染める恋ヶ崎。『なんで』って……阿あ呆ほかこいつは。本城さんじゃなくたって、恋ヶ崎の部活での様子を見ていれば鈴木に気があることは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「はあ……呆あきれた。自分の恋こい路じに人を無理矢理協力させようだなんて、なんて浅はかで強ごう欲よくなのかしら」

　本城さんは大げさにため息をつきながら言う。……確かに、本城さんの言うこともよく分かる。彼女がコスプレコンテストに参加するメリットなど、何もないのだから。

「そうですか……残念です、本城さんは美人さんだから是ぜ非ひコスプレして欲しかったのに……」

　桜井さんが心底残念そうに言う。その言葉は、どうやら本城さんの機き嫌げんを取ろうとしてお世辞を言っているわけではなさそうで、桜井さんの本心のように聞こえた。

　確かに本城さんって……中身は置いておくとして、外見だけは綺き麗れいだからな。

　桜井さんの言葉に、本城さんの肩かたがぴくっと反応した。

「ふ……」

　……？　それまで不ふ機き嫌げんそうだったのに、突とつ然ぜん口元が緩ゆるむ。

「まあ、それは当然かもしれないわね」

　本城さんは得意げな笑えみを浮かべて、自身のツインテールの巻き髪がみをフワッと軽くかき上げた。…………なんて分かりやすくおだてられやすい人なんだろうか……。

「ま、別に本城さんがコスコンに参加してくれなくったって全然いいけどね。だって、小豆ちゃんが出てくれるなら絶対優勝間違いなしだし！　勿論、あたしだって鈴木君のために全力で頑張るしね！」

　恋ヶ崎は気合いを入れて拳こぶしを握りしめた。桜井さんがそんな恋ヶ崎に、頑張ろうね！　と声をかけている。

「なっ……なんですって……っ!?」

　その様子を見て、本城さんは衝しよう撃げきを受ける。眉み間けんに皺しわを寄せて恋ヶ崎のことを悔くやしそうに見つめていた。今の恋ヶ崎の発言が、余よ程ほど癇かんに障さわったらしい。

「……くっ……いつもいつも……どれだけ私のことをなめてかかれば気が済むのよ……」

　ブツブツと呟つぶやいたかと思うと、大きくため息をついてから何かを決意したかのように立ち上がった。

「分かったわ！　そこまで言うのなら私もそのくだらないコスプレコンテストとやらに出て差し上げるわ。やるからには本気で取り組もうじゃないの」

　本城さんは恋ヶ崎を見下ろして言い切った。

「へ……？　あ、そう……？」

　恋ヶ崎はキョトンとしている。

「今度こそ、私と貴方あなたの実力の差を見せつけて差し上げるわ！」

　本城さんは、恋ヶ崎に向かって指をさし、勝ち誇ほこったような笑みを浮うかべている。

「はあ……？」

　恋ヶ崎は呆れたように本城さんを見る。

「わーい！　じゃあ三人でコスしましょ～！　楽しみ～っ！」

　桜井さんは楽しそうにそう言った。

　早さつ速そく、パソコンを一台立ち上げて、何やら検けん索さくし始める。

「そうと決まったら、早速誰だれがどのキャラやるか決めちゃいましょう！」

　桜井さんは『アイドルガールズ』の公式サイトへ行き、キャラの画像とプロフィールを調べている。

「わー、こんなにたくさんアイドルいるんですねー！　あ、桃ちゃんこの子とかすっごく似合いそう！」

「へー、身長とか年ねん齢れいとかスリーサイズまで書いてあるんだ～。これなら似合いそうなキャラ選べるかも！」

　桜井さんと恋ヶ崎は公式サイトを見ながらきゃっきゃと盛り上がっている。

「何これ、すごいキャラ数……軽く百人超こえているんじゃなくて？　でも、恋ヶ崎さんのように子供のような体形のアイドルなんてあまりいないから、キャラ選せん択たくが絞しぼられて羨うらやましいわね」

「はあっ!?　ちょっ、それ……遠回しに貧乳だって言いたいわけ!?」

　本城さんのあからさまな挑ちよう発はつに恋ヶ崎が反応する。いや、遠回しっていうかむしろ直球だと思うんだが……。

「言っとくけど、コスプレっていうのは、胸だって『コスプレ』として作り込んでいいらしいから！　つまり、パッドとか詰つめて巨きよ乳にゆうになればどんな巨乳キャラのコスだってできるんだからね！」

　恋ヶ崎は堂々と偉えらそうに言い切った。おい、自分が貧乳だっておもいっきり認めてんじゃねえか……。それでいいのか、恋ヶ崎よ……。

「あ、あの……」

　二人が騒さわがしく喧けん嘩かしている中、桜井さんが俺に声をかけてきた。

「た、単に……一意見として……ど、どのキャラが人気あるのかな～っていう参考までに聞きたいだけなんですけど……っ」

　彼女は俺と目を合わせず、少し恥はずかしそうに続ける。

「か……柏田君が『アイガー』の中で好きなキャラって、誰ですか!?」

「えっ……？」

　彼女の質問に少し驚おどろく。どのキャラが人気があるかの参考……？　それなら、桜井さんたちが今見ているネットのページにキャラの人気投票の結果も出ているのだから、それを見ればいい話なんじゃ……？　まあ、一応俺の意見を聞かれたので答えておくか。

「俺が好きなのは……星ほし山やまきらりと、十と時とき愛あい良らかな」

「えっ……!?　星山きらりって、確かものすごい背が高い……」

「あ、うん……」

　桜井さんの言う通り、星山きらりはものすごい高身長設定のキャラクターだ。桜井さんはゲーム自体はやったことがなくても、キャラのことは少し知っているようである。

　ちなみにもう一人の十時愛良は、天然でちょっとエロい巨乳キャラ。

「な、なる……ほど……それはちょっと身長的に難しい……ヒールを履はいたとしても……」

　桜井さんは難しい顔でブツブツ何かを呟きながら考え始めた。

「えっと……もう一人は、十時愛良、でしたっけ？　そのキャラは知らなかったのでちょっと調べてみます！」

　かと思ったら、すぐにパソコンに向かって調べ始める。……いや、俺の好きなキャラを調べたところでコスプレコンテストには何も役立たないと思うのだが……。あ、でも十時愛良は第一回人気投票で一位をとったキャラだし、人気のあるキャラの方がコンテストで有利だったりするかもしれないが。




　俺はその間に、コスプレコンテストとやらの詳しよう細さいをネットで調べた。エントリー受付はまだ終わっていないのか。コンテストの日付は一体いつなのか。まずは詳細を調べないことには何も始まらない。

　すぐに『アイドルガールズ』公式サイトからイベントの詳細ページに飛ぶことができた。

　どうやらイベントのメインはコスプレコンテストではないらしい。近々『アイドルガールズ』の人気アイドルキャラクターのうちの一人がＣＤデビューするとのことで、そのＣＤ発売記念イベントとしてそのキャラの声優がミニライブを行い、そのイベントの一いつ環かんとして、『アイドルガールズ』のコスプレコンテストがあるという。

　最初にミニライブがあり、これにはＣＤを予約したときについてくる応おう募ぼ券で応募して当たった人しか入場できないのだが、その後にあるコスプレコンテストの方は入場無料で誰でも参加できるとあった。

　イベントは今から約三週間後で、コスプレコンテストのエントリー受付の締しめ切りは今から約一週間後。これが一次審しん査さに当たるようで、エントリーするには、公式サイトの応募フォームから写真やプロフィールなどを送信しなくてはいけない。エントリー締め切りから三日以内に一次審査の合否が発表され、合格した者だけが実際のコスプレコンテストの本番に出場できるとのことだ。

　あと一週間で一次審査のための写真を送るなんて……可能なのだろうか？

「エントリー締め切りまであと一週間しかないみたいだけど……」

　パソコンの前で盛り上がっている桜井さんと恋ヶ崎に向かって声をかける。

「えっ……一週間!?」

「それは大変、急いで準備しないと！　早速今日生き地じとウィッグ買いに行かなきゃ！」

　桜井さんが焦あせった様子でそんなことを言い出した。

　……つまり、急げば間に合う、ということだよな？　さすが凄すご腕うでコスプレイヤー……。




　それからしばらくの間、三人でこっちのキャラがどうだとかこの衣い装しようは複雑すぎるから期限までに間に合わないだとか散々騒いで、ようやく誰がどのキャラのどの衣装のコスプレをするかが決まった。

　三人が選んだキャラをパソコン画面で確かく認にんすると……恋ヶ崎が中学生ギャルアイドル『城じようヶが崎さき莉り子こ』、本城さんがゴスロリ中二病アイドル『神かん崎ざき蘭らん香か』、そして桜井さんは、人気投票で一位をとった、天然巨乳アイドル……『十時愛良』のコスプレをすることに決まった。俺が好きなキャラなのは、偶ぐう然ぜん……なんだよな？　それとも、俺がキャラ名を挙げたことでそのキャラが人気キャラであることを知り、コスプレすることを決めた……とかなのだろうか……？

　俺はゲーム序じよ盤ばんでやめてしまったとはいえ、ネットなどで人気のあるキャラの概がい要ようは大体把は握あくしていた。そのため、三人が外見や身長、スタイルの他ほか、性格や雰ふん囲い気きまでも近いキャラクターを選んだと分かったので、よくここまで自分たちにぴったりくるキャラを見つけたものだと感心してしまった。

　恋ヶ崎は本当は、鈴木が一番好きなアイドルのコスをしたかったようだが……鈴木が一番好きなアイドルは、小学生（しかも低学年）だということを伝えたところ、いくらなんでもあまりにも無理があると思ったらしく、却きやつ下かしたようだ（……というか恋ヶ崎、その事実を知った時点でよく鈴木に冷めないな……）。




　それから十日後の部活動日。

　放課後、俺が部室へ入ると、桜井さんが一人でパソコンを弄いじっていた。恋ヶ崎と本城さん（ついでに鈴木）はまだ来ていないようだ。

「あ、柏田君！　昨日連れん絡らくが来て、見事に三人とも一次審査に合格して本番に出場できることになりました！」

　桜井さんが俺の顔を見て、嬉うれしそうに言った。

「へえ～！　おめでとう！」

　先週の部活動日に、衣装が完成したのでこれから桜井さんの家で撮さつ影えいして一次審査に応募する、という話を聞いており、それ以降進展を聞けていなかったので、桜井さんの一次審査通過との報告を聞いて心底安心した。ちなみに衣装は、恋ヶ崎や本城さんも手伝ったが、ほぼ桜井さん一人の力で作り上げたらしい。

「本番では、ステージの上でポーズを決めてセリフを一言言わなくちゃいけなくて、今日三人でその練習をしようって話になってるんです。まずはポーズとセリフを決めないとな～」

「そんなパフォーマンスがあるんだ？」

「はい。あ、あの……それで……」

　桜井さんが急にそわそわし始める。

「き、昨日、一人家でとときんのポーズを色々研究して練習したんですけど……じ、実際のとときんファンの人の意見を聞いた方がいいかなって思って……」

　とときん、というのは、桜井さんがコスプレをする十時愛良のニックネームである。

「それで……その…………ポーズ、見てもらえませんか!?」

「えぇっ……!?」

　桜井さんのセリフに俺はぶったまげる。

　た、確かに……コンテストの参考に、そのキャラのファンの意見を聞きたいというのは分かる……実際、身近にとときんファンの俺がいるわけだしな……。

「わ、分かった……俺の意見が参考になるかどうか分かんないけど、俺で良ければ……」

「あ、ありがとうございます！」

　桜井さんは嬉しそうに礼を言ってから、深呼吸をして、ポーズをとった。

「こっこんな感じとか……どうでしょうっ!?」

「!?」

　桜井さんは少し前まえ屈かがみになって、胸のあたりで軽く腕うでを組み、その腕の上に胸をのせるという……所謂いわゆる、胸を強調した『グラビアポーズ』をとった。

　今日彼女はベストを着用していないため、制服のブラウスの皺しわが彼女自身の腕によってピンと伸のばされ、下手すると下着の形まで分かってしまいそうだった。あまりにセクシーすぎるポーズを目の前に、何も言えなくなってしまう。

「そ、それと、もう一つはこんな感じなんですけど……」

　続けて、桜井さんがポーズを変えた。

「……っ!?」

　今度は、両手を首の後ろで組んで、胸を前に突つき出すようなポーズをとった。うおおおお、こっちのポーズの方が、胸を突き出している分、より胸の形がはっきりと分かってしまう……！

「どっ、どうでしょうか……どっちのポーズが、とときんっぽいでしょう……？　どっちのポーズも微び妙みよう……ですかね？」

　桜井さんはポーズをとるのをやめて、椅い子すに座り、真しん剣けんに俺に尋たずねてくる。

「あ、え、えーっと……」

　俺は恥ずかしさのあまり桜井さんと目を合わせることができず、下を向いて言葉を探す。どっちがいいかって言われても……目の前であんなエロいポーズを見せられて、動どう揺ようのあまり何も言葉が出てこない……。

「……あっ、す、すみません！　変なこと頼たのんじゃって……！　こんなこと、聞かれても困りますよね……というかそもそも、わたしなんてとときんと似ても似つかないのに、とときんコスするとか……ファンの柏田君からしたら、とときん汚けがすな、って感じですよね……わたし、柏田君の気持ちも考えないでまた一人で突っ走っちゃって……」

　俺が何も言えないでいると、桜井さんが申し訳なさそうにそんなことを言い出した。

　やべっ、俺が黙だまってたせいで、気分を害したと思わせてしまった……。

「ち、違ちがうよ！　その、ごめん……単に照れて何も言えなくなっただけだから……。ど、どっちのポーズも、魅み力りよく的でいいと思うよ……ってごめん、参考にならない意見で……」

　瞬しゆん時じによりよいポーズを選べなかったため、中ちゆう途と半はん端ぱな返答になってしまった。

「えっ……ほ、本当ですか……？」

　でも桜井さんは、俺の言葉に嬉しそうな表情を浮うかべてくれた。

「…………でも……」

「でも……？」

　気づくと俺は、言葉を続けていた。桜井さんは不思議そうに首を傾かしげる。

「いや！　ごめん、なんでもない……」

　つい自分の本心を口にしてしまいそうになってしまったが、慌あわてて口をつぐむ。

「えっ……!?　な、なんですか!?　すごく気になります！」

　桜井さんが、俯うつむいている俺の顔を覗のぞき込んでくる。くっ……これは言いたくなかったのだが……ここまで言ってしまったからには、言うしかないよな……。

「その……す、ステージ上ではたくさんのオタク男共が見てるわけだから、その……あんまりサービスしすぎるのはちょっと、困るっていうか……」

「……へっ……？」

　桜井さんは俺の言葉にキョトンとした。

　今目の前で彼女のセクシーすぎるポーズを見て、制服ではなくもっと露ろ出しゆつの多いコスプレ衣装で、観衆の前でこれらのポーズをとるのかと想像したら……なんだか、妙みような気持ちになってしまった。オタク男共の前に桜井さんのあんなセクシーな姿がさらされてしまうなんて……正直、悔くやしい。桜井さんのセクシーな姿は、俺が独り占じめしたい！

　しかし、本人に俺がそんなことを思ってることが伝わってしまったら、キモいと思われるだけだ。なんで俺はこんなバカなことを口にしてしまったのだろう。

「ごっごめん、なんでもない！　今のは俺の個人的な意見というか、その……忘れて!!」

　言ってから、後こう悔かいが増す。個人的な意見、って……余計に墓ぼ穴けつ掘ほってんじゃねえか俺！

「……えっ……!?　そ、それって……？」

　桜井さんは俺の言葉を聞いて一瞬驚おどろいてから、すぐに赤面した。かと思うと俯いてしまって、何も言わなくなる。

　うわあ、さすがに引かれたかな……と不安になって、桜井さんの表情を見る。

　だが……彼女の表情を見て俺は驚いた。彼女の口元は、少し緩ゆるんでいたのだ。

　わ、笑ってる……？　なぜか桜井さんは、恥はずかしそうにしながらも嬉しそうな表情を浮かべている。俺の馬ば鹿かな発言に、思わず失しつ笑しようしてしまっているのだろうか？

　そのとき、パソコン室の扉とびらが開いて、恋ヶ崎と本城さんが部室に入ってきた。

　桜井さんが赤面して俯いているのを見た恋ヶ崎は、すぐに俺を睨にらみ付けてくる。

「柏田、あんた……小豆ちゃんに一体何したのよ!?」

「えっ……!?　な、何もしてねえよ！」

　弁解しつつ、恋ヶ崎と本城さんが一いつ緒しよにパソコン室に現れたことを不思議に思う。

「……っていうか二人とも、一緒に来たのか……？」

「はあ!?　んなわけないでしょ！　パソコン室の前でちょうど会っただけ！」

「くっ……、少し考えれば分かることじゃないの……勝手に不ふ愉ゆ快かいな勘かん違ちがいしないで頂けるかしら!?」

　一いつ斉せいに俺に文句をぶつけてくる二人。こういうところだけは気が合ってんだな……。




　それから、ホワイトボードの前で一人ずつポーズの練習をすることになった。

　実際にゲームをやったり、ネットで画像検けん索さくしてイラストを見たりしながら、各キャラに相応ふさわしいポーズと、ステージ上で言うセリフを決めていく。

　ちなみにその日も、鈴木は部活に来なかった。十日前に死にそうな姿で部室に顔を出して以来、一度も来ていない。相変わらず毎日のようにバイトを入れているようだ。

　優勝できなかったら恥ずかしいから、と恋ヶ崎が言うので、コスプレコンテストの話は一いつ切さい鈴木にしないことにした。優勝して景品をプレゼントするとき、初めてカミングアウトする。まあ、万が一優勝できたら、の話だが……。







　そしてあっという間に……約一週間後のコスプレコンテスト当日を迎むかえた。

　イベントの開かい催さい場所は池いけ袋ぶくろにある、『アニメイト池袋本店』の９Ｆイベントホールとのことだったので、俺たちは池袋駅東口のいけふくろうの像の前で待ち合わせた。

「アニメイトの池袋本店って新しくできたとこに移転したんですよね～！　実はわたし、移転してから行くの初めてなんです！　ちょっと楽しみ～！」

　池袋駅からアニメイト池袋本店へ向かって歩いている途と中ちゆう、コスプレ衣い装しようが入っているであろうキャリーケースをガラガラと引きながら、桜井さんがテンション高く言う。

　話している間に、イベント会場であるアニメイト池袋本店へと辿たどり着いた。コスプレコンテスト出場者は準備のためにイベント開始前に会場である９Ｆのイベントホールへ行かなくてはならないので、一いつ旦たんそこで三人と別れた。イベント開始時間まで時間があるので、適当に店内の商品をブラブラと見て時間を潰つぶす。

　やがて、イベント開始時間を迎えた。俺が入場できるのは声優のミニライブの後なので、ミニライブが終わる頃ころエレベーターで９Ｆへと向かう。




「それではただいまより、コスプレコンテストの方に移りたいと思いまーす！」

　イベントホールに辿り着くと、ＭＣの女性のセリフでコスプレコンテストが始まった。会場内から拍はく手しゆが沸わき起こる。

　ミニライブから参加している観客で前方が埋うまってしまっているので、俺のようなコスプレコンテストからの参加者は後ろの方から見ることしかできず、結構ステージが遠い。

「今から、見事一次審しん査さを突とつ破ぱした十名のレベルの高いコスプレイヤーの方々にステージ上で一人ずつポーズをとって、一言セリフを言って頂きます。全すべての出場者の方の出番が終わった後、最後にお手元の投票用紙に一番素す晴ばらしかったコスプレイヤーさんのお名前を一名、お書き下さい。皆みな様さまの投票で優勝者が決定します！」

　なるほど、優勝者は観客の投票で決まるのか……。

「それではエントリーナンバー一番、桃もの園ぞのみるくさんです！」

　ＭＣの女性の言葉を合図に、コスプレイヤーがステージ上に姿を現す。

　客席から歓かん声せいが沸く。それもそのはず……そのコスプレイヤーは、ほぼ水着のような衣装を身につけていたのだ。

「すごい歓声です！　いきなり優勝候補のコスプレイヤーさんが出てきましたね～！」

　上半身は牛柄がらのビキニのような衣装で、そこそこ大きい胸を惜おしげもなく露出していた。確かこのキャラは、『アイドルガールズ』一の巨きよ乳にゆうの持ち主だった気がするが……その割には、少し胸が足りないかな……。いやでも、十分巨乳といえる範はん囲いだし、実際あのキャラと同じ胸のサイズの女性なんて、三次元には滅めつ多たにいないだろうからな。

　顔は……まあそれなりに綺き麗れいだが、俺の好みではないかな……などと失礼なことを思いながらも、ついついその肌はだの露出度の高さに思わず目を細めて凝ぎよう視ししている俺がいた。セリフを言いながらポーズを決めるコスプレイヤーを、カメラ小こ僧ぞうたちがバシャバシャと撮さつ影えいしている。

「ぬおっ……!?」

　次の瞬間……観客に背中を向けたと思ったら、突とつ然ぜん桃園なんとかさんは前屈みのポーズをとった。当然、背中を向けて前屈みなんかになったら、超ちようミニスカートからパンツが丸見えだ。いや、うん、勿もち論ろん見せパンなんだろうが……。そのポーズをとった瞬間、カメラのシャッター音が今までの倍くらいに聞こえてくる。おいおいおいカメラ小僧たち、そんなあからさまにパンチラ（むしろパンもろ？）撮とって恥ずかしくないのか……？　くそっ、俺もカメラ持ってくればよかった……。あっ、携けい帯たいのカメラがあるじゃないか！

「桃園みるくさんでした。ありがとうございました～」

　俺が携帯カメラを準備している間に、桃園さんの出番が終わって彼女はステージ上から引っ込んでしまった。くそっ、撮影できなかった……！

　っていうか、のっけからとんでもないコスプレイヤーが出てきたな……。あそこまでするなんて、きっと彼女もコンテストで優勝したくて必死なのだろう。観客もめっちゃ撮影してたし、今の娘こ、かなり票を稼かせいでしまうんじゃないだろうか……？　こんな調子で、恋ヶ崎たちは優勝なんかできるのか……？

「続いてエントリーナンバー二番、ももさん。城ヶ崎莉子ちゃんのコスプレです！」

　もも……？　って、もしかして……。

　俺の予想通り、ステージ上にはコスプレ姿の恋ヶ崎が現れた。

　一瞬、恋ヶ崎と分からない程ほどの変身っぷりだった。アイドルっぽい黄色い制服風のコスプレ衣装に身を包み、金きん髪ぱつのウィッグを装着している。俺が想像していた以上に、コスプレ姿の恋ヶ崎は、キャラにそっくりになっていた。

「おおーっ！」

「リアル城ヶ崎妹だ！　身長も体形もすげえリアル～！」

　客席からはそんな声が飛び交かう。『アイドルガールズ』ファンにも、恋ヶ崎のコスプレは認めてもらえたらしい。

「うわ～、ゲームから飛び出してきたみたいにそっくりですね～！」

　恋ヶ崎はステージの中央まで移動する。相当緊きん張ちようしているのだろう、歩き方がぎこちないのが遠くからでも分かり、見てる俺の方が心配になってくる。

　考えてみたら、男が苦手なあいつが、こんなにたくさんの男が見てる前でコスプレ姿でパフォーマンスするだなんて、逃にげ出さないのが不思議なくらいなのかもしれない。

「……が……がおー！　莉子だぞ～！」

　恋ヶ崎はポーズをとりながらぎこちなくセリフを言った。練習の時よりも棒読みになってしまっており、緊張のせいで声も震ふるえている。

　桜井さんが作製した衣装のクオリティも高く、ウィッグのセットもバッチリ決まっており、身内の欲よく目めを抜ぬきにしても、先ほどの桃園なんとかさんよりもコスプレ自体の完成度は高いと思うのだが……悔しいことに、ポージングやセリフの言い回し、何よりも色気という面では、先ほどのコスプレイヤーに負けているかもしれない。

「続いて、エントリーナンバー三番、トゥーランドット姫ひめさんで、神崎蘭香ちゃんのコスプレです！」

　トゥーランドット姫って、なんか聞いたことあるような……と思ってステージ上を眺ながめていると、そこには……ゴスロリ中二病アイドル神崎蘭香に扮ふんした、本城さんが現れた。

　銀ぎん髪ぱつの縦巻きツインテールのウィッグをかぶり（髪かみの色以外はほぼ地毛と同じ髪型だ）、黒のゴスロリドレスを着て、黒い日ひ傘がさを差している。……なんか、バッチリコスプレしているはずなのに、学校で見る制服姿とあまり印象が変わらない……。元々このキャラの容姿に雰ふん囲い気きが似ているせいなのだろう。それにしても、さっきの恋ヶ崎の衣装もこの本城さんの衣装も、ほとんど桜井さんが作ったんだよなあ？　相変わらずすごい技術だ……。

「闇やみに吞のまれるがいいわ！」

　本城さんは神崎蘭香の決めゼリフを言ってから、いくつかポーズを決めた。恋ヶ崎と違いあまり緊張していないようで、ステージの上でも堂々としている。しかし、肝かん心じんのポーズが……片側の手だけ腰こしに当てたり、前まえ屈かがみになって片手を膝ひざについたり……という、まるでファッションショーに出ているモデルのようなポージングで、『神崎蘭香』のキャラのイメージにもセリフにも全く合っておらず、とても違い和わ感がある。

　部室でポージングの練習をしたとき、桜井さんが本城さんに『キャラになりきってもう少しキャラのイメージにあったポーズの方がいいですよ！』とアドバイスしていたのに、完全に無視している。まあ、人の意見とか素す直なおに聞くタイプじゃなさそうだしな……。




　それから五人ほど、出場者のコスプレイヤーが出てきて、みんなそこそこに可愛かわいかったのだが……正直、恋ヶ崎や本城さん以上にレベルの高いコスプレはなかなか現れなかった。

　しかしまあ、恋ヶ崎も本城さんもコスプレの完成度は高いのに、セリフやポーズなどのパフォーマンスが少し残念だったからなあ……。その点を考こう慮りよすると、今のところトップバッターのコスプレイヤーが一番優勝に近いのかもしれない。
















「続いてエントリーナンバー九番、ＡＺＵＡＺＵさんで……第一回キャラクター人気投票でトップの座に輝かがやいた大人気アイドル、十時愛良ちゃんのコスプレです！」

　おお、次はいよいよ桜井さんの出番か……。

「…………おおぉぉ──っ！」

　コスプレ姿の桜井さんがステージに上がった瞬間、観客が沸いた。

「…………」

　俺はステージに上がる彼女を見て、思わず放心してしまった。本当にいつも見ている桜井さんと同一人物なのかと、疑いたくなった。

　抽ちゆう象しよう的な言葉になってしまうが……なんというか、今までのコスプレイヤーたちとは『オーラ』がまるで違ちがう。言うなれば、今までのコスプレイヤーが『キャラに似せた偽にせ物もの』だとしたら、桜井さんは『キャラそのもの』……そんな風にさえ思えてくる。それ程、彼女のコスプレの完成度は高かった。

　端たん整せいで華はなのある顔立ち。完かん璧ぺきにセットされた綺麗なウィッグ。イラストに忠実で精せい巧こうな作りの衣い装しよう。そして……グラビアアイドル顔負けの抜ばつ群ぐんのプロポーション。

　どこをどう見ても完璧だった。まるで『十時愛良』がイラストからそのまま飛び出してきたかのようだ。

　いつもは制服に隠かくれている豊満なバストが、ピンク色のコスプレ衣装から覗のぞいていて、とても眩まぶしかった。最初に出てきたコスプレイヤーと違って、桜井さんのバストはキャラのバストサイズに忠実だ。それに、いつも胸の魅み力りよくに目が行きがちだが、ミニスカートから伸のびる脚あしもとても美しい。

「はわっ!?」

　履はき慣れていない靴くつだからなのか、桜井さんは一瞬ステージ上でふらついてしまった。ふらついただけで転ぶことはなかったので安心したが、今のは審査の上でマイナスポイントになってしまったりするのだろうか……？

「おおっ、天然!?　中身までとときんっぽいぞ！」

　俺の近くにいた観客がそんなことを呟つぶやいた。……どうやら、逆にキャラの性格に合っていて高ポイントだったようだ。

「プロデューサー、今日とっても暑いですねっ！」

　桜井さんが、ステージ上でバッチリポーズを決めながらセリフを言う。部室で俺に見せてくれたグラビアポーズと違って、胸を強調するポーズではなく、ゲーム中に出てくる十時愛良のイラストに忠実なポーズだった。……もしかして、俺の意見を取り入れてくれたのだろうか……？

　しかしそれでも、彼女の全身から溢あふれ出る色いろ香かは隠し切れていなかった。他のコスプレイヤーは一、二回くらいしかポーズを変えなかったが、桜井さんは五回ほどポーズを変えた。彼女がポーズを変えるたびに観客がどよめいて、無数のシャッター音が会場内に響ひびく。ポーズを取り慣れていることもあってか、やはり恋ヶ崎や本城さんよりも……いや、恐おそらくどの出場者よりも、ポージングが上う手まかった。まるで、どういうポーズが自分を一番魅力的に見せるかを分かっているかのようだ。

「すげー、あれ本当に素人しろうと？　アイドルかなんかにコスプレさせたわけじゃなくて!?」

「あの娘こが出演するんだったら実写映画化しても余よ裕ゆうで許す！　むしろ劇場に見に行く！」

　隣となりにいたカメラ小僧たちが桜井さんを激写しながらそんな会話を繰くり広げていた。

　これはもう……ぶっちゃけ、桜井さんが優勝で間違いないような気がする。

　いや、恋ヶ崎も本城さんのコスプレも十分キャラにそっくりで完成度が高かったが、パフォーマンスや色気の面では最初に出てきたコスプレイヤーに劣おとっていたかもしれない。しかし……桜井さんは、コスプレとしての完成度は勿論、ポージングも、そして色気の面でも、最初のコスプレイヤーに間違いなく勝っている。正直、それ以外のコスプレイヤーは敵ではない。このコンテスト、優勝をもらったも同然だな！
















「ＡＺＵＡＺＵさんでしたー！　えーと……次のコスプレイヤーさんで最後になります。エントリーナンバー十番、ソウさん。星山きらりちゃんのコスプレでーす！」

　そうだ、忘れていたが、あと一人いたんだった。

　星山きらり……ものすごい高身長のアイドルで、何気に俺が一番好きなキャラだったりする。きらりのコスプレか……まあ、あの身長を忠実に再現するのは無理だろうな……。

「おおぉ────っ!?」

　観客が、桜井さんのときと同じくらい大きな歓声をあげた。

「……っ!?　マ、マジかよ……」

　思わず、俺もそんな独り言を呟いてしまった。なぜなら……ステージの上に、とんでもなく長身の美少女が颯さつ爽そうと現れたからだ。

　星山きらりは、日本人女性とは思えないくらいとんでもなく高身長設定のキャラなのだが、ステージ上に現れたコスプレイヤーも、ＭＣの女性と並んで頭一個分以上背が高いため、そのくらいの身長がありそうなのだ。足あし下もとを見るとヒールを履いていたが、そんなに高いものではなさそうなので、ヒールの分を差し引いても相当でかいのだろう。

　そんなバカでかい身長で、全身パステルカラーのフリフリなコスプレ衣装に身を包み、キャラに忠実な可愛いポーズを決めている。

「にょわーっ！　きらりんだよ☆」

　甲かん高だかい可愛らしい声で、セリフを放った。

　あまりの背の高さに欧おう米べい系けい外国人かと一瞬疑ったが……顔を見る限り日本人っぽく見える（いかんせん遠いのではっきりとは見えないのだが）。

　そんでもって、それだけでかいのに……信じられないことに、顔立ちはめちゃくちゃ可愛いのだ。一体どんな逸いつ材ざいだよ！　まるできらりのコスプレをやるために生まれてきたような人材じゃないか……。俺は好きなキャラにそっくりのコスプレイヤーを前に、すっかり感動してしまっていた。思わず、携帯のカメラで撮さつ影えいしてしまう。まさか、リアルきらりが見られるだなんて……。

「でかすぎだろ！　どんだけタッパあるんだ!?」

「リアルきらりんすぎる！」

　観客たちは、恐らく今までのステージの中で一番盛り上がっていた。

　やべっ、一いつ瞬しゆんコスプレコンテストのことを忘れて俺までテンションが上がってしまったが、これは危なくなってきたぞ……。星山きらりのコスプレイヤーは、身長が忠実なのは勿もち論ろん、顔も美少女だし、ポーズや表情もきらりを研究し尽つくしているようで、とてもきらりっぽかった。その上、衣装もウィッグもメイクも完成度が高いのだ。

「それでは今から投票タイムに移ります。入場時にお配りしている、お手元の投票用紙に、一番魅力的だと感じたコスプレイヤーの方のエントリーナンバー、もしくはお名前をお書き下さい。忘れてしまった方のために、コスプレイヤーの方のナンバーとコスプレしたキャラ名とコスプレネームを順番に読み上げます。エントリーナンバー一番……」

　そうだ、俺も誰だれかに投票しなければならないんだった。勿論、きらりん……ではなく、あの三人のうちの誰か一人に投票するつもりでいるが……。

　悩なやんだ末、ここは三人の中で一番優勝できそうな人物に投票すべきだと思い、俺は桜井さんのコスプレネームを書いた。紙を回収しに来たスタッフに、投票用紙を渡わたす。

　その後、来場者に休きゆう憩けい時間が与あたえられた。その間にスタッフが開票するのだろう。

　やがて休憩時間が終わり、いよいよ結果発表の時間がやってくる。

「皆みな様さま、長らくお待たせ致いたしました～！」

　ＭＣの女性の言葉に、俺まで軽く緊きん張ちようしてしまう。

「あまりに高レベルなコスプレイヤーさんたちが揃そろっていたため大接戦だったのですが、開票の結果、優勝は……」

　ごくりと、唾つばを飲み込む。

「星山きらりのコスプレで出場したエントリーナンバー十番、ソウさんに決定致しました～！　ソウさんには後ほど、優勝賞品であるスーパーレアアイドルを差し上げます！」

　会場内に拍はく手しゆが沸わき起こる。星山きらりのコスプレイヤーはステージ上でとても嬉うれしそうに笑え顔がおを見せた。

　マ、マジかよ……。なんだか、複雑な気分だ……。確かにきらりのコスプレイヤーはすごかったが、桜井さんだって負けていなかったはずなのに……。

「ちなみに、二位は十時愛良ちゃんのコスプレのＡＺＵＡＺＵさんで、なんと一票差でした！　惜おしかったですね～」

　一票差で、二位……。こんなことってあるのだろうか？　自分が出場したわけでもないのに、俺はとても悔くやしい気分で胸がいっぱいだった。




　やがてコンテストが終わり、観客たちがぞろぞろと帰って行く。俺は三人を待つため、邪じや魔まにならないよう壁かべ際ぎわに寄って立ち止まった。

　はあ……あいつらになんて声かけたらいいんだろうなあ……。あんなに気合い入れて頑がん張ばったんだから、さぞかし落ち込んでるだろうなあ……と、憂ゆう鬱うつな気分で考えていると、不意に肩かたを叩たたかれた。恋ヶ崎たちがステージから降りて俺に声をかけに来たのだろうと思いながら振ふり向くと……。

「……えっ!?」

　俺は思わず声を上げた。なんとそこには……先ほどコスプレコンテストで優勝した星山きらりのコスプレイヤーが立っていたのだ。

「えっ……えっ!?　あ、あの……!?」

　なんで星山きらりが!?　まさか、知らぬ間にフラグ立ってたのか!?　ステージの上から俺の姿を見て一ひと目め惚ぼれしたとか……ってあんなに遠かったんだからんなことありえるわけねえだろおおおおバカか俺は！

　しかし改めて近くで見ても、でかい。とにかくでかい。そんでもって、超ちよう絶ぜつ可愛かわいい。

　星山きらりのコスプレイヤーは、何も言わないまま、にっこりと俺に微笑ほほえんだ。

　え、やっぱり、俺を逆ナンしようと……。




「カッシー、気づいてないの？」




「……………………………………えっ？」

　聞き覚えのある、女の子にしては野太い声に、俺の思考回路は停止した。

「は……!?　んなっ、なっ……う、う、なん、お、おま……」

　俺はショックのあまり、日本語が話せなくなってしまった。

　……噓うそだ……噓だ噓だ噓だ！　信じたくない……断じて信じないぞ俺は!!

「でもステージの上からカッシー見つけたときはびびったよ～！　ねえねえ、俺のきらりんコスどう!?　意外とイケるっしょ!?　声も無理矢理裏声出してみたけど案外バレないもんなんだね！　唯ゆい一いつ身長的にできそうなコスがきらりんでさー、姉貴に絶対優勝したいからって頼たのみ込んで衣い装しようとか化け粧しようとか全部やってもらったんだけど、まさか本当に優勝できるとは思ってなかったよー！　これ以上課金したらやばかったからマジで嬉しー！」

　なんかベラベラ喋しやべっているが、放心状態の俺の耳には一いつ切さい内容が入ってこなかった。ああ……そうだな、こうして改めて近くで見ると……化粧は濃こいけど確かに本人だ……。顔立ち整ってる奴やつは女装しても似合うんだな……。リアルきらりんキタコレとか思って萌もえてた俺のときめきを返して欲しい……。いくら優勝賞品欲しがってたとはいえ、自ら女装してコスプレコンテストに出てしまうなんて……すごい執しゆう念ねんだよ……。俺たちエンタメ部の力など、コイツにはハナから必要なかったんだな……。

　それから、優勝者はネットの記事だかに掲けい載さいされるとのことで、取材を受けるために奴はスタッフに連れて行かれた。

「ちょっと柏田！　何うちら放置して優勝者のコスプレイヤーと喋ってたわけ？　あんたも一丁前にナンパとかできるようになったの？　迷めい惑わくだからやめなさいよ！」

　声の方に振り向くと、恋ヶ崎と桜井さんと本城さんが俺の方に向かって歩いてきていた。どうやら、今の様子を見られていたらしい。

「は……？　ナンパ？　何バカなこと言ってんだよ、だってあれ、すず……」

「柏田君……星山きらり好きですもんね……。良かったですね……写真とか、撮とらせてもらったんですか……？」

　桜井さんが、なぜか不ふ機き嫌げんそうな顔で、少しずつジリジリと俺に詰つめ寄ってくる。

「はあ？　な、何言って……」

「ナンパだなんて……自分の身の程ほどをわきまえていない人間程見苦しいものはないわね」

　なんてこった！　こいつら、あれが鈴木だって気づいてない！

　結構ステージの上で至近距きよ離りにいただろうに……。まあ、無理もないか……。

　恋ヶ崎に言ったら、好きな男が女装してたショックと、その男に外見を競うコンテストで負けたというショックと、二重のショックでショック死するかもしれないから、言わないでおこう……。

「は～あ。もう、ここまで頑張ったってのに優勝逃のがすなんて……。つーか柏田、あんたその様子だと、さっきの優勝者のコスプレイヤーに投票したんじゃないでしょうね!?」

「はあ!?　ち……ちげーよ！　そんなことするか！」

「じゃあ一体、誰に投票したのよ!?」

　恋ヶ崎の言葉に、なぜか桜井さんまで俺の顔を見てくる。

　う……こんなことを三人の前で言わなきゃならないなんて……。

「………………さ、桜井さんだよ……」

　さすがに気まずくて、三人から顔を逸そらしながら言った。

「えっ…………!?　うそっ……」

　俺の言葉を聞いて、桜井さんが口元に両手を当てて驚おどろいている。

「っていうか俺は……星山きらりよりも桜井さんの方が優勝すべきだったと思ってるよ！」

　だって、星山きらりは男だったのだ。あいつに投票した観客たちはそんなことも知らず、騙だまされて投票してしまったのだ。それを思うと、あいつより桜井さんの方こそ優勝に相応ふさわしかったのではないかと思う。

「あ……ありがとう……ございます……」

　ふと見ると、桜井さんは感激した様子で俺を見つめていた。

「え、あ、いや……」

　急に気き恥はずかしくなってきて、赤面してしまう。

「その言葉を言ってもらえただけで……優勝できなくても……わたしは十分です……」

　桜井さんは、恥はずかしそうな笑顔で言った。

　その笑顔は、ステージ上の彼女よりも、一層魅み力りよく的だった。
















　ある日の放課後。部室であるパソコン室では、いつものように恋こいヶが崎さき、桜さくら井いさん、本ほん城じようさん、俺、の四人が、それぞれ思い思いに自分の好きなことをして過ごしていた。

「鈴すず木き君……いつ部活に来れるようになるのかな……」

　恋ヶ崎がネットをしながら、寂さみしげに呟つぶやいた。

「うーん……しばらくは無理かもな……」

　そう、ここにはいないが一応部員であるはずの鈴木は、今日……というか今日も、部活に来ていなかった。

　鈴木は、ソーシャルゲーム『アイドルガールズ』にどっぷりハマって課金厨ちゆうになってしまい、バイトを入れまくったり、コスプレコンテストで優勝してスーパーレアアイドルをゲットしたりと色々奮ふん闘とうしたが、結局最終的に自分自身の金では払はらえない程の課金額になってしまい、姉である実み月つきさんが払えない分の金を立て替かえてくれた代わりに、携けい帯たいをしばらくの間止められてしまったのである。

　俺としては、このままあいつはどうなってしまうのかと心配だったので、正直そうなってくれてほっとした。今あいつは、実月さんに借金を返すためにバイトを強制的に入れられまくっており、借金返済が完かん了りようするまで部活に来られない状態になっていた。

「何かでどかっと金が入って借金完済できれば来られるようになるだろうけど、放課後バイトした金でちびちび返してるだけだからな……」

「うぅ……。はあ……せっかく同じ部活なのに、こんなに会えないなんて……」

　恋ヶ崎は大きなため息をついてから、机に突つっ伏ぷした。

「そんなことより、いつまでこうやって何もせずにだらだらし続けるつもりなのかしら？　一応部活だというのに、きちんとした活動をするつもりはないの？」

　本城さんが憤ふん慨がいした様子で、今までパソコンに向かっていた自身の座る椅い子すをくるっと半回転させて、俺たちの方に身体からだを向けた。そのセリフに、恋ヶ崎がそんなことって何よ！　と反論する。

　……確かに、先日俺を除く三人……いや、鈴木を含ふくめて四人でコスプレコンテストに出場して以来、エンタメ部で特にこれといった活動は何もできていなかった。

「確かにそうですよねえ……ああっ！　じゃあ、これとかどうですか!?」

　漫まん画が雑誌を読んでいた桜井さんが、突とつ然ぜん立ち上がって、漫画雑誌の一ページを開いて俺たちに向けてくる。

　そこには……『新人漫画大賞原げん稿こう大募ぼ集しゆう!!』の文字があった。文字の横にあるイラストからすると、少女漫画誌のようだ。

「新人漫画大賞……？」

　恋ヶ崎は首を傾かしげる。

「オタクの部活って言ったら、漫画とか描かくのが基本なのかな～って……大学のオタクサークルを舞ぶ台たいにした漫画とかでも、みんなで漫画描くシーンとかよく出てくるし……」

　桜井さんが楽しそうに言う。漫画の新人賞に応募……か。しかし、俺たちの中にそんなに本格的に漫画が描ける奴なんているのだろうか？　俺は過去に漫画家に憧あこがれていた時期なんかもあったが、すぐに諦あきらめてしまったから全然描ける方ではないし……。

「漫画かあ……。でもあたし、描けるかなあ……」

「……って、やっぱりいきなり新人賞に応募なんて、無茶だよね！」

　自信なさげな恋ヶ崎の言葉に、桜井さんが苦笑いを浮うかべる。

「ん？　ちょっと待って……大賞、賞金百万円!?」

　恋ヶ崎が、雑誌を凝ぎよう視ししながら突然声を荒あららげた。

「漫画賞の賞金ってこんなに出るの!?　こんなにもらえたら、鈴木君の借金なんてすぐに返済できちゃうじゃん！」

　恋ヶ崎は目を輝かがやかせてとんでもないことを言い出した。

「あ、あのなあ……大賞なんてどう考えても取れるわけねえだろ！」

「そ、そりゃあ、そんなこと分かってるけど……でもほら、佳か作さくとか、もう一歩賞とか、この辺の下の方の賞でも五万とか一万とかもらえるみたいだし！」

　こいつ……こんな風に言うくらいだから、もしかして相当絵に自信があったりするのだろうか？　以前に、漫画は小さい頃ころ以来描いていないというようなことを言っていたが、漫画は描いていなくてもイラストは描いているのか……？　結構少女漫画は読んでるみたいだし、イマドキでお洒落しやれな感じのイラストをささっと描けたりするんだろうか？

「じゃあとりあえず今日は、それぞれ絵を描いてみようよ！」

　桜井さんの提案により、それぞれノートやルーズリーフに好きな絵を描くことになった。俺は中学の頃から絵を描いていないので、久しぶりの感覚に少し楽しくなってくる。

　数分後。

　全員が描き上がり、一人ずつ見せていく。

「では私わたくしのから……」

　最初に声を上げたのは、本城さんだった。自信ありげな笑えみを浮かべている。てっきり今回も、私はそんなくだらないことやらないわ！　とか言うのかと思っていたが、真っ先に見せようとするだなんて、意外とノリノリのようだ。自分が描いた絵を得意げに俺たちに差し出してくる。

「…………お、おぉ～……」

　彼女の絵を見て、なんとも言えない変な声を出してしまった。

　ルーズリーフの真ん中に女の子の絵が描かれていて、確かに上う手まいのだが……目が異様に大きくキラキラしていて、睫まつ毛げも過か剰じようにバシバシで、なんというか……一昔前の少女漫画のような絵え柄がらだった。本城さんの性格を考えたら、確かに彼女っぽい絵柄ではあるが……。

「す、すごい……なんていうか……耽たん美びって感じですね……！」

　俺がコメントに困っていると、桜井さんがとにかく褒ほめなきゃ！　みたいな感じでそう言った。

「うわー、すご……」

　恋ヶ崎が、苦笑いでコメントする。そのコメントは、決して褒め言葉ではないように聞こえたが、本城さんはそれに気付かず自じ慢まんげな笑みを浮かべている。

「あ……じゃあ、次わたし見せますね……」

　続いて、桜井さんが自身のノートを俺たちに見せる。

「わー、すごい！　小豆あずきちゃんうまーい！」

「えへへ……ありがと。漫画とかは描けないけど、絵はちょこちょこ描いてるんだよねー」

　桜井さんのノートには、学生服姿のイケメンが二人描かれていた。……あれ？　これ、何か某ぼう週刊少年漫画あたりで見たことのあるキャラのような気がするが……。

「これってもしや……黒子のサッカーの……」

「えっ!?　柏かしわ田だ君知ってるんですか!?」

　桜井さんが目を輝かせて俺を見つめてくる。

「一応雑誌は毎週読んでるから……」

「そうなんですか!?　ちょ、ちょっと後で詳くわしく話したいです！」

　興奮気味に言う桜井さんの絵は、確かに恋ヶ崎の言うように上手かった。少し顎あごが長いような気もするが、最近のオタクの女性に多いようなシュッとした格好いい絵柄だ。

「た、確かにレベルはそこそこだけれど……少々個性に欠けるかもしれないわね……」

　本城さんが上から目線でそんなことを言い出す。一体何様なんだよ……と思いつつ彼女の顔を見ると、眉み間けんに皺しわが寄っており、無理して笑顔を作っているような表情だったので、単に桜井さんの絵が上手いことに嫉しつ妬としているだけなのかもしれない。

「あ、じゃあ次俺……」

　座っている位置的に次は俺の番だったので、上手い桜井さんの後だと少し気が引けるが、ノートを差し出した。

「えっ……」

　俺の絵を見た瞬しゆん間かん、恋ヶ崎が声を上げた。桜井さんと本城さんも一瞬表情が固まる。

「……なんでボケモンの絵なの？」

　恋ヶ崎が怪け訝げんな表情で俺を見る。

　一番絵を描いていた中学生のとき、俺はぶっちゃけ巨きよ乳にゆうの美少女のイラストばかりを描いていた。そのため、巨乳の美少女の絵しか描けない。だがそんな絵を今ここで描いても全員にドン引きされることは分かりきっているので、巨乳の美少女の次に昔よく描いていた『ボケボケモンスター』……通つう称しよう『ボケモン』のうちの一番得意なモンスターを一匹ぴき描いたのである。まあはっきり言ってしまえば、無難なところに逃にげた。

「いや～俺、こういう絵しか描けないんだよね！」

「っていうかこれ、ただの模写よね……」

　本城さんが呆あきれたように言う。腹立たしいが、確かにその通りなので何も言えない。

「あっ……で、でも、すごく似てるし上手いですよ！」

　桜井さんがフォローしてくれた。一時期かなり真ま面じ目めに『ボケモン』の絵を練習しただけあって、模写とはいえ我ながら上手く描けていると思う。まあ、すげえ単純な絵だしな。

「じゃあ最後、桃ももちゃんの絵見せて～！」

「あ、うん」

　恋ヶ崎がノートを自分の前で開く。

　恋ヶ崎の奴やつ、漫画大賞に応募して賞を取る～とか言ってたくらいなのだから、それなりに上手いんだろうな……？　俺より上手いのか？　本城さんよりも？　もしや、桜井さんよりも……。

「じゃーん」

「…………………………………………………………」

　恋ヶ崎が自分の描いたイラストを俺たちに見せつけた瞬間、パソコン室の中の時間が止まった。

「…………な……な、なんだ……これは……？」

　そこには、まるで幼よう稚ち園えん児じの落書きのような、イラストとも形容しがたい稚ち拙せつな何かが、描かれていた。でかい花らしきものを頭につけており、髪かみもやたら長いので、一応女の子のつもりのようだが……。

「なんだ、って……一応、今一番お気に入りの服を着てるあたしの絵描いてみたつもりだけど……」

　まさかの自画像だった!!

　そのセリフを聞いた途と端たん、本城さんが自身が座っている椅子から転げ落ちて、腹を抱かかえて爆ばく笑しようし始めた。その姿に、もはやいつもの気取ったお嬢じよう様さまキャラは見る影かげもない。

「あははははっはははは！　ああ可お笑かしい！　恋ヶ崎さん貴方あなた、面おも白しろすぎてよ！　その絵がまさか、貴方自身の絵だなんて……貴方天才だわ！　だってその絵、貴方にそっくりだもの！」

　いつもの気取っている上品な雰ふん囲い気きの本城さんとは、まるで別人だった。っていうか、こんなに豪ごう快かいに爆笑できるなんて、もしかして本城さんって、いつもはお嬢様ぶってるだけで本物のお嬢様なわけではないのかもしれない。本物のお嬢様だったら、いくら我を忘れて爆笑しているとはいえ、こんなに品悪く笑えないだろう。

「はあ？　な、何よそれ……褒めてんの？　貶けなしてんの？」

　貶してるに決まってんだろ！　と恋ヶ崎に突つっ込みたかったが、さすがにそんなにはっきりと言う勇気はなかった。今の本城さんのセリフのどこをどう聞いたら、褒められていると取れるのだろうか？

「も、桃ちゃん……そんな、謙けん遜そんしなくていいんだよ？」

　桜井さんが額に汗あせをかきながら、恋ヶ崎に向かって優やさしく言う。

「謙遜……？　って、何が……？」

「確かに、謙けん譲じようの美徳なんて言葉もあるけど、いくらなんでもそこまでへりくだる必要なんてないよ！　桃ちゃんが可愛かわいいのはもうみんな知ってるんだから、そんな風にわざと変な顔に描いたりしなくたって……」

「変な顔!?」

　桜井さんの容よう赦しやない言葉に、恋ヶ崎があからさまにショックを受けている。桜井さんの顔は大真面目なので、おそらく彼女は本当に、恋ヶ崎が謙遜して自分の顔をわざと変な顔に描いているのだと思い込み、彼女なりの優しい言葉をかけているのだろうが……。

「お前なあ……その画力で本気で、漫まん画がの新人賞で賞を取るとか言ってたのかよ……？」

　恋ヶ崎が新人賞で賞を取るとか言い出したときは、さぞかし絵が上手いのかもしれないなんて思ったが……とんでもなかった。単に、自分の絵の実力を分かっていない阿あ呆ほだったのだ。

　恋ヶ崎は俺たちの反応を見てやっと自分の絵の実力を思い知ったのか、恥はずかしさのあまり顔を真っ赤にさせた。

「うっ……うるさいなあ！　何よ、あたしの絵……そこまで下手……!?　……うぅっ……でもっ、ほ……本城さんの絵よりは、まだマシだと思うんだけどっ……!?」

　悔くやし紛まぎれに、恋ヶ崎がとんでもないことを言い出した。

「…………はあっ!?」

　その瞬間、本城さんが笑うのをやめて、すごい形相で恋ヶ崎の方を見る。

「だ、だ、だって……ほ、本城さんの絵って、かなり古くさいっていうか……その点あたしの絵は、味も個性もあるし、今風だし……」

　今度は、本城さんの方が顔を真っ赤にして怒いかりに震ふるえ出した。まあ、無理もないが……。

「あ、あたしの絵だって、ギャグ漫画とかだったらイケると思うのよね！　だってほら、ギャグ漫画だったら、結構下手な人とかもいるじゃん!?」

　恋ヶ崎は完全に開き直ってそんなことを言い出した。

「ふ……ふふふ……恋ヶ崎さん……どうやら貴方、一度痛い思いをしないと分からないようねえ……。分かったわ……私も、不本意ながらその新人漫画賞とやらに応おう募ぼして差し上げようじゃないの……！　勿もち論ろん、貴方も応募するのよ。そこで、私と貴方の徹てつ底てい的な実力の差を思い知るといいわ！」

　本城さんが恋ヶ崎に向かってびしっと指をさし、高らかに宣言した。




「わあ～、楽しそうですねえ！　じゃあ、次の『エンタメ部』の活動は、『漫画原げん稿こうの執しつ筆ぴつ』で決定ですね！」

　桜井さんが楽しそうに言う。




　こうして俺たちは、『エンタメ部』の活動の一いつ環かんとして、新人漫画大賞へ応募することが決定してしまったのだった。







　次の部活動日。

　この日は、みんなで漫画大賞に投稿するための絵の練習をしようということになっていた。

「ちょっと、恋ヶ崎さんは一体どうしたのよ!?　まさか、私との勝負に怖おじ気けづいて逃げ出したんじゃあないでしょうね!?」

　本城さんが、一向に部室に現れない恋ヶ崎に憤ふん慨がいしている。

　恋ヶ崎は帰りのホームルームが終わった後、すぐに姿を消したので、てっきり部室に向かったのかと思っていたが……未いまだに、部室に奴は現れない。あいつ、一体どこへ行っているのだろうか。

　その時、パソコン室の扉とびらが開いて、恋ヶ崎が姿を現した。

「おまたせーっ」

「恋ヶ崎さん、遅おそいわよ!?」

「今日はちょっと、特別ゲストを呼んじゃって……あ、どうぞ、入って下さ～い！」

　特別ゲスト……？　って、一体誰だれを……？

「こんにちは～♪」

「えっ……!?」

「んなっ……!?」

　そこに現れた人物を見て、桜井さんと俺が同時に声を上げた。

「特別講師のムラサキさんでーす！　今日は絵と漫画の描き方を教えてもらいまーす！」

　大学生であるはずのムラサキさんがうちの高校の部室に来た、というだけでも十分驚おどろきなのだが……更さらに、彼女が着用している衣服を見て、俺はぶったまげた。

「どうしてムラサキさんが……!?　しかも、なんでうちの学校の制服着てるんすか!?」

　思わず声に出して突っ込む。そう、彼女は……うちの高校の女子の制服を身につけていたのだ。

「桃さんが貸して下さいました♪」

「だって、学校内に私服の人がいたら目立つし、先生にバレちゃうでしょ！　あたしの予備の制服、サイズが合って良かった～！」

　恋ヶ崎の予備の制服なのか、あれは……。確かに、一応きちんと着用できてはいるが……恋ヶ崎よりムラサキさんの方が背が高いので、スカートがとても短くなってしまっている。また、ムラサキさんの方が胸も大きいので、胸の部分も結構余よ裕ゆうがなくてパツパツに……。どうにも気になってしまうが、なるべく見ないように気をつけなければ……。

「つーか、大学は大だい丈じよう夫ぶなんですか……？」

　普ふ通つうに平日なので、疑問に思った。

「えぇ。今日は午前中で授業が終わりですから大丈夫です。高校の制服を着て高校に忍しのび込むなんて、スリルがあってドキドキしちゃいます♪　先生に見つかったら、きっとすぐバレちゃうでしょうけど……」

「いや……多分バレないんじゃないですか？　普通に女子高生に見えますよ……」

「あら、柏田さん、少し見ない間にお世辞が上手になりましたね♪」

　いや、別にお世辞じゃないんだが……。嬉うれしそうに少しはしゃいでいるムラサキさんの女子高生姿は、本当によく似合っていて、きっと誰が見てもこの学校の生徒だと信じて疑わないだろう。

「この方は一体、何なの？」

「大手同人サークル『ブルーベリー』の作家のムラサキさん！　絵も漫画も超ちよう上う手まいから、ムラサキさんに教えてもらえば上達間ま違ちがいなしよ！」

　なぜか、恋ヶ崎が誇ほこらしげに本城さんに説明した。

「ムラサキと申します。宜よろしくお願いしますね♪」

「えっ、えぇ、こちらこそ……」

　ムラサキさんが本城さんに挨あい拶さつすると、なぜか少し本城さんがかしこまって返事をした。本城さんはいつも俺たちの前では態度が大きいが、年上の人には意外と礼れい儀ぎ正しかったりするのだろうか？

　それにしても恋ヶ崎……ムラサキさんを部室に召しよう喚かんしてしまうなんて、この間みんな（主に本城さん）に絵をバカにされた件がよほど悔しかったんだな……。

「ええと、今日は漫画を新人賞に投稿するために、まず絵の練習をする……とお聞きしてるのですが、それで宜しかったんですよね？」

「はい！　宜しくお願いします！」

　ムラサキさんの問いかけに、恋ヶ崎が元気よく返事をした。

「ではまず……そうですねえ、皆みなさんが絵を描く上での悩なやみとか、苦手なこととかあったら、是ぜ非ひ教えて下さい♪」

　ムラサキさんの質問に、真っ先に挙手したのは……意外にも、本城さんだった。

「はい、えーっと……」

「……コホン、申もうし遅おくれました、私わたくし……本城優ゆ里り亜あと申しますわ」

　礼儀正しく自己紹しよう介かいをする本城さん。

「私は、人物の顔は完かん璧ぺきに描けるのですけれど……身体からだを描くのが少し苦手で……。特に、ただ立っているだけのポーズならまだしも、動きが付くと余計に描けなくなってしまって……」

　本城さんの発言に、この間の彼女の絵を思い出す。確かに、彼女の絵は上半身しか描かれていなかった気がするが、身体を描くのが苦手だったからなのか……。

「あ、確かにそれ分かる～。あたしも、漫画内で男の子と女の子のラブシーン描きたいから色んなラブシーンのポーズ練習してみたんだけど、なんかうまく描けなくて～！」

「………………」

　恋ヶ崎が珍めずらしく本城さんの意見に同意して、腕うでを組んでうんうんと頷うなずいている。そんな恋ヶ崎のセリフを聞いて、ムラサキさん以外の三人……恋ヶ崎の絵の実力を知る俺たちは、全力でツッコみたい衝しよう動どうに駆かられる。

　お前、ポーズとか身体以前の問題だろ!?

　そもそも、人の顔だってまともに描けてねえからな!?

　だが、さすがにそんな辛しん辣らつな事実を本人に言うことのできる勇者は、俺たちの中にはいなかった。本城さんですら、恋ヶ崎のセリフに呆あつ気けにとられて何も言えなくなっている。

「確かに人体はとっても難しいです。私も描けないポーズがたくさんあります。そういうときは、本物の人物にそのポーズを取ってもらってデッサンをするのが一番いいのですが……ラブシーンのポーズ……あ、それじゃあ、今日は実際に人物デッサンをやってみましょう！」

　ムラサキさんはそう言うと、紙に何やら描き始めた。

「では柏田さん、あみだくじを選んで下さい♪」

　ムラサキさんが俺に向かって紙を差し出すと、そこにはあみだくじが描かれていた。

「これは……なんのくじですか？」

「ポーズを選ぶくじですよ」

「……？」

　ポーズというのは、今からやる人物デッサンのためのポーズなのだろうか？　よく分からないが、とりあえず彼女に言われるがまま三つのくじの中から一つを選んだ。

「あみだくじの結果……ポーズは『ひざまくら』に決定致いたしました～♪」

　ムラサキさんがあみだくじの結果を俺に見せてくる。確かに、俺が選んだくじは『ひざまくら』へと続いていた。ちなみに、他は『キス』と『抱ほう擁よう』だった。

「ひざまくら……って、それは一体……？」

　未だに彼女のしようとしていることが理解できず、ひたすら頭の上にクエスチョンマークが浮うかび上がる。

　すると、次の瞬しゆん間かん。

「はい。柏田さん、どうぞ♪」

「………………………………っ!?」

　なんと、ムラサキさんは教きよう卓たくの上に腰こし掛かけると、膝ひざの上をパンパンと払はらって、笑え顔がおで俺に向かって両手を差し出してきた。

「え、…………ええっと、……あの、これは一体……」

「ですから、『ひざまくら』ですよぉ」

「……はぁあ？」

「なっ……!?」

　女子の方からも声が聞こえた。見ると、恋ヶ崎と桜井さんが驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

「実際のモデルを見てデッサンをするのが、上達のための一番の近道ですからね♪　で、桃さんが描こうとしている『少女漫まん画がのラブシーン』といったら『キス』『抱擁』『ひざまくら』あたりが鉄板かと思いまして」

「んな!?」

　……つまり、いつの間にかムラサキさんの中では、勝手に俺とムラサキさんでその『デッサンのモデル』とやらをやることになっていて、さっきのあみだくじは、俺とムラサキさんが取るポーズを決めるためのくじだったってこと……か……!?　なんというぶっ飛んだ発想！

　……つーか、もし『キス』とか『抱擁』に当たってたら、一体どうなってたんだよ……!?

「な、なっ……ひ、ひ、ひざまくらって……！」

　俺が抗こう議ぎの声を上げようとしたのを遮さえぎって、大声で驚いているのは桜井さんだった。酷ひどく衝しよう撃げきを受けた顔で俺とムラサキさんを交こう互ごに見ている。

「……あ！　じゃ、じゃあ！　……良かったら、わたしがモデルやりましょうか……？」

　次の瞬間、慌あわてて苦笑いを浮かべると、桜井さんはそんなことを言い出した。

「貴方あなた何言ってるのよ、女同士でひざまくらなんてやったら、百ゆ合りになってしまうじゃないの。今回描くのは百合漫画じゃないのだから、女同士のそんなポーズなんて役に立たなくてよ」

　本城さんが冷静に突つっ込む。

「え!?　いや、その、そっちじゃなくて……ひざまくらする方を……その……」

　桜井さんが何か言い返したが、小さな声だったのでよく聞こえなかった。本城さんも聞き取れなかったようで聞き返しているが、桜井さんは赤くなって俯うつむくと、もう何も言わなくなってしまった。

「……っていうか、こんなみんなの見てる前でひざまくらとか、どんだけ俺に羞しゆう恥ちプレイを強要するんですかムラサキさん!?」

「あらやだそんな、プレイだなんて……」

　俺の抗議に対して、なぜかぽっと頰ほおを染めるムラサキさん。

「私は単純に、皆さんの画力向上のためになったらという純じゆん粋すいな気持ちで……」

　ムラサキさんは困ったような表情でそんなことを言い出したので、俺は彼女を責めてしまったことを一瞬後こう悔かいする。まあ確かに、人物デッサンが一番上達の近道っていうのは聞いたことあるし、俺たちの画力向上のために自分の身体を張ってそこまでしてくれようとしていたっていうのに、俺はなんてことを……。

「決して、柏田さんに恥はずかしい思いをさせたいわけじゃありませんからね？」

　俺に向かって可愛かわいくウィンクを決めた。

　うぉいっ、やっぱり、完全に俺を辱はずかしめて楽しんでるだけじゃねえかっ!?

「ちょっと、男のくせにごちゃごちゃとうるさくってよ。時間だって限られているのだから、さっさと覚かく悟ごを決めてポーズを取って頂ちよう戴だいよ」

　本城さんが苛いらついた様子でせっついてくる。恋ヶ崎は、黙だまって俺を睨にらみ付けている。早くしろとでも言いたいのだろうか。

　くっ……もう、やるしかない、のか……。

「うぅっ……じゃ、じゃあ…………失礼します……」

「えぇ、どうぞ♪」

　俺は意を決してムラサキさんの膝の上にそっと頭を置いた。彼女の柔やわらかい太ももの感かん触しよくが、後頭部に伝わってくる。ああ……な、なんて気持ちいい感触……。目を開けているとムラサキさんと一瞬目が合ってしまい、死ぬほど恥ずかしかったのですぐに固く目を瞑つぶった。

　目を瞑って視界が遮られると、余計にムラサキさんの太ももの柔らかい感触に神経が集中してしまう。女の子にひざまくらをしてもらうのなんて生まれて初めてだが、死ぬほど気持ち良かった。

　………………つい、ほんの出来心で、薄うす～く目を開けてみる。

「…………！」

　当たり前だが、すぐ目の前にムラサキさんの顔があり、彼女は少し頰を赤らめながらも俺の顔をじっと見つめ続けていた。俺が目を開けるとは思っていなかったようで、目が合った瞬間少し驚おどろいた表情を見せる。気まずくて、俺は慌てて再び目を閉じた。




「ふー、終わった」

「私も完成しましたわ」

「わ、わたしも……」

　それから数分間の時が流れ、三人のデッサンが終わったようだ。俺は大おお慌あわてでムラサキさんの太ももの上から起き上がった。

　──ああ、もう少しムラサキさんの太ももの感触を味わっていたかった……。

「どう!?　結構自信作なんだけど！」

　余よ韻いんに浸ひたる暇ひまもなく、恋ヶ崎がドヤ顔で自身のノートを俺たちに見せつけた。

「あ、あら……可愛らしい……」

　ムラサキさんが口元に手を当てる。彼女は初めて恋ヶ崎の絵を見て、少なからず衝撃を受けている様子だ。

「なんだこりゃあああ!?」

　一方で俺は、叫さけばずにはいられなかった。

　一応、モデルを見ながら描いたためか、昨日見た絵よりは大分マシになっている。少なくとも、男と女がどんなポーズを取っているか、という最低限のことは分かる。また、下手くそなりに、ムラサキさんのことは睫まつ毛げを長く描いたりして、可愛らしく描こうとしているのは伝わってくる。しかし、問題は……。

「なんで俺の顔だけこんなぶっさいくに描いてやがんだよ!?」

　俺の顔だけ、これでもかというくらいに酷い不細工面づらだった。これは、絵が下手だとかそういう問題ではない。大きな悪意を感じる。

「え？　ムラサキさんにひざまくらしてもらってデレデレしてる、あんたの気持ち悪い顔を忠実に描いたらこうなったのよ。確かに他ほかは下手かもしれないけど、あんたの顔だけはそっくりに描けた自信があるわ！」

「お前の目には俺の顔がゴリラ以下の不細工面に映ってんのかあああ!?」

「まあ少なくとも、本城さんが描いた柏田よりは絶対似てる自信あるわ！」

　恋ヶ崎のセリフに、本城さんの描いたデッサンに目を移す。

「!?」

　そこには、昔の少女漫画に出てくるようなキラキラした美男美女がひざまくらしている様子が描かれていた。

「まあ、こちらも、とっても可愛らしい……」

「ムラサキさんはいいとしても、なんで柏田までこんな美形に描いてるわけ!?　本城さんの目には柏田がこんな風に映ってんの!?」

　本城さんはいつものように恋ヶ崎に何か反論するかと思いきや、大きくため息をついた。

「確かに……柏田君に至っては、自分でも上う手まく描けた自信がないわ……でも、仕方がないじゃない。私わたくしは美しいものしか描けないんだから」

　あの本城さんが、恋ヶ崎に言われたことを素す直なおに認めただと……!?

　えーとつまり、俺の顔は美しくないから似なかった、と……。

　恋ヶ崎には不細工に描かれ、本城さんにも辛しん辣らつな言葉を投げかけられ、俺の心は完全にくじけた。

「最後に小豆ちゃんの見せてーっ！」

「あ、うん……」

　桜井さんは、なぜだか少し気まずそうに、おどおどと自身のノートを差し出す。

「…………!?」

　彼女のデッサンを見て、俺たちは凍こおり付いた。

　そこには……なぜか、イケメン二人がひざまくらをしている姿が描かれていたのだ。

　ムラサキさんが男になってる……！　桜井さんの頭の中では、今の光景がＢＬに脳内変へん換かんされたっていうのか？

「ごっ……ごめんなさいっ!!」

　桜井さんは顔を両手で隠かくして申し訳なさそうに謝った。

「いえ、私をこんなにかっこよく描いて下さるなんて嬉うれしいです♪」

　ムラサキさんは自分を男に描かれたことに対して全く怒おこっておらず、むしろご機き嫌げんな様子だ。

「ＢＬ脳内変換しちゃうとは……さすが……」

　高レベルな腐ふ女じよ子しともなると、こんなことまでできてしまうのか……。俺がまじまじと桜井さんの絵を見ながらそんな感想を漏もらすと、桜井さんが俯いたまま眉み間けんに皺しわを寄せて、

「だ……だって……ＢＬに脳内変換でもしなきゃ耐たえられなくて……！」

「え……？」

　耐えられない、というのは、一体どういう意味だ……？

「い、いえそのっ！　わたし、いちゃついてるカップルとか見ると勝手に男同士に脳内変換しちゃう思考回路の持ち主で！　もはや腐女子もここまでくると特とく殊しゆ能力の域？　みたいな！」

　酷く慌てた様子でそう言いながら、俺の手から自身の描いた絵を奪うばい返す桜井さん。

「あっ！　そ、そうだ！　デッサンやるんだったら、次こそわたしモデルやりますよっ！」

　彼女は何かを誤ご魔ま化かすかのように、そう続けた。

「あ、でも確かに……俺もデッサンやってみたいかも……」

　三人の絵を見る限り、やはり何も見ないで描かくよりモデルがいた方がうまく描けるみたいだし、純粋にデッサンをやってみたいと思い、そう呟つぶやいた。

「…………え？」

　しかし、そんな俺の発言に、なぜか桜井さんが目を丸くして驚いている。

「丁度良かったわ。私、描いてみたいポーズがあったの。女の子がスカートの裾すそを両手で持って挨あい拶さつしているというポーズなのだけれど……」

　本城さんが立ち上がって、桜井さんに取って欲しいポーズの指導を始める。

「え……え……ソ、ソロのポーズなんですか……？　その、ラブシーンとかじゃ……」

「制服がスカートだから丁度良かったわ。このへんをつまんで、ちょっと腰こしを屈かがめて、片足は後ろに引いて……そうそう、そんな感じよ」

　桜井さんは本城さんに言われるがままのポーズをとって、そのまま俺たちのためにデッサンのモデルを務めてくれた。しかし……ずっと何か言いたげな表情だったように見えたのは、俺の気のせいだったのだろうか……？

　しかし、ただでさえ短い制服のスカートの裾をつまんでいるというポーズのため、かなり上の方までスカートが上がっていて、桜井さんの太ももが露ろ出しゆつされてしまっており、嫌いやでも目がいってしまう。

「あら、柏田さん、筆が止まってますよ？」

「!?」

　気付くと、先ほどまで本城さんや恋ヶ崎にデッサンの指導をしていたムラサキさんが、俺のすぐ後ろから俺の絵を見ていた。

「い、いや～……女の子の全身なんて描き慣れないもんで……」

　桜井さんのスカートの下の太ももに目を奪われていたことなど勿もち論ろん言えず、必死で誤魔化す。

「描き慣れない……そうですか？　その割には、デッサン描けてますよ？　柏田さん、実は結構絵が描ける方の人だったんですね？」

「えっ……!?　そ、そうですか……!?」

　ムラサキさんの言葉に少し嬉しくなる。絵が上手い人に褒ほめてもらえるというのは素直に嬉しいものだ。確かに俺は、中学の頃ころ、まさに桜井さんのような巨……スタイルのいい美少女の絵ばかり描いていたため、巨にゅ……スタイルのいい女の子の絵は多少描き慣れていると思う。

「余計な口出しをさせて頂くと……このへんは、もう少しこう……」

「……!?」

　次の瞬しゆん間かん、突とつ然ぜんムラサキさんが俺の後ろから、シャープペンを握にぎる俺の右手の上に自身の右手をかぶせて、そのままデッサンの指導をしてきた。突とつ如じよ至近距きよ離りに来られた上に手まで触ふれられて、俺の心臓は大きく高鳴る。ムラサキさんの顔がすぐ横にあり、彼女のいい香かおりが漂ただよってきて、もはやデッサンどころではない。

「このへんは、こうですね……腰こし骨ぼねがこのへんにあるので……」

「っ!!」

　俺の背中に、ほんの一瞬……ムラサキさんの胸が当たったのが分かった。恐おそらく、指導に夢中な彼女は気付いていない。

「あら？　柏田さん……手が震ふるえてますよ……？」

「えっ!?　き、気のせいです！　よく分かりました！　あ、ありがとうございます！」

　俺はもはや誤魔化しがきかない程ほどに赤面してしまい、なるべくムラサキさんの方を見ないようにして礼を言った。俺が照れていることに気付いたのか、ふ、とムラサキさんが小さく笑う口元だけが一瞬見えたような気がした。

　気を取り直して、モデルである桜井さんに目をやると……。

「…………!?」

　なぜか彼女は、大きく表情を歪ゆがめて俺の方を見ていた。いや……むしろ睨にらみ付けていた、と言っても過言ではない。

　俺と目があった瞬間、すぐに彼女は視線を逸そらした。

　い、一体何だったんだ……？




　やがて、全員がデッサンを描き終え、ムラサキさんがそれぞれにアドバイスなどをして、一いつ旦たんデッサンの練習を終えて次の段階へ移ることになった。

「それでは、デッサンの練習が終わったところで、次に今回賞に応おう募ぼする漫まん画がのストーリーを考えてみましょう♪」

　ムラサキさんの言葉に、みんなでそれぞれ応募するストーリーを考える。

「皆みなさんが応募するのは、少女漫画誌のようですね。桃さんに雑誌も見せて頂きました。まずは『プロット』……話の骨組みを考えましょう。どんな話を描きたいかネタが浮うかんだら、起承転結を考えます。それが固まったら、次にネームという作業に入ります」

　少女漫画……？　そういえば、昨日桜井さんが俺たちに見せた新人賞は、少女漫画雑誌のものだったな。俺、少女漫画とか描ける気がしないのだが……。

「私はあまり少女漫画に詳くわしいわけではないのですが……桃さんに見せて頂いた雑誌を見る限り、ほとんどの場合、恋れん愛あいの要素が絡からんでくるのが必ひつ須すみたいですね。それから、掲けい載さい作品には明るい話が多かったので、バッドエンドなどはＮＧでしょう。また、少女向けなので激しい性せい描びよう写しやも駄だ目めですね。明るく爽さわやかな、高校生くらいの恋愛ものが好まれるみたいです」

　ムラサキさんが説明した傾けい向こうに当てはまるストーリーの『プロット』とやらを、それぞれ考えることとなった。

「桃さん、既すでにお話を考えてたんですね♪　……なるほど、とってもいいと思いますよ！」

「わー、桃ちゃんの面おも白しろそう～！」

「……そ、そうかしら？　ありきたりな話だと私は思うけど……」

　まず、真っ先に恋ヶ崎のプロットが固まってきたようだ。あいつ、少女漫画好きだし、物語を考えるのは割と得意みたいだもんな……。

「あら、小豆さんのお話も面白そうですよ！　普ふ通つうの女子高生と男子高校生ではないというところが、味があっていいですね♪」

「こういう話だったら、リアルなのが描けるかな、って思って……」

　恋ヶ崎に続いて、桜井さんもネタが固まったようだ。

「そうですね、ではこの話に起承転結を付けてみましょう♪」

「あれ？　小豆ちゃん、普通に男女の恋の話でいいの？　てっきり男同士のラブストーリーでも描くのかと思った」

「ちょ!?　もっ、桃ちゃん！　何言ってんの！　そんなの、描くわけないでしょ!?」

　桜井さんは恋ヶ崎の発言に慌あわてた様子で、なぜか俺の方をチラチラと見てくる。

　さすがに少女漫画でＢＬを描くことはしないんだな……。でも、なんで俺の方を気にしているのだろうか……？

「本城さんのお話も素す敵てきですね！　ただ、投とう稿こう作なのでページ数も限られてますし、もう少し設定を削けずってすっきりさせた方が良いかもしれません」

「は、はい……分かりました！」

　本城さんが、ムラサキさんの意見にかしこまって返事をする。

　本城さんまでネタが決まったのか……。残るは俺だけだが……ぶっちゃけ、少女漫画のストーリーなんて全く思い浮かばない。

「柏田さん、苦戦なさってるようですね？」

　シャープペンを机の上に置いたまま固まっている俺の前に、ムラサキさんがやってきた。

　先ほどは背後から指導されたのでまじまじと見ることができなかったが、改めて至近距離で正面から彼女の姿を見ると、大きく動どう揺ようしてしまう。うちの学校の制服に身を包んだ彼女は……とにかくエロいのだ。絶対このブラウス、胸がきついんだろうな……なんて思って一瞬胸を直視してしまったが、慌てて彼女の胸から顔に視線を移す。すると、ムラサキさんはなぜか少し恥はずかしそうにしつつも口元が緩ゆるんでいた。胸を見ていたことがバレてる……わけじゃないよな……？

「柏田さん……全く何も思い浮かばないんですか？」

「はあ、少女漫画なんてあんまり読まないもんで……。何かいいネタ考えてくれませんか？」

　あまりに何も思い浮かばなかったので、丸投げしてみた。

「あら、私がリクエストしていいんですか？　それじゃあ……」

　てっきり、人に考えさせては意味がないですよ、なんて諭さとされるかと思ったのだが、彼女は俺のネタを真しん剣けんに考え始めてしまった。

「……決まりました。主人公は成人向け同人作家の女子大生で、知り合いの童どう貞てい男子高校生に片かた想おもい中」

「…………はあっ!?」

　ムラサキさんの口から、とんでもないキャラ設定が飛び出した。

「男子高校生に泊とまりがけで成人向けの原稿のアシスタントをやってもらってる最中に、つい主人公の気持ちが高ぶってしまい……『この原稿に描いてあること、今から二人でやってみませんか……？』『な!?　駄目ですよ～！　締しめ切りに間に合わなくなっちゃいますって！』嫌がる男子高校生を、主人公は無理矢理……」

「どこの安いエロ漫画ですかっ!?」

　思わず声を大にして突つっ込んだ。

「だいたい、少女漫画だから性描写は駄目、ってさっき自分で言ってたじゃないですかっ!!」

「あら、そうでしたね。じゃあ柏田さんだけ投稿先を青年誌に変へん更こうするということで」

「俺今のネタで決定なんですか!?」

「あ、青年誌じゃなくて『成年誌』の方が宜よろしいですか？」

「分かりました！　自力で考えます！」

　ムラサキさんのとんでもない発言に、俺が突っ込み疲つかれていると……。

「せんせ……じゃなかった、ムラサキさん！　起承転結考えたから見て下さいっ！」

　桜井さんがすごい勢いで手を挙げて、先生……ではなくムラサキさんを呼んだ。

「は～い、今行きます♪」

　桜井さん、すごいやる気だなあ……と思って、不意に彼女の顔を見ると……。

「…………？」

　なぜか、彼女は不ふ機き嫌げんそうに俺の顔を見ていた。いや……睨んでいた。一体なぜさっきから彼女は、ちょいちょい俺を睨んでくるんだ……？　俺、桜井さんを怒おこらせるようなこと何かしたっけ……？




　やがて、俺のネタが考えつかない状態のまま、下校時刻のチャイムが鳴ってしまった。

「ムラサキさん、今日はありがとうございました！」

　恋ヶ崎がムラサキさんに礼を言う。

「いいえ♪　すっごく楽しかったです」

「後は、今日考えたネタを元に、みんなでネームっていうのを描かいてみます！」

「ええ、私で良ければまたいつでも教えますから、呼んで下さいね♪　まずは完成させることが大事ですから、皆さん、頑がん張ばって是ぜ非ひとも完成させて下さいね！」




「さ、桜井さん、どういう話描くか決まったの!?」

　帰り道、なぜか理由は分からないが桜井さんを怒らせているという自覚があったので、とにかくどうにかしなければと思い、彼女に声をかけた。

「え!?　い、一応……決まりましたけど……」

「え、どんな……」

「柏田君は、同人作家と童貞高校生のエロ漫まん画が描かくんですよねっ!?」

　俺がどんな話？　と聞こうとした声を遮さえぎって、桜井さんがそんなことを言い出した。

「は、はああ!?　な、何言って……」

　さっきのムラサキさんとの会話、聞かれてたのか……。それにしても、なんでそんなこと言ってくるんだ？　彼女の顔を見ると、相変わらず不機嫌そうだった。

「さ、桜井さん、何か怒ってる？」

「え!?　べ、別に……怒ってなんかないですよ!?」

　言葉と態度がまるで食い違ちがっている彼女に、戸と惑まどってしまう。

「い、いや～でも桜井さん絵上手だし、漫画の完成が楽しみだな～！　描けたら絶対見せてよ！」

「え？　そ、そんな……。……じゃ、じゃあ漫画、完成したら見て下さいね……！」

　桜井さんは恥ずかしそうに、でも少しだけ嬉うれしそうに言う。

　帰り道に話しているうちにいつの間にか桜井さんの機嫌が直ったようなので、俺は内心ほっとした。




　それから数回の部活を経て、家や部室でひたすら原稿を進め、俺たちはようやく原稿を完成させた。その間、ムラサキさんが再度制服姿で部室に指導しに来てくれたこともあった。

　俺は結局、ギリギリまで考えたが少女漫画らしいラブストーリーなど全く思い浮かばず、部活内で定めた締め切りの一週間前になって慌てて、投稿先の少女漫画雑誌に掲載されていたギャグ漫画を参考に、ほのぼの４コマ漫画（計五ページ）を描き上げた。




　その日は、部室にてみんなで原稿を見せ合おうということになっていた。俺は、自分の原稿を他の部員に見せるのも、他の部員の原稿を見るのも初めてだ。

「じゃあまず、私の原稿から……」

　本城さんが、自信たっぷりに自分の原稿を封ふう筒とうから取り出した。

　一人ずつ順番に本城さんの原稿を読んでいく。

「うわあ、すごい画面綺き麗れい……」

　桜井さんが感想を漏もらす。

「当然よ。トーンなどの画面処理にはとても手間をかけたもの。ムラサキお姉様にもたくさんコツを教えて頂いて……」

「ムラサキお姉様!?」

　本城さんのムラサキさんに対する驚きよう愕がくの呼び方に、俺たち三人は一いつ斉せいに反応した。

「……あの方は、画力も素す晴ばらしい上に、教え方も上う手まいし、見た目も美しく気品もあって物もの腰ごしも優ゆう雅がで……私わたくしがお姉様と呼ぶに相応ふさわしいお方だわ」

　本城さんはうっとりとした表情でそんなことを言い出した。本城さん……ムラサキさんの前ではいつもかしこまっていたから、年上には礼れい儀ぎをわきまえる人なのかと思っていたが……そういうわけではなく、ムラサキさんにそんな憧あこがれのような感情を抱いだいていたなんて……正直驚おどろいた。本城さんが人を全面的に認めて褒ほめちぎるところなんて、初めて見たからな。

　本城さんの原稿は、確かに桜井さんの言う通り画面処理が綺麗で、絵も完成度が高く、特に人物の顔などはとても綺麗に描けていたのだが……いかんせん、物語がまったく意味不明だった。話の展開がさっぱり理解できないし、ポエムのようなものがところどころに入っているのだが、それがなんともうざったい。そういえば、ムラサキさんが部活に来たとき、本城さんに何度か『もう少しモノローグを減らした方がすっきりすると思いますよ』とか『もう少しストーリーを読者に分かりやすくした方が評価も良くなると思いますよ』などとやんわり注意していた気がするが、それらを聞き入れてもまだこれなのか、もしくは完全に無視したのか……。どちらにせよ、絵は割と綺麗に描けているだけに、とてももったいない。

「なんか……超ちよう自己満って感じで、全っ然理解できないんだけど……」

　どうやら恋ヶ崎も、俺と同じような感想を抱いたようだ。

「……ふっ。可か哀わい想そうな人ね……このハイセンスな漫画を理解できないだなんて……」

　しかし本城さんは全く気にする様子など見せず、むしろ勝ち誇ほこったかのような表情で笑う。

「じゃあ次、あたしの原稿見せるね」

　続いて、恋ヶ崎が自分の原稿を取り出した。

　恋ヶ崎の原稿に目を通す。……最初に奴やつの絵を見たときよりは大分画力が上がっていたものの、まだまだ画力不足で、とてもじゃないが賞に入れるレベルではないと感じた。

　話を追っていくと……高校の入学式の日に、主人公の女が爽さわやかなイケメンに一ひと目め惚ぼれし、しかしイケメンは実はオタクで、主人公はイケメンのためにオタクになろうと努力して……って、これ……まんま恋ヶ崎と鈴木のことじゃねえかっ!?　過去に恋ヶ崎が好きな少女漫画の同人誌を描いたとき、二次創作なのに原作レイプして書いてきた小説……（俺が没ぼつにした）と、ほとんど同じ内容である。

「すごい！　少女漫画っぽくて素す敵てきなお話だねえ～」

　そうとも知らない桜井さんは、手放しで恋ヶ崎の漫画を褒めた。恋ヶ崎は嬉しそうにヘラヘラしている。まあ今回はオリジナル作品だから、自分をモデルにしても特に問題はないので、同人誌のときのように批判するのはやめておくか……。

「話以前の問題として……画力が低すぎてものすごく読みにくいのだけれど……」

　本城さんが漏らした感想は、確かに正しかった。恋ヶ崎はその言葉にむっとして、本城さんの手から自分の原稿をもぎ取った。

「じゃあ次、わたしの原稿です……」

　続いて、桜井さんが原稿を取り出す。

　桜井さんの原稿は、とても画力のレベルが高かった。

　順に話を読んでいくと……オタク男子とオタク女子の恋れん愛あいの話で、二人で一いつ緒しよにコスプレしてスタジオで撮さつ影えいしたり、池いけ袋ぶくろにデートへ行ったりと、桜井さんの普ふ段だんのオタク的活動が漫画内にふんだんに盛り込まれており、とてもリアルな内容になっていた。

　……あれ？　気のせいだろうか、これって、身に覚えがあるような……。……そうか、桜井さんは実際に体験したことをモデルにしているのか。コスプレスタジオ撮影も池袋デートも、実際に俺と行ったもんな。主人公の女の子も、気持ち桜井さんに似ている気がする。だが、この漫画の相手役の男は俺に似ても似つかないイケメンなので、相手役だけは一いつ切さい関係ないのだろう。当たり前だ。この漫画の主人公の女の子と違って、桜井さんは俺のことなど好きじゃないのだから。

「わーすごーい！　超上手いじゃん！　話も面おも白しろいよ！」

「こ……これは……確かに、なかなか……いいところまでいくかもしれないわね……私の原稿には及およばないけれど……」

「ほんと!?　あ、ありがとう……！」

　恋ヶ崎と本城さんがそれぞれ桜井さんの原稿を褒める。

　気づくと、桜井さんが俺の顔をじっと見ていた。心なしか、顔が赤い気がする。

「うん、すごい……リアルだし、面白いよ！」

　俺も彼女に感想を伝える。それはお世辞などではなく、正直な気持ちだった。

「……あれ……気づいてない……？」

「え？　今なんか言った？」

「い、いえ！　何でもないです！　あ、ありがとうございます……！」

　桜井さんは俺の言葉に、顔を赤くしたまま礼を言った。

「じゃ次、柏田」

「ああ……」

　俺は自分の原げん稿こうを三人に渡わたした。

　その途と端たん、桜井さんが俺の原稿から顔を背そむける。

　今まで原稿を褒められてご機嫌な様子だったっていうのに、急に険しい表情になった。

　一体どうしたんだ……？　そんなに俺の原稿、見たくないのか……？　一体なぜ……!?　一応下手なりにも一生懸けん命めい描いた原稿なので、彼女の反応に軽く凹へこむ。

「何これ、超寒っ……」

　次の瞬しゆん間かん、恋ヶ崎のそんなセリフが俺の耳に入ってきた。

「えっ……？」

　寒い……？　そ、それはもしや、俺の原稿に対する感想か……？

「恋ヶ崎さんと同意見なんて不本意だけれど……くだらなすぎて寒気がするわ……」

　続いて、本城さんも呆あきれた様子でそんな言葉を口にする。

　二人の容よう赦しやない辛から口くちな感想に、俺は更さらにショックを受けた。

　さ、寒い……!?　くだらない……!?　やっぱりこの原稿、つまらないのか……？

　ボケモンを描くのが得意だというところを生かして、俺はボケモンのような可愛かわいらしいモンスターたちが繰くり広げるほのぼの４コマギャグ漫画を描いたのだが……まさか、ここまで厳しくネタを批判されるとは……。俺は他の三人と違ってギリギリまでネタが決まらなかったために、ムラサキさんに見てもらうことができず、考えたネタをそのまま何も直さずに原稿に起こしてしまった。原稿にする前に、ムラサキさんや他の三人に見てもらって修正したりすれば、もう少しまともな漫画ができたかもしれない……。

「寒い、って……柏田君の漫画って、女子大生同人作家と童どう貞てい男子高校生のエッチな漫画じゃあなかったんですか……？」

　まだ俺の原稿を読んでいない桜井さんが、本城さんから俺の原稿を受け取りながら言う。

「えぇっ!?　そ、そんな漫画、描くわけないじゃん！」

　桜井さんの言葉を、慌あわてて否定する。桜井さんは、ムラサキさんに言われたエロ漫画の内容を、俺が本当に描いたと思っていたのか……!?

「え!?　か、描いてないんですか……？　ムラサキさんにそういう漫画を描くように言われてるのを聞いたので、てっきりそういうのを描いてるんだと思ってたんですけど……。毎回部活の度たびに苦く悩のうしながら原稿進めてたし、ムラサキさんのお願いだから苦戦しながらも頑がん張ばって描いてるんだろうな、って思って……」

「そんな馬ば鹿かな！　俺が描いたのは全然関係ない健全なギャグ漫画だよ!?」

「え……？　そ、そうだったんですか……？　……な、なんだあ……」

　桜井さんはなぜかほっとしたような表情を浮うかべて、俺の原稿を読み始めた。

　なんてとんでもない誤解をしていたんだ彼女は……!?　彼女は部活中、恋ヶ崎や本城さんの漫画の原稿には興味津しん々しんだったのに、俺の漫画の内容には一切触ふれてこなかったので、俺の漫画には興味がないのだろうな、と密ひそかに凹んでいたのだが……それってもしや、俺がエロ漫画を描いてると思い込んでいたからなのか……？

　桜井さんはじっくりと俺の原稿を読んだ後、俺に笑え顔がおを向けた。

「ほのぼのしてていいと思いますよ！　モンスターも可愛らしいですしっ！」

　唯ゆい一いつ桜井さんだけが俺の原稿を褒めてくれて、お世辞だったとしても、俺はものすごく救われた気分になった。

「晴れてみんな原稿が完成したことだし、実際に投稿してみましょう！」

　その後、一応四人で賞に応おう募ぼすることになったが、漫画に関してド素人しろうとの俺たちが付け焼き刃ばで完成させた漫まん画が原稿が賞に入るなんて、まずないだろうと俺は思い込んでいた。




　それから数週間が経過し……原稿を送ったことすら忘れて日々を過ごしていた頃ころ、家に『評価シート』なるものが送られてきた。

　そういえば、投稿者全員に編集部の人か何かが作った『評価シート』が、応募原稿と一緒に返へん却きやくされるって話だったのを思い出す。中身を確かく認にんすると……当然ながら、結果は『選外』。画力の項こう目もくもストーリーの項目も、ほとんどが最低評価である『評価Ｄ（もっと頑張りましょう）』に印がついていた。総評を読むと……『ギャグセンスをもっと磨みがきましょう』『ギャグは向いてないのでは？』『ギャグ漫画を描くにはセンス、才能が必要不可欠。ストーリー漫画に転向することも視野に入れてみては？』……どんだけギャグに向いてないんだよ俺!?　子供相手ということで優やさしい口調ではあるが、内容自体は酷ひどく辛口な批評に、俺は少なからず凹んだ。

　全員で評価シートを見せ合おうという話になっていたので、次の部活動日、学校に評価シートを持って行く。こんな散々な評価シート、本当は誰だれにも見せたくないのだが……。




「あーっはっはっは！　ああ可お笑かしい！　恋ヶ崎さん貴方あなた、絵の項目が全すべて『評価Ｄ』じゃない！　総評も、『とにかく絵を頑張ろう！』『まずは人の真ま似ねをして練習するところから始めよう！』……ですって！　基本の基本もできてない原稿が届いて、編集部の方々もさぞかし困ったでしょうねえ～!?」

「……うっ、うるさいなあ！　そういう本城さんだって、あたしと同じ『選外』じゃん！　『まずは、読者に分かりやすい話作りを心がけよう！』だって！　基本の基本もできてないって、本城さんの漫画の方がよっぽどそうなんじゃん!?」

　放課後、パソコン室に入ると、すぐにそんな言い争いが聞こえてきた。

　……そうか、恋ヶ崎も本城さんも俺と同じ『選外』だったのか……。少し安心したな……。

　二人に見せろと言われたので、半ば強制的に俺の評価シートを見せた。

「うわー良かった～！　あたしの評価シート、柏田のよりはまだマシかも……」

「なっ……なんだと……!?」

　恋ヶ崎が俺の評価シートを見て安あん堵どの表情を浮かべたので、逆に俺が青くなる。あの絵がめちゃめちゃな恋ヶ崎の原稿より、俺の方が評価が低いだと……!?

　そんなとき、パソコン室の扉とびらが開いて桜井さんが入って来た。

「あら桜井さん……貴方の原稿の評価シート、一体どうだったの？　やはり、選外……」

「はい、わたしの評価シート……『もう一歩賞』でした！」

　桜井さんは嬉うれしそうに評価シートを鞄かばんから取り出すと、俺たちに見せた。

　そこには、確かに『もう一歩賞』の文字と、『賞金一万円授じゆ与よ』の文字があった。

「えぇ!?　すごい……！　ま、まさか、賞に入るなんて……！」

　桜井さんの評価シートを見て、素す直なおに感動する。最低ランクである『評価Ｄ』だらけの俺たちの評価シートと違ちがって、桜井さんの評価シートには『評価Ｃ』や『評価Ｂ』の文字がちらほらあった。特に、ストーリーの面が評価されているようだ。総評には、『オタクの男女のリアルな描びよう写しやがいいですね』『王道ながら、キュンとできるストーリーが作れています』とあった。

「すごーいっ！　すごいよ小豆ちゃん！」

「なっ……私わたくしの作品が選外だったっていうのに……」

　恋ヶ崎や本城さんが驚おどろく様子を見て、桜井さんは恥はずかしそうな笑顔を浮かべる。

「『特に、オタク女子の恋こい心ごころが、リアルに描けています』だって……」

　恋ヶ崎が、総評の一部を読み上げた。

　……気付くとなぜか……桜井さんは俺の顔をじっと見ている。

「柏田君の……おかげ……ですかね……」

「……えっ!?」

　彼女はとても小さな声で何かを呟つぶやいたのだが、よく聞き取れなかった。

「……いえ、何でもありません」

　いたずらっぽく笑う彼女は、その後何度聞き返しても、そのときなんて言ったのかを教えてはくれなかった。
















　十二月某ぼう日じつ。

「すごい……ここが、『あの星』の聖地、『定じよう林りん寺じ』……」

　桜さくら井いさんが目の前の寺を見上げ、うっとりと言う。

　俺たち『エンタメ部』は、埼さい玉たま県の某所に来ていた。

「わー、アニメに出てきたのまんまじゃん！」

　続いて恋こいヶが崎さきも、目を輝かがやかせた。

「……きゃっ」

　だが次の瞬間、風に煽あおられて傘かさが飛ばされそうになり、恋ヶ崎は寺どころではなくなったようだ。

　ものすごい音を立てて、降りしきる豪ごう雨う。絶えず襲おそってくる強風。

「せっかくここまで来たのに、これじゃまるで台風だよ……」

　鈴すず木きががっくりと肩かたを落とす。

「ちょっと、雷かみなりまで鳴ってるわよ!?　もう移動しましょう！」

　遠くで鳴った雷の音に本ほん城じようさんが反応する。

「はあ……」

　俺たちは一いつ斉せいにため息をついてから、仕方なく『定林寺』を後にした。




　俺たちがこんなところへ来ている理由は、二週間前に遡さかのぼる。







「ねー見て見て！　借りて来ちゃった！」

　ある日の放課後。部室であるパソコン室にやって来た恋ヶ崎は、上じよう機き嫌げんでとあるＤＶＤを俺たちに見せつけてきた。

「あっ、『あの星』!?　すごい人気だよね！　わたし見たことないんだけど、そのうち見たいなーって思ってたんだ！」

　それは、『あの日見た星に僕達で名前を付けよう』（通つう称しよう、『あの星』）という人気アニメのＤＶＤだった。二年前に放映して、今でも根強い人気があり、少し前に劇場版も公開していた。俺は放映当時リアルタイムで見ており、最終回で号泣したのをよく覚えている。

「鈴木君のツイッターに『今まで食わず嫌ぎらいしてた『あの星』とかいうアニメを見た結果…………泣いた。号泣した。めいこおおおおおおおおお!!』ってツイートがあって気になっちゃって！」

「ああ……」

　そういえば鈴木最近、今いま更さら『あの星』にハマってたな。まあ、そのおかげでソーシャルゲーム『アイドルガールズ』に対する熱が収まってきたみたいだから良かったけどさ。

　ちなみに、今日も鈴木は『アイドルガールズ』に課金した金を立て替かえてくれたお姉さんへの借金を返済するため、バイトへ行っている。

「じゃ、早さつ速そく見てみよ！」

　恋ヶ崎がパソコンのドライバーにＤＶＤを入れて視し聴ちようの準備を始める。

「……あ、本城さんも一いつ緒しよに見ましょうよ！」

　そこで桜井さんが、俺たちから少し離はなれたところに座って、一人イヤホンをつけてパソコン画面に熱中している本城さんに声をかけた。……桜井さん、相変わらず、気き遣づかいのできる子だなあ……。

　本城さんは声に気付き、イヤホンを外してこちらを見る。

「……何かしら？」

「『あの星』ってアニメのＤＶＤこれから見るんです！　本城さんも一緒にどうですか!?」

「『あの星』……？　ああ、あの有名なお涙なみだ頂ちよう戴だいアニメ？　やたら泣ける泣けるってゴリ押しが酷くてあそこまでステルスマーケティングされると逆に見る気がなくなるわ。第一に私わたくし、ああいう安易に泣かせようとしてくる作品苦手なのよ」

　フン、と鼻を鳴らして、なぜか得意げに本城さんは言い切る。

「あ、あはは……そ、そうですか……」

　さすがにそこまでディスられてはもう誘さそう気をなくしたようで、桜井さんは苦笑いを浮かべて引き下がった。評判聞いただけでそこまで批判するって、ある意味すごいな……。

　俺も久々に見てみたくなったので、パソコンから少し離れたところに椅い子すを並べて、恋ヶ崎と桜井さんと俺の三人で、『あの星』のＤＶＤ第一巻を見ることになった。




　　　　＊




「うわーっ何これ！　めっちゃいい話っぽいじゃん！　しかもＥＤも超ちよういい！」

　第一話を見終わって、恋ヶ崎が感想を口にする。

　恋ヶ崎がアニメを褒ほめるなんて珍めずらしい……。でも確かに『あの星』はいい意味であんまりオタク臭くさくないというか、オタク以外の一いつ般ぱん人の視聴者にも評判良かったみたいだから、恋ヶ崎も抵てい抗こうなく見ることができたのかもしれないな。

「ほんと！　すごく面おも白しろかったし、続き気になる～！　でもこれ、一巻は一話しか入ってないんだよね？」

「あ、三巻まで借りてきたから続き見られるよ！」

「ほんと!?　やった！　桃ももちゃん最高──っ！」

　それから続けて、二話と三話が収録された二巻と、四話と五話が収録された三巻を見たところで、ちょうど下校時刻になった。

「やばい、超面白いじゃんこれ！　あたしアニメにこんなに夢中になったのなんて初めてかも！」

「うん、既すでにすごい切ない……。っていうかこんないいところで終わりなんて……続きすごく気になるよ～！」

　恋ヶ崎と桜井さんは、完全に『あの星』に夢中になっているようだ。

「あっそうだ小豆あずきちゃん！　この後ＴＳＵＴＡＹＡで続き借りて、うちで一緒に見ない!?　そしたら、ＰＣよりもっとちゃんとした大きいテレビで見られるし！」

「えっいいの!?　見たーい！」

　帰り支じ度たくをしながら、そんな会話で二人は盛り上がっている。

「ふ、ふん……どれだけ単純な人間なのかしらね……」

　そこへ、本城さんが近付いてきて『あの星』のＤＶＤを手に取った。

「……そんなに、面白いっていうの……？」

　ＤＶＤを見つめながらポツリと呟く。さっきまであんなに貶けなしていたのに、もしかして、二人のハマりっぷりを見て気になりだしたのだろうか？

「なーに、本城さん。さっきあんなにディスってたくせに今更気になってんの～？」

「なっ……!?」

　恋ヶ崎が意地の悪い笑えみを浮うかべて、本城さんを問い詰つめる。

「すごく良かったですよ！　良かったら本城さんも是ぜ非ひ……」

「だ、誰だれも気になってなんかいないわ！」

　確実に気になってるっぽいが、恋ヶ崎があんな言い方するから、素す直なおになれないんだろうなあ……。

「絶対面白いから本城さんもハマると思うんですけど……」

「も、もう……しつこいわね！　私は絶対に見ないわ！」

　ああ、もう完全に意地になってる……。

「あ……そうだ！　じゃあ、良かったら、本城さんこのＤＶＤを返しておいてくれませんか？　桃ちゃん、このＤＶＤって学校の近くのＴＳＵＴＡＹＡでレンタルしたんだよね？」

「え!?　う、うん……」

「まだ返へん却きやく期限まで日数あるよね？」

「え？　あ、うん……。五泊はく六日だからあと五日くらいはあるけど……？」

　桜井さんはＤＶＤを専用の袋ふくろへ入れると、本城さんへと差し出した。

「なっ……ど、どうしてこの私が恋ヶ崎さんのパシリのような真ま似ねを……」

「ね、お願いします、本城さん！」

　桜井さんは半ば強ごう引いんにＤＶＤを本城さんへと押しつける。

「……ふ、ふんっ……わ、分かったわ。そこまで言うのなら……仕方ないわね！」

　本城さんはやっと桜井さんからＤＶＤを受け取ると、一人颯さつ爽そうとパソコン室を後にした。

「小豆ちゃん……？　別にこれからうちらでＴＳＵＴＡＹＡ行くんだから、わざわざ本城さんに返してきてもらう必要なんてなかったんだけど……」

「本城さん、絶対『あの星』気になってたよ！　視聴中もチラチラこっち見てたし、本当は見たかったんだと思う！」

　桜井さんは嬉うれしそうに言い切った。やっぱり、本城さんにＤＶＤを見せるために返却を頼たのんだりしたのか……。やっぱり桜井さんって、優やさしいよなあ。俺たちに敵意剝むき出しな本城さんにまで、あんな風に気を遣つかってあげるなんて……。

　それから三人で下校し、ＴＳＵＴＡＹＡに寄ってからその後恋ヶ崎の家で『あの星』ＤＶＤ鑑かん賞しよう会をやる、と言う恋ヶ崎と桜井さんの二人と別れ、俺は帰宅した。




　そして、次のエンタメ部活動日。

「も～～～『あの星』、最終回めっちゃ泣いた！」

「わたしも、特にあのラストのめいこの……」

「ああ、あそこ、俺もリアタイで見てすげー泣いたよ！」

　恋ヶ崎と桜井さんはどうやら、『あの星』を最終回まで見てすっかりハマったようだ。

　俺と恋ヶ崎と桜井さんで『あの星』トークに花を咲さかせていると、部室の扉とびらが開いて本城さんが姿を現した。

「……？　本城さん、なんか目の下めちゃ赤くない？」

「べ、別に……そんなこと……」

　恋ヶ崎に指し摘てきされ、本城さんは酷ひどく慌あわてている。確かに、彼女の目の下は赤く腫はれていた。

「なんか……泣きはらした後、って感じの顔ですね……!?」

　桜井さんがニヤニヤしながら、本城さんへと近付く。

「……！　だ、誰も泣いてなんかいなくてよ!?」

　本城さんは慌てた様子で、目元を手で覆おおって隠かくした。

　……もしや、本城さんも『あの星』を見て泣いたのか……？

「おはよ～っ！」

　再び部室の扉が開いて、そこには久々に部活へやってきた鈴木の姿があった。

「お前、今日はバイトないのか？」

「うん！　もうすぐ姉貴に借金完済できるから、今までよりバイト減らしたんだ！　これからはちゃんとこの部活にも来られるよ！」

　その言葉を聞いて、恋ヶ崎が嬉しそうな表情を浮かべた。

「ところでさ……今、パソコン室の中から『あの星』の話してるのが聞こえた気がするんだけど……」

　鈴木が興味津しん々しんに俺たちに向かって尋たずねる。

「あ、ああ……。最近『あの星』のＤＶＤ部室で見てさ。みんなハマったみたいだぜ」

「えっマジで!?　俺がいない間にいつの間に!?」

「ああ、恋ヶ崎も泣いたってさ」

　せっかくの鈴木と打ち解けるチャンスなので、恋ヶ崎に話を振ふってやる。

「……っ！　あ、は、はい！　最終回すごい号泣しました！　めっちゃ切なくて……」

「だよねー！　俺もすげえ泣いた！」

　鈴木に共感してもらえて、恋ヶ崎はとても嬉しそうにしている。

「俺さ、今度『あの星』の聖地巡じゆん礼れいしようと思ってて！」

「聖地巡礼……!?」

　俺たちは一いつ斉せいに鈴木の言葉に反応した。

「……って確か、作品の舞ぶ台たいになった場所に実際に行ってみる、っていう……？」

　恋ヶ崎が呟つぶやく。以前桜井さんに教えてもらったのを覚えていたようだ。

「そう！　あの橋とか寺とか、実際にあるみたいだよ！」

「え……あれって、実際の場所がモデルなの……？」

　鈴木の言葉に恋ヶ崎は驚いている。

「埼玉の秩ちち父ぶだから、そんなに遠くないしさ！　みんなもハマってるんだったら、一緒に行こうよ！」

「あ、あたしも行ってみたい！　……です！」

「すっごく楽しそうですね～！」

「確かに、実際に見てみたいな……」

　俺も行ってみたいと思ったので、鈴木の意見に賛同した。

「じゃあ、今度のエンタメ部の活動は、みんなで『聖地巡礼』をする……ってことでオッケーですか!?　校外活動、ってことで！」

「いいねー！」

　一気に話が盛り上がり、こうして俺たちは『エンタメ部』の活動として、アニメ『あの星』の聖地巡礼をすることとなった。

「ふ、ふんっ……部活動の一いつ環かんということだったら、仕方ないわね……」

「別に行きたくないんだったら無理して行かなくてもいいよ？　本城さん」

「ちょっと桃ちゃん！　そんなこと言っちゃだめ！　せっかくの校外活動なんだから、部員みんなで行かないとつまんないからね！」

　本城さんが聖地巡礼をすることになってやけに嬉しそうにしていたので、やっぱり彼女は『あの星』のＤＶＤを見てハマったのだろう、と密ひそかに俺は確信した。







　それから約二週間後の土曜日。

　俺たちは午前十時に埼玉県の西武鉄道飯はん能のう駅に集まった。

　それ程ほど遠くもないため日帰りで行くことも可能だったようだが、せっかくなので泊とまりがけで行こうということになり、民宿を予約した。いい旅館も結構あったのだが、俺たち高校生はそんなに金に余よ裕ゆうもないため、金銭的に優しい民宿が一番いいだろうということになった。

「なんか天気あんまり良くないですね……雨降らないといいですけど……」

　駅のホームで空を見上げながら不安げに呟く桜井さん。

　やがて電車が来たので、西武秩父線へと乗り込み、西武秩父駅へと向かう。特急で早く行くことも可能らしいが、この西武秩父線も作品に出てきた聖地の一つのようなので、せっかくなのでこの電車で行くことにしたのだ。

「これってゆきあつとつるこが乗ってた電車だよね!?」

「写メっちゃお～！」

　電車に乗り込むなり、恋ヶ崎と桜井さんがはしゃぎ出す。

「カッシー、ゆきあつのポーズの真似して！　写メ撮とるから！」

「えぇ!?　覚えてねえよ、お前がやれよ！　ほら、撮ってやるから」

　それにしても、みんなすごいテンションの高さである。まだ電車の時点だってのに……。果たしてこのテンションを明日まで保ち続けられるのだろうか？

「ちょっと貴方あなたたち、あまり五う月る蠅さいと周りの乗客に迷めい惑わくじゃないの」

　隣となりに座る本城さんが、一人冷静にみんなを注意した。まあ、連中はほとんど聞いちゃいないのだが……。ふいに彼女の方に視線を向けると、彼女は持参したｉＰａｄに『あの星』のアニメのキャプチャー画像を保存しているらしく、画面と実物の電車内を真しん剣けんに見比べている。

「すごい、今日行くとこの画像全部ｉＰａｄに入れてきたの……？」

　俺はつい感心して本城さんのｉＰａｄを覗のぞき込んだ。

「……っ!?　ちょっと、びっくりするじゃない！　いきなり……」

　本城さんは驚いて俺から身体からだを遠ざける。

「えっ!?　あ、ご、ごめん……つい……」

「……ふっ。そんなに見たいのなら見せて差し上げても宜よろしくてよ？　これが秩父駅、旧秩父橋、けやき公園、定林寺……」

　得意げにｉＰａｄの画面を見せつけてくる本城さん。そういえば、彼女とこんな風に親しげに話すのは初めてかもしれない……。

「おーすごい！　今日全部回れるといいね！」

「当然じゃないの。絶対全部回ってみせるわ！」

　えらくご機き嫌げんな本城さんだが、もう『あの星』にハマってることを隠すのは諦あきらめたのだろうか？

　窓の外に目を向けると、いつの間にか山や川などの自然に溢あふれた景色に変わっていた。いよいよ旅行に来たという雰ふん囲い気きになってきて、俺もテンションが上がってくる。




　西武秩父駅に辿たどり着き、そこでも何枚か記念写真を撮さつ影えいしてから、俺たちは駅の近くの秩父観光情報館へと向かう。そこで「『あの星』聖地巡礼マップ」なるものを入手した。

　駅近くのお土産みやげ屋や食事処どころが並ぶ通り、『仲なか見み世せ通どおり』にあるそば屋へと入り、昼食をとりながら聖地巡礼マップを開いて、今後の予定を話し合うこととなった。

「わー、『旧秩父橋』が駅から一番遠いんですね……結構歩きそう」

　桜井さんが「『あの星』聖地巡礼マップ」を見ながら、難しい顔で呟く。

「え、それってＯＰとかに出てきたあの橋!?　あそこ一番見たいのにー！」

「まあ、無理に一日で見る必要はないから、今日は駅の近くの聖地を見て、明日少し離はなれたところにある聖地を見て回ればいいよ！　俺も橋は絶対見たいし！」

「あ、は……はい！」

　鈴木に声をかけられて、恋ヶ崎は嬉しそうに返事をした。

　鈴木の言葉通り、とりあえず今日は比ひ較かく的駅から近い『羊ひつじ山やま公園』『秩父神社』『けやき公園』『定林寺』などの聖地スポットを見て回ることにして、駅から遠い『旧秩父橋』や主人公の通う学校のモデルとなった『秩父第一中学校』は明日見て回ろう、ということになった。

「げっ……」

　そば屋を出ると、雨が降り出していた。

「わー……ついに降って来ちゃったかあ……」

　恋ヶ崎が手に持つ小さな鞄かばんから折りたたみ傘がさを取り出した。続いて、他のメンバーも次々と折りたたみ傘を開き始める。

「え……みんな傘持ってんの……？」

「当たり前じゃん！　あんたまさか忘れたの!?　今日天気予報で降水確率六十パーだったじゃん！」

　天気予報、見てこなかった……。

「うわー、阿あ呆ほじゃん？」

「……かっ、か、柏かしわ田だ君……もし良かったらわたしの傘に……」

「カッシー！　俺の傘でかいから入れてあげるよー！」

　ん？　桜井さんが小声で何か言った気がするのだが、鈴木の声にかき消されて何も聞こえなかった……。

「！　柏田君と鈴木君の相合い傘……それはそれで素す晴ばらしい……！」

　うっ……今のはバッチリ聞こえてしまったが、できればあまり聞きたくなかったぞ……。

「いや……あのお土産売ってるとこでビニ傘売ってるから買ってくるよ……」




　それから俺たちは、雨の中聖地を回った。『羊山公園』、『秩父神社』、『けやき公園』……他ほかにも、細かいたくさんの聖地スポットを……。




「あっ！　ここも聖地みたいだよ！　『ベルク東町店』だって……」

「えっ!?　こんなところ出てきたっけ!?　覚えてない……」




「この公園は……『羊山公園芝しば桜ざくらの丘おか』……！」

「時期的に仕方ないけれど、一いつ切さい花なんて咲さいてないのね……」

「くしゅん！　雨強くなってきたー。超寒い～！」




　時間が経たつにつれ雨はどんどん激しくなり、寒さのせいであまりゆっくり見て回ることができなくなっていく。その上、デジカメは濡ぬれると壊こわれてしまうおそれがあるため、防水機能のあるケータイやスマホでしか撮影することができない。

『定林寺』についたあたりで風も強くなっていき、ついには雷かみなりまで鳴り始めた。

「きゃあっ！　わ、わたし雷苦手なんです……」

　怯おびえた表情で傘をぎゅっと握にぎりしめる桜井さん。

「……もう、これ以上は無理ね……。明日もあるし、今日はもう宿に行きましょう」

　本城さんは大層落ち込んだ様子で俺たちに告げた。彼女自身も今朝電車の中で「絶対全部回ってみせるわ！」と意気込んでいたのだから、こんなことになってしまって辛つらいのだろうな……。

「そうですね……明日もあることですしね……」

「明日は雨、止やむといいけど……」

　すっかりテンションが落ちてしまった俺たちは、豪ごう雨うの中民宿への道のりをひたすら歩いた。




『定林寺』から五分ほど歩いたところに、俺たちの泊まる民宿はあった。

　民宿へチェックインしてすぐ、このままだと風邪をひいてしまうので、まず風ふ呂ろへ入ろうということになった。

　風呂場は大浴場が一つしかなく、六時半までが男風呂、七時からが女風呂、と時間で区切られているらしい。

「うぅ……寒いからすぐお風呂入りたかったのに……」

「仕方ないよ、桃ちゃん」

　各自荷物を持ってそれぞれ部屋へと移動する。勿もち論ろん、女子三人で一部屋、男子二人で一部屋だ。

　旅行バッグの中から洗面道具とタオルとスウェット上下を取り出して、鈴木と二人早さつ速そく大浴場へ向かった。




「ふ──っ温あつたまる～！」

「あー極ごく楽らくだな～」

　温泉に浸つかり、鈴木と互たがいにジジ臭くさい発言をする。

　散々な一日だったので、今日一番リラックスできた瞬しゆん間かんだった。

「……あ～、これが時間制じゃなかったら、女風呂から『小豆ちゃん胸おっきー！　触さわらせて～！』『や、やめてよ桃ちゃん……』なんて女子のキャッキャウフフな会話が聞こえてきたかもしれないんだがな……」

「えー、いくらなんでも三次元の女子がそんな会話するわけないじゃん、カッシー夢見すぎだよ～」

「うっ……！」

　まさか鈴木にそんな鋭するどい指し摘てきをされるとは思わなかったので、地味に傷ついたぞ。

「あっ……！　俺そろそろ上がんなきゃ！　六時からコバン見ないと！」

「コバン……？　ってアニメの名めい探たん偵ていコバン？　お前あれ見てるのか？」

「今日の回、小お倉ぐらゆう出るらしくてさ！　家でも録画予約してあるけどリアタイでも見たいんだよね！」

　小倉ゆう、とは鈴木が今ハマっているらしい女性声優の名前だ。

「この民宿テレビないぞ……？」

「うん、だからスマホのワンセグで。あ、カッシーはせっかくだからゆっくり入っていきなよ」

「あ、ああ……」

　鈴木は湯船から上がると、慌あわただしく大浴場から出て行った。

　俺は……もう少し入っていくとするかな。民宿に来る機会なんて滅めつ多たにないし、雨で冷えた身体を温泉でゆっくりと温めたい。




　どのくらいの時間が経過したのだろう。さすがに熱くなってきたので風呂から上がろうと思い、立ち上がる。

「……ん……？」

　突とつ如じよ、頭が真っ白になる。ふらついて立っていられなくなり、大浴場の床ゆかへと倒たおれ込んでしまう。

　やばい……上のぼせた……？　……長く入りすぎた……。

　うぅ、だめだ……意識が朦もう朧ろうとしてきた……。




　　　　＊




「あ～ら恋ヶ崎さん、服を脱ぬぐとよりスレンダーな身体なのねえ？　羨うらやましいわぁ～！」

「ちょっ……それって貧乳だって言いたいの!?　本城さんだって、小豆ちゃんに比べたら全然負けてるじゃん！」

「……ん？……」

　聞き覚えのある言い争いの声が、遠くから聞こえてくる。

「……？　どこだ、ここ……？」

　目覚めると、そこは大浴場。そうだ俺、大浴場で上せて……今まで、気を失っていたのか……？

「まあまあ二人とも、お風呂に来てまで喧けん嘩かしない。わたし、先に入ってるよー？」

　……え？　これって桜井さんの声……？

　大浴場の扉とびらの向こうに、人ひと影かげが見える。

　ＹＡＢＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ！

　俺が逃にげようと立ち上がった瞬間……。

「…………え？」

　引き戸が開いて、そこには……。




　一いつ糸しまとわぬ姿の、桜井さんがいた。




「な……っ…………」

　驚おどろきのあまり何も言えなくなる。桜井さんの、白い裸ら体たい。大きくて形のいい胸、くびれたウエスト、すらりと伸のびた美び脚きやく……。




「キャァアァァァ──────ッ！」




　次の瞬間、悲鳴と共に勢いよく大浴場の扉が閉められた。

「あ、小豆ちゃん!?　どうしたの!?」

「何よ、そんな大きな声をあげて……」

「あ、う……いや、そ、その……」

　うおあああああああああああなんてこった！　最悪だ！　いや最高だけど、状じよう況きよう的には最悪だ！

　俺、一体どんだけ意識失ってたんだ!?　これって、男風呂の時間が終わって女風呂の時間に突とつ入にゆうした……ってことだよなあ!?

　ど、ど、どうしよう……俺、完全に女子が風呂に入るの待ち受けてた変態野や郎ろうじゃねえか！

　桜井さんや恋ヶ崎、本城さんに軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見られて、罵ば倒とうされて……いや、それだけで済んだらまだいい方だ！　最悪、警察沙ざ汰たになったりしたら……。

　くっそおおおおおおお、お、俺、なんてことを……!?




「さ……猿さるだよ！」




　扉の向こうから聞こえてきた桜井さんの発言に、俺は耳を疑う。

「さ、猿……？」

「う、うん……猿が入ってたんだ……おっきい猿が、温泉に浸かってて……。ついびっくりして大声上げちゃって……」

「えぇええ!?　マジでっ!?」

「きょ、凶きよう暴ぼうそうな猿だったから……き、危険かも！　うん、一いつ旦たん出よう！　宿の人に言って追い出してもらった方がいいよ！」

「そ、そうなの……？」

「うん！　さ、早く服着て出よう！　わたし、宿の人に言ってくるから二人は一旦部屋に戻もどってて！」

「小豆ちゃんがそう言うなら……」

　そんな会話が聞こえた後、脱だつ衣い所から女子たちが出て行く足音が聞こえた。

　桜井さん……俺を庇かばって……？

　本当のことを言われたら、恐らく大変なことになっていた。桜井さんのおかげで助かった……。今のうちに逃げるしかない！

　俺が大浴場から出て慌てて身体からだを拭ふいていると。

「……！　キャアッ！」

　脱衣所に入ってきた桜井さんが、俺の姿を見て驚いて後ろを向いた。

「さ、桜井さん……！　ごめん、本当にごめん！」

「わ、分かりましたから……早く服を着て下さいっ！」

「え？　あ、ああ……」

　言われた通り、慌てて下着とスウェットを身につける。

「あの……俺、上せて大浴場で気を失ってて……気付いたらあんなことになってて……。本当に、悪気はなかったんだ！　本当にごめん！」

　いくら謝っても許してもらえないのではないだろうか。だって俺は、事故とはいえ、桜井さんの裸はだかを……。

「そ、そうだったんですか……。何か事情があったんだろなあとは思ってたんですけど……」

　桜井さんは真っ赤な顔で俯うつむいたままそう言った。

「さ、早く部屋に戻って下さい！　柏田君が部屋に戻ったら、桃ちゃんたちを呼びますから！　もう猿は出て行った、って……」

「桜井さん……あ、ありがとう……！」

　俺は桜井さんに礼を言うと、急いで自分の部屋へと戻った。




　豪ごう雨うの中歩き回って疲つかれ切った俺たちは、明日こそ聖地をじっくり見て回るために、今日は早めに就しゆう寝しんすることとなった。

　女子と同じ部屋で枕まくら投なげやトランプなどをするという楽しいイベントがないのは寂さびしい気もするが、正直、そうなって安心した気持ちもある。今は……桜井さんに合わせる顔がない。きっと今いま頃ごろ、彼女は俺に対して激げき怒どしていることだろう。当然だ。自じ業ごう自得だ。大浴場で上せるなんて……俺はどこまでバカなんだよ!?　そういえば、俺の全ぜん裸らもあのとき桜井さんに思いっきり見られてしまったんだよな……？　うう……。

　明日顔を合わせたら、改めてもう一度きちんと謝ろう。それでも、許してくれるかどうかは分からない……。桜井さんに嫌きらわれてしまったら、俺は……俺は……。

「ねーねーカッシー、枕投げしようよー！」

　セリフと同時に、考え事をしていた俺の顔面めがけて枕が飛んできた。

「いてっ！　……お前なあ、枕投げなんて二人でやっても何も楽しくねえだろ……」

　俺は鈴木の枕投げに応じることはせず、自分の布ふ団とんを敷しく作業を始める。俺は家族旅行では旅館やホテルにしか泊とまったことがないので知らなかったが、民宿ってところは布団の準備も自分たちでしなくてはならないらしい。

「えー？　だってせっかくだから、なんか修学旅行っぽいことしたいじゃん」

　俺の言葉に頰ほおを膨ふくらませてふてくされる鈴木。

「明日も早いんだからさっさと寝ねるぞ」

　俺はそそくさと自分の布団に入って寝る準備をした。

　色々あって疲れたし、何よりさっきの件で桜井さんに嫌われたかもしれないと思うとさっさと寝てしまいたい……というかむしろ永遠の眠ねむりにつきたい気分になってくる。

「じゃあさー、カッシーって好きな子いるの!?」

「……っ!?」

　突とつ然ぜんの質問に俺は驚いて噴ふき出しそうになる。

「な、なんだよ突然……」

「修学旅行のテッパンじゃん！」

　ああ、まだ続いてたのか……修学旅行ごっこ……。

　……好きな子、……か……。

　どうしてだろうか、そのとき俺の頭には……桜井さんの顔が真っ先に浮うかんできた。俺の好きな人は、同じクラスの長は谷せ川がわ翠みどりのはずなのに……。

　つーか、裸を見たから意識し始めるって、俺は小学生かよ!?

　いや、それにしても想像以上にスタイル良かったなあ……。一いつ瞬しゆんだったからよく覚えてないけど、肌はだも真っ白で……。

　……って、何考えてんだ俺！　もっと反省して、明日は誠意を込こめて謝罪しないといけないってのに！

「カッシー？」

「あ、ああ……好きな子、な……。イマイチ、自分の気持ちがよく分かんねえな、今は……」

　桜井さんのことが気になっているのは……裸を見てしまったから、というだけではないと、自分で思った。

　痴ち漢かんまがいのことをした俺を庇ってくれた、優やさしい桜井さん。

　誰だれに対しても平等に優しくて、いつだって気き遣づかいを忘れない桜井さん。

　目を瞑つむるといとも簡単に思い浮かべることができるのは、キラキラと輝かがやいている、嬉うれしそうな彼女の笑え顔がお。少し恥はずかしそうにはにかんだ彼女の笑顔。

　俺の側そばにいる桜井小豆さんは……いつだって魅み力りよく的な女の子だった。

「……そ、そういうお前はどうなんだよ……？　……って……おい」

　俺が桜井さんのことを考えてぼーっとしている間に、鈴木は眠りこけていた。

「お前が先に寝てんじゃねえか……」

　俺たちの修学旅行はまだ始まったばかりだったってのに！

　まあ、さっさと寝ようって言ったのは俺だけどさ……。いざ先に寝られると、つまらんな……。




　どのくらいの時間が経過しただろうか。

「眠れない……」

　こんなに疲れ切っているはずなのに、なぜか眠ねむ気けが襲おそってこない。

　桜井さんの裸を思い出して興奮してしまい……ってわけじゃないぞ！　彼女に嫌われたらどうしようとか明日なんて言って謝ろうとか本当に胸大きかったなあぐへへへへとか考えていたら、どうにも眠れなくなってしまったのである。

　もう眠るのを諦あきらめて、携けい帯たいでもいじりだそうかと思ったのだが……ふと、あることに気付いた。

「雨、止やんでる……？」

　いつの間にか、雨の音が聞こえなくなっていた。襖ふすまを開けて窓の外を見ると、やはり完全に雨は止んでいるようだ。

　せっかくだから……どうせ眠れないなら、夜道でも散歩してみようかな。

　俺は布団から這はい出して、鈴木を起こさないようにそっと部屋を後にした。




「柏田君……？」

　俺が玄げん関かんで靴くつを履はいてると、後ろから声をかけられた。

「えっ……桜井さん!?」

　振ふり向いて、驚おどろいた。パジャマの上に厚手のカーディガンを羽織った姿の桜井さんが、階段を降りて来たのだ。

　さっきまで彼女のことを考えていたから、一瞬、夢でも見ているのかと思った。

「やっぱり、柏田君だったんですね！　眠れないでいたら、隣となりの部屋から誰かが出て行く物音が聞こえて……」

「さ、桜井さんも眠れなかったんだ……？」

「はい……。か、柏田君、どこ行くんですか？」

「俺も眠れなくてさ。鈴木には先に寝られちゃって暇ひまになったから、夜道でも散歩しようかなって思って……」

「そ、そうなんですか！　鈴木君に先に寝られちゃって……!?　い、い、意味深な……」

　突然、顔を赤くして口を押さえ、興奮し始める桜井さん。

「!?　い、いや……念のため言っておくけど桜井さんが想像してるようなことは一いつ切さい何もないよ!?」

　冷や汗あせをかきながら、桜井さんのやばげな発言を慌あわてて否定する。

「え!?　あ……そ、そりゃそうですよね！　あはは……あ、えっと、そうじゃなくて……あ……あの……もし良かったら……お散歩、わたしもご一いつ緒しよしていいですか……!?」

「え!?」

　彼女の提案に、俺は心底驚いた。

　てっきり、桜井さんは俺に対して怒おこってるだろうと思っていたのに……。

「も、勿もち論ろん！」

　俺がそう返すと、桜井さんはいつものように、嬉しそうな笑顔を浮かべた。




「あ……あのさ……風ふ呂ろ場ばでのこと、本当に……」

「あー、そのことはもういいですってば！」

「……え？」

　俺が改めて桜井さんに謝罪しようとすると、桜井さんに言葉を止められた。

「事故だったんだから、仕方ないです。さっき謝ってもらいましたし」

「桜井さん……」

　ってことは、許してくれる……のか？

　桜井さん、なんて心が広いんだろうか……。ああ、良かった……本当に良かった……！

「それに、お互たがい様というか……わ、わたしも……見ちゃいましたし……」

　桜井さんが耳までカァーッと赤くなる。え？　見ちゃいましたって、何を……？　あ、ああ！　俺の裸のことか！

「もう、これでますますお嫁よめに行けなくなっちゃいましたよっ！」

　彼女は頰を膨らませて、俺をからかうように言った。か、可愛かわいい……。

「責任……取ってもらわないと……」

「……え？」

　不意に俺から目を逸そらして、更さらに頰を赤くさせる。せ、責任……？　それって、どういう……？

「な、な～んてっ！　じょ、冗じよう談だんですよ、冗談！」

　慌てた様子で俺の肩かたを叩たたいてくる彼女。な……なんだ、冗談か……。

「……あっ！　そ、そうだ柏田君！」

「ん？」

「せっかく雨が止んだことだし……聖地に行ってみませんか!?　『定林寺』だったら、ここから割と近いですし……」

「あ、いいね！　行ってみよう！」

　俺たちは『あの星』の聖地スポットである定林寺へと向かった。




「うわー！　さっきは雨でほとんど見られなかったけど、改めてちゃんと見るとアニメそのまんまだね！」

「ほんと、すごーいっ！　夜は夜で、すごく雰ふん囲い気きいいですね～！」

　桜井さんは、定林寺の前のベンチへと腰こしかけた。

「ここ、よくキャラが座ってましたよね～！」

「そうだね！」

　俺も、その隣へと腰かける。

　や、やべ……さりげなく隣に座ってみたはいいけど……夜のお寺で桜井さんと二人っきり……すげえドキドキしてきたぞ……。

　不意に、桜井さんの横顔をチラ見する。すると……彼女は顔を正面に向けたまま、顔を強こわばらせて硬こう直ちよくしている。

「あ、わ、わたし……みんなには悪いけど、定林寺見られて本当に良かったです！　最終回で深夜にみんながここに集まって話すシーン、切ないけどすっごく好きなんですよね……！」

「あ、そうだね！　俺も好きだよ、あのシーン……」

　………………。

　会話が途と切ぎれてしまい、気まずくなる。どうしてだろう……桜井さんとは普ふ段だんだったら話が途切れてしまうことなんてないはずなのに……。こんな状じよう況きようで俺が彼女を意識してしまっているということもあるが、もしかしたら、桜井さんも緊きん張ちようして……？　俺と、二人きりだから……？

「……あっ！」

　次の瞬間、強ばっていた桜井さんの表情がほころんだ。

「柏田君、見て下さい！　星が綺き麗れいですよ──っ！」

「え……？　あ……」

　彼女に言われて夜空を見上げると、そこには満天の星が広がっていた。

「すごい……めっちゃ綺麗……」

「ほんと……！　すごい、すごいです！　こんなに星が綺麗に見えるの、わたし、初めてです！」

　桜井さんはベンチから立ち上がると、夜空に向かって手を広げて感動を露あらわにしている。

　俺も、こんなに星が綺麗に輝く夜空を見たのは初めてだ。なんてロマンチックなんだろう……。

「あ、あれってオリオン座ですかね？　わたし星座はオリオン座くらいしか分からないんですけど……」

「あ、多分そうじゃないかな!?」

　だけど……星空に負けないくらい、はしゃいでいる桜井さんの笑顔も輝いていて……。……って、何考えてんだ俺!?　キャラ違ちがうだろ！　自分でびっくりしたわ！

　突とつ然ぜん、今まではしゃいでいた桜井さんが静かになって、俺の方へと振り向いた。

　桜井さんは切なげな表情を浮うかべて、俺を見つめている。

「……さ、桜井さん？」

「…………か、柏田君……あの……」

「え……？」

「あの……わ、わたし……」

　桜井さんは頰ほおを赤らめて、真しん剣けんな表情で俺を見つめ、必死に、何かを俺に伝えようとしている。

「………………」

　一体、彼女は何を言おうと……？

「…………ちょ、ちょっとさすがに寒くなってきましたね！　そろそろ戻もどりましょうか！」

　次の瞬間、桜井さんは俺から目を逸らして、取り繕つくろったようにそんな言葉を口にした。

「…………え？」

「あ、明日も早いですし！」

「え？　え……？　あ、ああ……うん……」

　今、確実に何かを真剣に言おうとしているように見えたんだが……。一体、なんだったんだ？　俺の……気のせいだったのか？

　……ああ、それにしても……もう戻っちゃうのか……。もうちょっと、ここにいたかったなあ……。勿論、この星空を堪たん能のうしたかったってのもあるけど……もう少し、彼女と一緒にいたかった……なんて思っている自分の気持ちを、自覚してしまった。

　やっぱり、俺……。

　そのとき、遠くでゴロゴロと雷かみなりの音が聞こえた。

「キャッ……か、雷！」

　途と端たんに、桜井さんが怯おびえた表情を見せる。そういえば昼間、雷が苦手だって言ってたもんな。

「大だい丈じよう夫ぶ？　また雨降るかもね……早めに戻ろうか」

「あ、は、はい……」

　俺たちが宿へ向かって歩き出した瞬間。

　ピカッと辺りが光ったかと思うと、ドォーン、というものすごい轟ごう音おんが俺たちの耳を襲おそった。これ、相当近いんじゃ……？

「キャアァァァ──────ッ!?」

　桜井さんは雷に悲鳴をあげながら、両手を伸のばして……。

「！　さ、さく……」

　ぎゅっ、と俺に抱だきついた。いや……しがみついたという表現の方が正しいかもしれない。

　余よ程ほど怖こわいのだろう。彼女は俺の身体からだに胸を押しつけていることにすら気付かずに、恐きよう怖ふのあまり涙なみだ目めになって、全身を小刻みに震ふるわせて、俺を抱き締しめる腕うでに力を込こめる。

「桜井さん……」

　俺は……思わず、その身体を抱き締め返してしまう。

　小刻みに震える、彼女の細い身体。

　守ってあげたい、と思った。こんなにも怯えている彼女を……俺が、この手で……。

「……っ!?　か、柏田君!?」

　次の瞬間、はっと我に返った桜井さんが、俺から身体を離はなして俺の顔を見た。

　顔を真っ赤にさせて、驚おどろいた表情で俺を見つめている。

「あっ、ご、ごめん！　つ、つい……」

　俺も慌てて彼女の身体から手を離す。やべっ、何やってんだよ、俺……！

「い、いえ……わ、わたしこそ……」

　桜井さんは頰を赤くしたまま俺から目を逸らす。俺も恥はずかしくなって、彼女の顔が見られなくなる。

　再び、ピカッと辺りが明るくなる。

「きゃあっ！」

　さっきよりは遠いが、また音を立てて雷が落ちた。桜井さんの顔が再び恐怖に歪ゆがむ。

「い、急ごう！」

　俺は思いきって、怯えている桜井さんの手をとった。

「！　あっ……は、は、はい……」

　彼女は躊躇ためらいながらも、俺の手を握にぎり返す。……良かった、拒きよ絶ぜつされたらどうしようかと思った……。

　それから俺たちは、お互いに一言も言葉を発しないまま、固く手を繫つないで民宿までの道のりを歩いた。やがてポツポツと冷たいにわか雨が降ってきて、俺たちの体温を奪うばっていく。

「やば、降って来ちゃった……急ごうか」

「は、はい……」

　彼女の手の温ぬくもりに、心臓の高鳴りが収まらない。怖がっている彼女には申し訳ないが……このままずっと、桜井さんの手を握っていたい……そんなことを思っている俺がいた。




「ふう……少し濡ぬれちゃったね……」

　やがて宿に辿たどり着き、玄げん関かんで桜井さんに声をかけると、桜井さんは赤くなったまま手元を見つめていた。

「あっ……ご、ごめん！」

　まだ手を握ったままだったことに気付き、俺は慌あわてて彼女の手を放した。

「い、いえ……」

　桜井さんは恥ずかしそうに俺から顔を逸そらして、雨で少し濡れてしまった自身の顔を手で拭ぬぐう。

「……！」

　雨のせいで彼女のパジャマの胸むな元もとが濡れて、下着が透すけていた。俺は慌てて彼女の胸元から目を逸らす。

「あの……柏田君……あ、ありがとうございました……」

「……え？」

「その、すごく……心強かったです」

　彼女は頰を赤らめたまま、俺に笑え顔がおを向けた。

「い、いや、そんな……」

　民宿の中は静まり返っており、外から雨の音だけが響ひびいている。……気まずい静せい寂じやく。

「じゃ、じゃあ……戻りましょうか……」

「そ、そうだね……」

　ああ、これで、桜井さんと別れるのか……。正直、とても名残なごり惜おしい。

「あ、あのっ……」

　俺が玄関でスリッパに履はき替かえていると、後ろから桜井さんが声をかけてきた。

「きょ、今日のこと……二人だけの秘密にしませんか？」

「え……？」

「あ、えっと、その……二人だけで抜ぬけ駆がけして勝手に聖地に行っちゃったなんて、みんなに悪いし……」

「あ、ああ……」

　二人だけの秘密、か……。悪くない。実に、悪くない。

「分かった。俺、誰だれにも言わないよ！」

　俺の言葉に、彼女は笑った。いつもみたいな、魅み力りよく的な笑顔で。




　そんなこんなで、俺と桜井さんの秘密の夜は終わりを迎むかえた。

　俺の中で……何ものにも代え難がたい、桜井さんとの美しい思い出として、深く心に刻まれたのだった。







　翌朝。

「あーあ、もう、マジで全然降り止やむ気配ないんだけど」

「ちゃんと晴れてるところ撮さつ影えいしたかったな～」

『旧秩父橋』の前でがっくりと肩かたを落とす、恋ヶ崎と鈴木。その横では、密ひそかに本城さんも残念そうな表情をしていた。

　一応今日も朝から、聖地である『秩父第一中学校』『旧秩父橋』を巡めぐってみたものの、雨は一向に降り止む気配がない。

　仕方なく、今回はもう諦あきらめてこれで帰ることになった。

「あーあ、ほんと残念……」

「あ、ああ……残念だな……」

「……ってカッシー、なんか全然残念そうじゃなくない？　何ニヤけてんの？」

「え!?　べ、別にそんなことは……」
















「小豆ちゃん、なんか雨なのに今日朝からめちゃ機き嫌げん良くない？」

「えー？　そ、そんなことないよー？」

　不意に、桜井さんと目が合う。すると彼女は、口元に人差し指を当てて、笑った。

　そんな彼女を見て……みんなには悪いと思いながらも、笑顔で頷うなずく俺だった。
















　ある日の放課後。

『エンタメ部』の部室であるパソコン室前で、俺は部室に入ることができず、中を覗のぞくことすらできずに、一人悶もん々もんとしていた。

　数日前、部員全員で人気アニメ『あの星』の聖地巡じゆん礼れい旅行に行って以来……俺は桜さくら井いさんのことが頭から離れずに悩なやんでいた。旅行先で、事故で彼女の裸はだかを見てしまったこと、そして夜中にひっそり聖地に二人きりで行き、そこで一いつ瞬しゆんとはいえ抱き合ってしまったこと、それから手を繫いで宿まで戻ったこと……が、彼女のことを意識してしまっている原因なんだと思う。あれ以来、家にいるときも学校にいるときも、彼女のことばかり考えてしまうのだ。

　正直、俺は困こん惑わくしていた。だって俺の好きな相手は、高校に入学してからずっと、同じクラスの長は谷せ川がわ翠みどりただ一人だったはずなのだ。それなのに……。

　この今の桜井さんへの気持ちは、単なる一時の気の迷いなのだろうか？　自分でもよく分からない。

　今日は、聖地巡礼から戻もどって以来、初めての部活動日だった。俺はあれ以降桜井さんと顔を合わせていない。つまり……この部活で顔を合わせるのがあの旅行以降初となる。

　彼女の顔を見たら、動どう揺ようが絶対顔に表れてしまうだろう。ああ、一体どんな顔をして会えばいいんだ……。そんなことを考えて、部室に入るのを躊躇ためらってしまっている俺であった。

「柏かしわ田だ～？　何そんなところで突つっ立ってんの？」

「うおあっ!?」

　突とつ然ぜん後ろから声をかけられて、心臓が止まるかと思った。

「ひっ!?　何変な声だしてんのよ！　びびるじゃん！」

　振ふり向くとそこには、俺の様子にびびっている恋こいヶが崎さき、と……。

「！」

　その後ろに、桜井さんと本ほん城じようさんがいた。桜井さんと一瞬目が合って、動揺のあまりすぐに目を逸らしてしまう。目が合っただけだというのに、自分の顔がカーッと熱くなっていくのが分かった。

　び、びっくりした……。こんな不意打ちで会ってしまうなんて、予想外だ……。まだ部室に来てなかったのか……。

「？　な、何してんのあんた……さっさと部室入ってよ、後詰つまってるんだから」

「あ、ああ……」

　恋ヶ崎に言われて、慌てて部室へと入る。

　桜井さんの方をさりげなくチラ見すると……本城さんと楽しそうに話していた。普ふ通つうにいつも通りだな……意識して動揺してるのは俺だけか、はぁ……（っていうか、なんだかんだ言って本城さん、部に溶とけ込んできたな……）。

　しかし、数日ぶりに桜井さんの顔を見たら、益ます々ますドキドキしてきた。数日前、この子とあんなことがあったなんて……未いまだに信じられない。

　やがて鈴すず木きもやってきて、各おのおのいつも通りだらだらと会話しながらパソコンを立ち上げる。

「あっそうだ！　この間の聖地巡礼のときの写真、よく撮とれたの少しだけプリントアウトしてきたからみんなにあげるね！」

　突然、桜井さんがそう言って、鞄かばんの中から封ふう筒とうを取り出した。そういえば彼女は聖地巡礼で、雨が強くなるまでは大きい一眼レフデジカメで撮影してたもんなあ。きっといい写真が撮れていることだろう。

「はい」

「わー、ありがとー！」

「あら……結構よく撮れてるじゃない」

　桜井さんはまず女子二人に写真の入った封筒を渡わたしてから、俺と鈴木の元へとやってくる。

「どうぞ」

「おー、ありがとう」

　鈴木に渡した後……俺の方を向いたかと思うと。

「……はい、柏田君っ！」

「あ、ありが……、!?」

　桜井さんは俺の顔を少しも見ずに、封筒を渡してすぐ、逃にげるように俺の前から立ち去ってしまった。

　……もしかして桜井さんも、この間のことを意識して恥はずかしくなっている……のだろうか？

「っていうかさ、もうすぐクリスマスじゃん！　この部活でなんかやりたくない!?　パーティーとか！」

「クリスマスパーティー!?　いいね～！　やろうよやろうよ！」

　恋ヶ崎と桜井さんがクリスマスの話で盛り上がる。そうか、もう来週はクリスマスなんだな。部活のみんなでクリスマスパーティーなんてできたら楽しそうだ。

「でも、今年はクリスマスイヴもクリスマスも学校は休みじゃないの」

「あ、そっか……じゃあ学校じゃなくて、他の場所でやるとか！　うち……でもいいけど、ちょっと色々めんどくさそうだから、どっか借りてやるとかさ～！」

　部員みんな恋ヶ崎の意見に賛同したので（意外にも、本城さんも反対しなかった）、話し合ったりネットで調べたりした結果、秋あき葉は原ばらのレンタルルームの一室を借りてクリスマスパーティーをやることになった。クリスマスパーティーなんて小学生の頃ころ以来やったことがなく、クリスマスのイベントといえば毎年家族で外食に行くくらいしかないので、友達同士でパーティーだなんてテンションが上がってしまう。それに、桜井さんと一いつ緒しよにクリスマスイヴを過ごすことができるだなんて……嬉うれしい。そんな風に思っている自分の気持ちに、気付いてしまった。




　だが、その日の部活が終わってから思う。今日は、桜井さんとほとんど会話できなかった。

　俺も俺でなんとなく恥ずかしくて声をかけられなかったのだが、桜井さんの方も……ほとんど俺に話しかけてくることがなかった。話しかけなかったのは俺なので自じ業ごう自得だが、寂さびしく思う。いつまでも恥ずかしがってないで、早く元通りに話せるようになりたい……。







　来きたる十二月二十四日。

　俺と鈴木はレンタルルームがある秋葉原駅で待ち合わせをしていた。部員全員で集まればいいと思ったのだが、なぜだか女子は女子で早めに集まることにしたらしい。女子と男子で買いものを分担して、女子はお菓か子しと軽食を、俺たちはケーキと飲み物を買って行くことになっていた。

　鈴木と駅ビルでケーキを買い、コンビニで紙コップとジュースを買って、レンタルルームへと向かう。階段を上がってビルの二階へと到とう着ちやくし、受付を済ませて予約したレンタルルームの中へと入る。テーブルにはお菓子と料理が並び、小さなツリーが置かれており、軽くクリスマスっぽい飾かざり付けがされていたのだが、肝かん心じんの女子たちの姿が見当たらない。

「先に着いてるのは間ま違ちがいないっぽいけど……あの三人はどこにいるんだろうねー？」

　鈴木が部屋内を見み渡わたしたそのとき、部屋の扉とびらが開いた。

「すみません、お待たせしました！」

「……っ!?」

　女子三人が部屋へと入ってきたのだが……その姿を見て思わず言葉を失う。彼女たちは、ミニスカサンタのコスプレをしていたのだ。

「小豆あずきちゃんが早めに集まろう、って言いだしたときは何かと思ったけど……まさかこういうことだったなんて……！」

「だってこのレンタルルーム、十二月中はサンタのコスプレ衣い装しよう無料貸し出しサービスやってるんだよ！　せっかくのクリスマスなんだから、これはやらないわけにいかないでしょ！」

「ふん、この私わたくしが、こんな安易で低てい俗ぞくなコスプレをしなくてはならないなんて……」

「そんなこと言って本城さん、自らノリノリで着たくせに」

「なっ……！　だ、誰だれがノリノリでなんて……！」

　三人とも、よく似合っていてそれぞれ魅み力りよく的だった。特に桜井さんは、胸むな元もとが少し開いている衣装ということもあり、胸の大きさが強調されていてたまらない。……って俺、何考えてんだよ。

「まあまあ。じゃ、早さつ速そくパーティーを始めちゃいましょうか！」

　桜井さんが恋ヶ崎と本城さんの言い合いを仲ちゆう裁さいして、それから暫しばらくの間、みんなでテーブル席に着いて食事をしながら楽しく歓かん談だんした。だがその間も、なんとなく……桜井さんとはほとんど会話をすることはなかった。この間部活で話せなかったから、今日こそは話したいと思っていたのに、やっぱりどうしても、なんとなく無意識のうちに避さけてしまっている自分に気付く。ああ、早く元通りに話せるようにならないと。せっかくクリスマスイヴを一緒に過ごせているっていうのに……。

「はーい、それでは、宴えんもたけなわですが、そろそろゲームタイムに入りたいと思いま～す！」

「宴もたけなわ……？　小豆ちゃん、おやじくさい……」

「っていうか、ゲームタイムって何よ。聞いていないわよ、そんなの」

　突然飲み会の幹事のようなことを言いだした桜井さんに対して、恋ヶ崎と本城さんがそれぞれ突っ込む。

　確かに、ゲームタイムって何だ？　俺も聞いてないぞ。

「せっかくのパーティーだからね！　たまには部長らしく、楽しいゲームを用意してきたんだよ！」

　桜井さんは自信満々に言うと、自分の鞄の中から割り箸ばしのようなものを取りだした。

　そっか、暫くの間忘れてたけど、桜井さんってうちの部の部長なんだったな……。そんでもって、そういえば俺は副部長なんじゃないか。部活発ほつ足そく以来、副部長らしいこと何一つできてない気がするけど……。

「割り箸……？　小豆ちゃん、それは……？」

「みんな、王様ゲームって知ってますか？」

「王様ゲーム……？」

　聞いたことはあるが、明確なルールまでは知らない。

「うん、なんか合コンで定番のナウいゲームらしいよ！」

「ナウい……!?　それ、聞いたことないけどどういう意味……？　ってか王様ゲームって確か、かなり昔に流は行やったやつじゃないの？」

　恋ヶ崎が、桜井さんの発言に戦せん慄りつしている。

「え、そうなの!?　お母さんに、なんかパーティーでやるのにいいゲームないかな、って相談して教えてもらったんだけど……」

　桜井さんのお母さんの提案なのか……道理で失礼ながら、なんだか古めかしい情報だと思った。

　桜井さんが全員にルールを説明し始める。

　まず、桜井さんが用意してきた割り箸のくじをみんなで引く。そのくじには、一つだけ『王様』と書かれており、残りのくじには一番から四番の番号が書き込まれているらしい。全員がくじを引いた後、『王様だ～れだ？』のかけ声に合わせて、王様のくじを引いた人が名乗り出る。

　名乗り出た王様が、『○番が○○をする』『○番と○番が○○をする』などの『命令』を出す。

　番号を指名された人は、『○番だ～れだ？』のかけ声に合わせて名乗り出て、命令内容を実行する。

　……という、ごく単純なルールのゲームだったのだが……。

「な……何それ!?　その命令って何でもありなわけ!?」

「王様になれた場合はいいけど……命令に従わされる側になった場合、酷ひどく屈くつ辱じよく的なことをさせられる可能性もあるっていうの!?」

　恋ヶ崎と本城さんが、桜井さんの説明を聞いて真っ赤になって慌あわてている。

　……もしや彼女たちは、王様になった人間がエロ系の命令をした場合の心配をしているのかもしれない。というか、俺が今のゲーム説明を聞いて真っ先に思いついた命令がそれだった。王様になったら何やらせても自由なの!?

　うっひょおおおおお～～～！　……って具合に。だが、そんな命令（エロ系）を出した場合、女子たちから非ひ難なん囂ごう々ごうだろうし、軽けい蔑べつされ嫌きらわれることは目に見えているので、実際にそんなことをする度胸は俺にはないだろうとすぐに思い直したが。

「そっか……何でもあり、にしたら確かに怖こわいよね……。まあ、変な命令をする人がこの部の中にいるとは思えないけど。じゃあ……念のため、エロ系とか、あまりに過激なものはナシってルールにしとこっか」

　桜井さんの発言に、恋ヶ崎と本城さんがうんうんと頷うなずいている。くっ……いや、仕方ない……これで良かったんだ……。

　ルールも決まったところで、桜井さんがみんなに向かってくじを出した。早い者順でくじを引いていく。

　自分が引いたくじを確かく認にんすると……三番だった。王様になれなかったということは、命令に従わなければならない可能性が出てきた。ちょっと恐おそろしいな……。

「じゃ、いきますよ～。せーのっ」

「王様だ～れだっ！」

「はーい！」

　みんなのかけ声に合わせて元気良く名乗り出たのは……なんと、このゲームの言い出しっぺである桜井さんだった。

「えっ、小豆ちゃん!?」

「あっ、わたしがくじを作って来たからって、ズルして王様になったわけじゃないからね!?　たまたまだよ!?」

　みんなが驚おどろいて桜井さんを見ていると、彼女は慌てた様子でそんなことを言いだした。いや、別に疑ってるわけじゃないけど……。

「で、桜井さん？　一体どんな命令にするのかしら？」

「うーん、そうだなあ……いきなり王様になれるとは思ってなかったから悩なやんじゃうなあ……」

　桜井さんは楽しそうに悩み始める。自分は命令を下せる方の立場になれたわけだから、安心だよなあ……。

　チラッとみんなの顔を窺うかがうと、恋ヶ崎と本城さんは自分が選ばれたらどうしよう、というようなハラハラした様子で桜井さんを見ている。鈴木はゲームを楽しんでいるようで、けろっとしていた。

　桜井さんがそんな俺たちの顔を楽しそうに見渡す。不意に、俺と目が合った。桜井さんは少しだけ驚いた表情をしてから、すぐに目を逸そらす。そして、俺の隣となりへと視線を移した。

　俺の隣には鈴木が座っている。桜井さんが、ハッとした顔になった。何かを思いついたのだろうか。……なんだか少し、嫌いやな予感がした。

「ええっと、ええっと～……そ、それじゃあー……」

　桜井さんが俺と鈴木の顔を交こう互ごに見ながら、頰ほおを赤らめてなんだか楽しそうな顔で悩んでいる。俺と鈴木に何かをやらせようとしているのだろうか。

「決めました！　二番と四番の人が……ドキドキポッキーゲーム！」

「ぶっ!?」

　何人かが、桜井さんの発言に噴ふき出した。

　二番と四番か……。三番の俺は選ばれなかったので助かった……。

「ちょっと小豆ちゃん!?　さっき自分でエロ系とか過激なのはナシって言ったよね!?」

「そ、そうよ！　しかもその前には、自分で『変な命令をする人がこの部の中にいるとは思えない』って言ったわよね!?　貴方あなた自身が早速変な命令してるじゃないの！　バカなの!?　ねえ、バカなんじゃないの!?」

　恋ヶ崎と本城さんが同時に立ち上がって、真っ赤な顔で桜井さんに向かって抗こう議ぎし始めた。この二人って、妙みようなところで息が合ってるよなあ……。

　っていうか、二人の言う通り……桜井さん、初っぱなからなんて過激な命令出すんだよ！　『ポッキーゲーム』だなんて……それこそ合コンでチャラいリア充じゆう男女共がやってキャーキャー盛り上がるアレだろ？　確かに今日用意されたお菓か子しの中にはポッキーがあったが、まさかこのゲームのために用意したわけじゃあるまいな……？　しかも、考えたくないが……桜井さんはさっき俺と鈴木の顔を見ていた気がするのだが、気のせいか？　まさか俺と鈴木にポッキーゲームをやらせたくてそんな命令出したんじゃ……!?

　桜井さんは二人の抗議に怯ひるむことなく、まあまあ、たかがゲームなんだし！　などと軽く流していた。他ひ人と事ごとだから気楽でいいよな……。

「ドキドキポッキーゲーム、って何？」

　鈴木が無む邪じや気きな顔で俺に質問した。

「え……俺もよく知らんが、二人が両りよう端はしからポッキーを食ってくってゲーム……なんじゃないのか？　多分……」

「その通りです！　それで、先に口を離はなした方が負けです！」

　桜井さんが目を輝かがやかせて補足した。

　この中の誰かと、しかも人前でそんなことをせねばならないなんて……。心から、指名されなくて助かった……と、今一度胸をなで下ろす。

「ポッキーゲームで負けるとどうなるの？」

　鈴木が桜井さんに尋たずねる。

「え？　えーっと……特にそれは何も考えてなかったですけど……」

「せっかく勝ち負けがあるゲームだからそれも罰ばつゲームとかあった方がいいんじゃない？」

　鈴木は相変わらず無邪気にそんな提案をした。こいつ、罰ゲームのさらに罰ゲームをさせようだなんて、なんて鬼き畜ちくな提案するんだよ……まあ、やるのは俺じゃないからどうでもいいけど。

「確かにそうですね！　じゃあ……負けた方は、三回回ってワン、って言うってことで！」

「なっ……!?」

　桜井さんが罰ゲームを決めると、本城さんと恋ヶ崎がびくっと反応した。そんな風に反応するだなんて、もしかして……。

「それじゃあ早さつ速そく名乗り出てもらいましょうか！　せーのっ」

「二番だ～れだっ!?」

「…………はい……」

　みんなのかけ声に名乗り出たのは……恋ヶ崎だった。不服そうな顔で嫌いや々いや手を挙げている。やはりか……。恋ヶ崎は不安げな顔をしながらも、鈴木の方をチラチラと見ている。……もしかして、もう一方が鈴木だったらいいな……なんて、密ひそかに期待しているのだろうか。

「じゃあ次、せーのっ」

「四番だ～れだっ!?」

「……くっ……はい……」

「はあぁ!?」

　続いて名乗り出たのは……本城さんだった。恨うらめしそうに桜井さんを睨にらみ付けている。名乗り出た本城さんを見て、恋ヶ崎が更さらに表情を歪ゆがめて驚きの声を上げた。

　よりにもよって、この部活内で一番仲の悪い二人が選ばれてしまうとは……。

「わー！　これはこれでイイネ！　美少女同士の百ゆ合りポッキーゲームだなんて目の保養～！」桜井さんが嬉うれしそうに言う。これはこれで、だと……？　やはり彼女は俺と鈴木で期待していたに違ちがいない……。

「どこの減らず口がそんなことをぬかしているのかしら……？」

「小豆ちゃん、マジで恨むよ……？」

　本城さんと恋ヶ崎の二人が、心底憎にくしみに満ちた目で桜井さんを睨む。

「ま、まあまあ！　ただのゲームなんですから、そんな怖い顔しないで下さいよ～、二人とも……」

　とりあえずルールはルールなので、二人は観念してポッキーゲームをやることになった。

「先に唇くちびるをポッキーから離した方が負けですよ～！　負けたら三回回ってワン、ですからね～！」

「……！　恋ヶ崎さんとポッキーゲームなんて低てい俗ぞくなゲームをやらされるってだけでも死にたいくらいの屈くつ辱じよくだっていうのに、さらにそんな屈辱まで受けるだなんて……絶対嫌！　それに、恋ヶ崎さんに勝負事で負けるっていうのも不本意だし……！」

「勝負事って、ただのゲームじゃん。……でも、あたしもそんなバカみたいなことしたくないから、絶対負けるわけにはいかない……！」

　恋ヶ崎は言いながら、一いつ瞬しゆん鈴木に目をやる。好きな相手である鈴木の前で、三回回ってワン、なんて恥はずかしい真ま似ね、絶対にしたくないのだろう。目が本気だ。

「はーい、じゃあ二人ともポッキー咥くわえて準備してー。せーの、スタート！」

　桜井さんのかけ声に合わせて、恋ヶ崎と本城さんがポッキーを両端から、とても嫌そうな顔で咥えて、少しずつ食べ進めていく。余よ程ほど顔を近づけたくないのか、二人共食べ進めるスピードが異様に遅おそい。

　さっきの桜井さんの説明によると、このゲームって先に口を離した方が負けってことだったよな。だけど……二人とも口を離さなければ、やがてポッキーがなくなって口と口がくっついて……つまり、キスをしてしまうことになるんじゃないのか……？

　俺がそんなことを考えている間に、二人の唇の距きよ離りは順調に詰つまっていき……あと二、三センチというところまで来ていた。二人とも、粘ねばるなあ……。罰ゲームがあるし、意地でも負けたくないのだろう。

　……しかし、恋ヶ崎も本城さんも、顔だけは間ま違ちがいなく美少女なので……そんな二人が嫌々ながらも恥ずかしそうに唇を近づけていく様子は、桜井さんの言う通り、目の保養になる……というかぶっちゃけ、なんともエロい光景だった。俺って百合萌もえの気けがあるけど、三次元もイケたんだな……自分でも初めて知ったぜ。

　あと一センチくらい……というところでさすがに、二人が同時にポッキーから口を離した。

「ああ～っ！　二人とも同時だったから……引き分けですね！」

　二人はうんざりした様子ですぐに互たがいに顔を背そむけた。

「はあ、はあ……ひ、人前でこんな陵りよう辱じよくを受けるだなんて……」

　本城さんが頰を赤らめて屈辱的な表情で、とんでもない発言をする。りょ、陵辱って……。

「桜井さん……絶対に許さないわ！」

「ふえっ!?　そ、そんな……たかがゲームですから、本気で怒おこっちゃ嫌です～！」

　憎しみに満ちた目で睨み付けてくる本城さんを、怯おびえながら苦笑いで宥なだめる桜井さん。

「は～、あと少し我が慢まんしてたら本城さんに勝てたのかぁ……惜おしかったなー」

　恋ヶ崎の方は案外けろっとしていた。

　いや……なんというか、成り行きとはいえ、いいもん見せてもらったなあ……。

「じゃ、気を取り直して次行きましょ～！」

　桜井さんの発言にギョッとする。うっ、なんてこった……二回戦もあるのかよ。他人事だと思って完全に安心しきっていたのに……。

　桜井さんが出したくじを、みんな恐おそる恐る引いていく。さっきくじを引いたときよりもみんな明らかに表情が真しん剣けんだった。次もあんな過激な命令が下されてしまったら……考えただけで恐ろしい！　王様くじを引きたい！　きっとみんな、同じことを考えているのだろう。

　俺が引いたくじを確かく認にんする。二番……。くっ、また王様にはなれなかった……。

「みんな確認できましたか？　じゃ、せーのっ」

「王様だ～れだっ！」

　かけ声にスッと手を挙げたのは……本城さんだった。

「げぇっ、本城さんが王様!?」

　恋ヶ崎があからさまに嫌そうな顔をする。

「ふっ……くっくっく……あーっはっはっはっはっは！」

　本城さんは魔ま王おうみたいな笑い方をすると、勝ち誇ほこった顔で桜井さんに向かってビシッと指を差した。

「桜井さん……見てなさい！　さっき受けた辱はずかしめ……倍返しにして差し上げますわ！」

「あー、それ知ってる～。なんだっけ、なんかドラマの……」

「ぷっ。本城さん、意外と流行に乗ったりするんだ～……しかも微び妙みように古いし」

　鈴木と恋ヶ崎の突つっ込み（？）に、ドヤ顔だった本城さんは急にカァーッと顔を赤らめる。

「う、うる……うるさいわねえ！　咄とつ嗟さに思いついたから、ちょっと言ってみただけじゃないの！」

　そんな風に恥ずかしがるなら言わなきゃいいのに……。

「あはは……お、お手て柔やわらかにお願いします……」

　桜井さんは本城さんに苦笑いを向ける。まあ、本城さんはあんなこと言ってるけど、桜井さんを狙ねらったからって指名できるわけじゃないしなあ。倍返しだなんて、一体どんな命令を出すつもりだろう……。ああ、恐ろしい……。

「フン、そうねえ……それじゃあ……」




「一番と二番が……キスしなさい！」




「「はあ──────っ!?」」

　本城さんの下した命令に、俺は思わず声を荒あららげる。二番って、俺じゃねえか！　しかもキスって……バ、バ、バッカじゃねーの!?　んなこと……できるわけねーだろ！

　声を上げてから、ハッとする。俺と同時に声を荒らげている人物が、もう一人いたのだ。

　その人物へと目をやると……不意に、目が合ってしまった。

「さ、桜井さん……？」

「か……柏田君……？」

　桜井さんは真っ赤な顔で俺の顔を見ている。

「え、もしかして一番と二番って、小豆ちゃんと柏田なの？」

「あ、ああ……」

「うん……」

　俺が恋ヶ崎の言葉を肯こう定ていした後、桜井さんも動どう揺ようした様子で頷うなずいた。

　な、な……なんだと……!?　一番が、桜井さん……!?　ってことは、俺と桜井さんがキ、キス……!?　なんてこったああああ！

　俺が驚おどろきのあまり赤面したまま硬こう直ちよくしていると、桜井さんが、

「なっ……い、い、いくらなんでもそんなの無理ですよ！　過激なのは禁止ってルールじゃないですかっ！」

　と、混乱状態に陥おちいりながらも、本城さんの肩かたを摑つかんで必死で抵てい抗こうしていた。

「先に過激な命令を下したのは、桜井さん、貴方あなたじゃないの！　私にあんな屈辱を与あたえたからには、貴方にもそのくらいやってもらわないと割に合わないわ！　キスだけで許して差し上げることにむしろ感謝して欲しいくらいよ！」

「本城さん、キスって……ほっぺとかじゃなくて唇同士ってこと？」

　恋ヶ崎が冷静に本城さんに尋ねる。

「当然でしょう！　ほっぺなんて生ぬるいの、絶対に許さなくってよ！」

「「はぁぁぁぁぁぁ!?」」

　その返答に、またしても、俺と桜井さんが同時に声を荒らげる。いやいやいや、唇同士って……何考えてんだこの縦ロールエセお嬢じようがぁぁ！　ほっぺでも厳しいってのに、そんなもん絶対無理に決まってんだろーがぁ！

「えっと、一番が桜井さんなんだったかしら？　それじゃあ……一番が二番にキス、よ！　さ、さっさとしなさい」

「えっ…………へぇぇぇぇぇ!?　む、無理ですよぉ！」

　本城さんが無理矢理、桜井さんの背中を押して、俺と向かい合わせに立たせる。

　思わず、桜井さんの顔を見た。桜井さんは赤面していて、動揺のあまりか涙なみだ目めになっている。俺の顔を見たまま困こん惑わくした表情で硬直していた。

　本城さんはさっさとしろ、とでも言いたげに俺たちを見ている。

　な、なんだよこの状じよう況きよう……！　本当に、キス……しなきゃならないのか!?　いやいやいや！　やっぱりそんなの……絶対、無理に決まってんだろ!?

　俺が混乱していると……桜井さんが俺から目を背け、真っ赤な顔のまま固く目を瞑つぶって、ぶんぶんと首を横に振ふった。

　かと思うと突とつ然ぜん、俺の方へ向けていた身体からだをぐるんと半回転させて、本城さんの方へ向いた。次の瞬間。

「……っ!?」

　なんと、桜井さんは俺ではなく……本城さんにキスをした。

　一瞬唇くちびる同士でキスをしているのかと思い驚いたが、よく見ると唇の位置からは少しずれていて、唇のすぐ横あたりに口づけしている。

「!?　な、な、なっ……!?」

　桜井さんが口を離はなすと、不意打ちでそんなことをされて本城さんは真っ赤になって動揺していた。

「てへっ……これで許して下さい！」

　桜井さんはぺろっと舌を出してそんなことを言う。

「なっ……あ、あ、貴方……いきなりなんてことしてくれるのよっ!?　わ、私わたくしに……そんな趣しゆ味みはなくってよ!?」

「残念ながらわたしにはちょっとあるんですよ～！　本城さん美少女ですしね～！」

「な……なんですって!?　不覚だったわ……まさか私の魅み力りよくが、同性をも魅み了りようしてしまう程だったなんて……」

　動揺しながらも、本城さんは顔を赤らめたまままんざらでもない様子である。

「小豆ちゃん……いつもあたしのこと可愛かわいい可愛いって言ってるのに……女だったら誰だれでもいいのね!?」

　突然、恋ヶ崎が会話に乱入する。しかし、なんてことを言ってるんだこいつは？

「わー、修しゆ羅ら場ばだ～三角関係だ～！　俺三次元の百ゆ合りって初めて生で見たよ～」

　鈴木が脳天気にそんなことを言う。

「えっ!?　ご、誤解だよ桃ももちゃん！　一番可愛いのは桃ちゃんだよ!?」

「なんですって……？　貴方、人のファーストキスを奪うばっておいて……！　どれだけこの私に恥はじをかかせれば気が済むのよ！」

　本城さんも桜井さんに摑みかかってそんなことを言いだして、もう何が何だかわけが分からない。本城さん、どこまで本気なんだか分からないが、意外とノリがいいんだな……。恋ヶ崎と桜井さんは一〇〇％冗じよう談だんなんだろうけど。

　女子三人の意味が分からない百合茶番劇を、俺は若じやつ干かん引きつつ、鈴木は楽しそうに笑いながら見ていた。

　桜井さんの暴走のおかげでなんだかうやむやになり、俺と桜井さんはキスをしないで済んだ。助かったが……桜井さん、あそこまでする程ほど、俺とキスをするのは嫌いやだったんだな……。いや、当然と言えば当然じゃないか。頭では分かっているつもりでも……なぜだろう、内心少し傷ついている俺がいた。

　この間の部活のときも、今日のパーティーでも、まともに桜井さんと会話できてないし……なんだか、先日聖地巡じゆん礼れいで起きた出来事が、夢か幻まぼろしのように思えてくる。




　時間も押してきているので、王様ゲームはそこでやめにして、プレゼント交こう換かんをすることになった。ちなみに、誰が誰のプレゼントに当たるかはまだ分からず、音楽に合わせてプレゼントをみんなで回していき、音楽が止まったときに自分が手に持っているプレゼントがもらえる、ということになっている。俺はこの中の誰に当たってもいいように、地元の洋よう菓が子し屋で買った洋菓子の詰つめ合わせを用意した。我ながら面おも白しろみの欠片かけらもないプレゼントだと思うが……。

「じゃあ音楽かけるね～」

　恋ヶ崎が自分のスマートフォンで音楽を流し、テーブルの上に置いた。みんなで円になって座り、プレゼントを隣となりの人から隣の人へと渡わたしていく。やがて、音楽が止まった。俺がその時手にしていたのは……少し大きめの包みのプレゼントだった。

「あっ！　そ、それ……わたしのプレゼント、です……」

「えっ……？」

　桜井さんが俺を見て、少し驚いた様子で言った。

「あ、そうなんだ……！」

「……まさか、本当に柏田君に当たってくれるなんて……」

「え？」

　桜井さんが何かを小声で呟つぶやいたのだが、他の人が包み紙を開ける音などに邪じや魔まされて、よく聞こえなかった。

「あ、い、いえ！　何でもないです！」

「……って、それ！　それは俺のだ！」

「えっ、そうなんですか!?」

　桜井さんが手にしている見覚えのある包みを見て、驚いた。彼女は俺が買ってきたプレゼントを持っていたのだ。つまり……俺と桜井さんのプレゼントが相手の手元に来て、二人の間でプレゼントを交換し合ったような形になったんだな。なんだか勝手に、運命的な何かを感じてしまう。

　桜井さんのプレゼントの包み紙を開けると……中から出てきたのは、手て袋ぶくろだった。黒くてシンプルなデザインのもので、普ふ段だん使づかいできそうだ。

「はめてみていいかな？」

「はい、勿もち論ろんです！」

　サイズは、ほぼぴったりだった。入らなかったらどうしよう、と思っていたので、安心した。しかし、女子に当たる可能性もあったのだが、女子が使うにはサイズは確実に大きいし、デザインもどちらかといえば男向けっぽい。

「サイズぴったりだよ！　丁度いい手袋なかったから、早さつ速そく今日から使うね！　ありがとう」

「ほんとですか!?　よ、良かったぁ……！」

　桜井さんは大げさなくらい喜んでいる。

「へ～、いいじゃん！　柏田にはもったいないくらい！　でもそれ、あたしとか本城さんに当たったらサイズ大きすぎだったかもねー」

　恋ヶ崎が俺がはめている手袋を見て、口を挟はさんできた。

「……！　あ、あはは……そ、そうだよね……一応男子女子どっちに当たっても入るようにって思って大きめ買ったんだけど、女の子にはいくらなんでも大きすぎたよね！　わたしバカだな～！　だ、男子に当たって良かったー！　あはは……」

　桜井さんは恋ヶ崎の言葉に、何やら慌あわてた様子で苦笑いを浮うかべていた。

「あ、柏田君のプレゼント……お菓子セットですね！　おいしそう～！」

　俺が選んだプレゼントを開けながら、桜井さんが言う。

「はは、ごめんね、何の面白みもないもんで……」

「そんなことないですよ！　甘い物好きだから嬉うれしいです！」

　桜井さんは心から嬉しそうに笑え顔がおでそう言ってくれた。

　俺のそんなプレゼントに喜んでくれたってことも嬉しいが、何より……聖地巡礼以来、初めて桜井さんと楽しく会話できたような気がして、そのことがすごく嬉しかった。

「ちょっと……何よこれ、一体誰のプレゼントよ!?」

　そんな俺たちの和なごやかなムードを壊こわしたのは、苛いら立だった様子の本城さんの声だった。

　見ると、本城さんが手にしていたのは、最近流行のソーシャルゲーム『戦隊コレクション』のねんどろいどフィギュアの入った箱だった。どうやら包みを開けたらそれが出てきたようだ。

「ああっ！　それ、あたしのプレゼント！」

　恋ヶ崎がその様子を見て声を荒あららげる。

「恋ヶ崎さん!?　貴方ねえ……。私、この作品もキャラもよく知らないのだけれど、どうしてこんなプレゼントにしたのよ！　こういうときは普通、誰に当たってもいいようなプレゼントを選ぶのが常識でしょう!?」

「う……だ、だって……」

　本城さんの正論に、恋ヶ崎は返す言葉もない様子で落ち込んでいた。恋ヶ崎の奴やつ、絶対鈴木に当たるように願ってあのプレゼントにしたな……。その美少女フィギュアは、鈴木が今一番ハマっているキャラのものだ。ちょっと前に鈴木の今ハマってるキャラ教えろってメール来て、俺が教えてやったのだ。何だろうと思っていたが、これのためだったのか……。しかもあのフィギュア、結構高いんじゃないのか？　このプレゼント交換は予算千円前後という取り決めがあったのだが、完全にオーバーしてるだろ……。気の毒だとも思うが、誰に当たるか分からないってのに、本当に阿あ呆ほとしか言いようがない。

「あ、それ戦コレの島しま嵐あらしのねんどろいど!?　いいな～！」

　案の定、鈴木は本城さんのプレゼントを羨うらやましそうに見ていた。

　恋ヶ崎は酷ひどく落ち込んだ様子のまま、自分のプレゼントの包装を開ける。中から出てきたのは……。

「えっ……!?　な、な、何……これ……」

　恋ヶ崎は中身を見て酷く動どう揺ようしている。

「え、お前それ……げっ！」

　プレゼントの中身は、なんと、エロゲーだった。『はじめてのおるすばん２』という、どう見ても小学生にしか見えない幼女がパッケージに描えがかれているエロリゲーの、しかも２とあるから続編である。こんなもんを買うのはただ一人……。

「鈴木、これお前だろ!?　何考えてんだ、阿呆かっ！」

　もう一人、とんでもない阿呆がいた！

「いやー、名作だからカッシーにやってほしいと思ってさー」

「んなっ!?　俺に当たるとは限らないし、しかも俺に当たったとしても俺はロリコンじゃないから嬉しくないし、その上なんで続編なんだよ!?　せめて初代にしろよ!?　あとお前も思いっきり予算オーバーだからな!?」

　もう突つっ込みどころが多すぎて……。恋ヶ崎はまだ『鈴木のため』に買ったので同情の余地があるので何も突っ込まないでおいたが、鈴木においては一いつ切さいの同情の余地もないので黙だまっちゃいられない。

「ったく……確率的には女子に当たる可能性の方が高いってのに、俺に当たる前提で考えるなんて、何考えてんだよ……」

「……っ！」

　俺は鈴木に向かって怒おこったのだが、俺の言葉を聞いた桜井さんがなぜかびくっと身体からだを強こわばらせて青い顔になったのは、気のせいだろうか。

「で、で、でも……！　名作だっていうなら、や、やってみます……！」

　恋ヶ崎が若干動揺しながらも、鈴木に向かって必死にそんなことを言った。こいつ、完全に無理してんだろ……。

「ほんと!?　是ぜ非ひ是非やってみてよ！　エロゲーだけどストーリーも泣けるからさ！」

「……！　は、はい……！」

　鈴木にそんな風に声をかけられて、恋ヶ崎は嬉しそうにしていた。まあ、本人が嬉しそうならよしとするか……。女子にエロゲーをプレゼントなんて一歩間ま違ちがえたら……いや、一歩間違えなくても十分、紛まぎれもないセクハラなんだけど……。

「で、鈴木、お前のプレゼントは……？」

「これ～」

　鈴木が俺に見せたのは、白い大きな花がついた髪かみ飾かざりだった。

「あ、それは私わたくしの……！」

　本城さんの買ってきたプレゼントなのか。確かに髪飾りって、彼女らしいけど……。

「本城さん、さっきあたしに誰だれに当たってもいいプレゼントを選ぶのが常識、とか言ってたけど……自分だって思いっきり偏かたよったプレゼント買ってきてんじゃん！　だ、男子が髪飾りなんてもらっても、困るに決まってんでしょ!?」

　恋ヶ崎は憤ふん慨がいした様子で本城さんに向かって言う。

「……っ！　……あ、あら……そんなことはないわよ！　恋ヶ崎さん、知らないの？　最近、男の娘ことか女装男子とかなんとかで、男性が女装することも増えてきているみたいだし……！」

　本城さんが焦あせった様子で苦しい言い訳を並べてくる。

「なっ……!?　じょ、女装、なんて……す、す、鈴木君が……そんな、変態っぽいことするわけないでしょ!?　本城さん、何考えてんの!?」

　顔を真っ赤にして、本城さんに怒いかりを露あらわにしている恋ヶ崎。

　………………。そ、そうだ……俺以外の三人は、鈴木がコスプレで女装したこと知らないんだったな……。確かに、普通の女子からしたら女装というのは、立派な変態行こう為いの一つ、なのだろう……。

「ははは、じゃ、今度女装してこれつけてみよっかな～」

　鈴木がヘラヘラと笑ってとんでもないことを言いだした。

「!?」

　俺は思わず鈴木の顔を見る。どこまで本気なんだこいつ……!?　お前が言うとシャレになんねーんだよ！　下手に似合ってしまうだけに、こいつに女装癖へきがついたりしたらどうしよう……。

「鈴木君……本城さんなんかにもそんな風にフォローしてくれるなんて、なんて優やさしい……！」

　恋ヶ崎は鈴木の発言を聞いて、感動した様子でそんなことを言っている。なんか、って何よ！　と、本城さんが恋ヶ崎の発言に怒っていた。

　恋ヶ崎は鈴木に女装経験があることを知らないので、完全に冗じよう談だんだと信じて疑わないのだろう。知らぬが仏、そう思い込ませておくことにしよう……。




　やがてレンタルルーム貸し切り終しゆう了りよう時刻が迫せまってきた。

「もう終わりかあ～……楽しいときはあっという間だねー」

　桜井さんが残念そうに言う。

「ほんと……色々あったけど、パーティー楽しかったー！」

　恋ヶ崎も、桜井さんの発言に同意した。俺も、同じ気持ちだった。

「これで、今年の『エンタメ部』の活動は終わりだね。たくさん、いろんなオタク的な活動ができて超ちよう楽しかったな～。あたしこの部活のおかげで、かなりオタク度上がってきたと思うし……」

　恋ヶ崎が、『エンタメ部』での活動を思い返しながら、しみじみと言う。

「ほんと、部活創部して良かったぁ……。みんな、来年も宜しくね！」

「桃ちゃん……！　うん、わたしもすっごく楽しかったよ！　こちらこそ宜よろしくね！」

「うん、俺も楽しかったー。クラスにオタク友達がいない分、この部活で思う存分オタクトークとかオタク活動できたしね」

「……ふん。まあ、最初はただの暇ひまつぶしの道楽の部活だと思ってたけど……一応、途と中ちゆうからはきちんとした活動もできていたし……来年からも来て差し上げてもよくてよ」

　恋ヶ崎の発言に、桜井さんに鈴木、そしてなんと本城さんまでもが、そんな言葉を返した。みんなの言葉を聞いて、恋ヶ崎は少し驚おどろいた様子になる。

「み、みんな……」

「……来年もこの部活で、いろんなオタク活動できたらいいな」

「……うん！」

　俺が恋ヶ崎に声をかけると、恋ヶ崎はとても嬉しそうな笑顔になって、思い切り頷うなずいた。




　こうして、『エンタメ部』今年最後の部活動は終わりを告げた。







　二日後の週明け月曜日。

　この日は、終業式だった。今年最後の学校の日、でもある。

　帰りのホームルームを終えて、部活の友達との集まりがあるというクラスの友人の桐きり谷たにと別れ、俺は一人帰宅するべく教室を出る。

　帰り際ぎわ、なぜかふと思いついて、『エンタメ部』の部室であるパソコン室へと足を向けた。

　当然、放課後のパソコン室には誰もいない。俺は扉とびらを開けて、中へと入る。

　ホワイトボードや、ずらりと並んでいるパソコンを見て……しみじみと、この部室であったことを思い出す。

　今年の九月、桜井さんと恋ヶ崎が部活を立ち上げようなんて言い出して。

　ボカロ音楽研究部と動画制作勝負なんかをして。踊おどってみた動画やゲーム実じつ況きよう動画に挑ちよう戦せんして、なぜか勝負に勝って、本城さんが部員になって、エンタメ部が立ち上がって。

　部長と副部長を決めるのに『愛してるよゲーム』だなんて変なゲームをやって、ゲームに負けた桜井さんと俺が部長、副部長にそれぞれ決定して。それから鈴木がソーシャルゲームにハマって、それをどうにかするために俺以外の部員でコスプレ大会に出場して。みんなでムラサキさんに教わりながら漫まん画がを描いて、新人賞に投とう稿こうして。アニメ『あの星』にみんなでハマって、聖地巡じゆん礼れい旅行へと出でかけて……。

　改めて思い返すと、なんとも濃こい日々だったなあ。だけど、どの出来事も本当に楽しかった。中学校時代、部活にいい思い出がない俺は、この部室で過ごした時間の全すべてが、キラキラと輝かがやいているように思えた。

　それは、みんなで過ごした時間が楽しかったということは勿もち論ろん、どんなときも、俺のすぐそばで俺に笑いかけてくれた、彼女……のおかげもあると思う。そのとき俺の頭には、ある一人の女の子の笑え顔がおがはっきりと浮うかんでいた。




「あれっ……柏田君？」




　突とつ然ぜん、俺の後ろから俺の名を呼ぶ声が聞こえた。

　俺は声を聞いて、ものすごく驚いた。なぜなら、その声が……まさに今頭の中に浮かんでいた女の子の声、そのものだったからだ。一いつ瞬しゆん、幻げん聴ちようかと疑ってしまう。

　振ふり向いて、幻聴なんかではないことを確信する。俺の顔を見て、目を大きく見開いている彼女の姿があったからだ。

「さ、桜井さん……」

「柏田君、どうして部室に……？」

「あ、い、いや……特に理由はないんだけどさ、なんとなく……来たくなって」

　桜井さんは俺の言葉を聞いて、さらに驚いた表情になる。

「か、柏田君も……!?　実は、わたしも……特に用はないんですけど、今年最後にもう一度来てみたくなって……」

　桜井さんの言葉に驚いた。桜井さんも、俺と同じ理由で……？　すごい偶ぐう然ぜんだ。というか、プレゼントが当たった時と同様に……運命的なものを、勝手に感じてしまう。

「はは……すごい。こんな偶然ってあるんだね」

　言いながら、自分が緊きん張ちようしていることを自覚する。桜井さんとこんな風に二人きりで話すのなんて、聖地巡礼旅行のとき、夜中に抜ぬけ出して以来じゃないのか？　そう思うと余計に意識してしまい、桜井さんの顔を見ると、どんどん胸の高鳴りが大きくなっていく。

　どうしちゃったんだよ、俺……。

　これじゃあ、まるで……。

「い、いやでも、俺、この部活本当に楽しかったよ！」

　自分自身の胸の鼓こ動どうを誤ご魔ま化かすかのように、俺は言う。

「わたしも、です。わたしも、みんなで『エンタメ部』で過ごした日々は、すっごくすっごく楽しかった……。桃ちゃんがいて、本城さんがいて、鈴木君がいて……」

　桜井さんはしみじみと言ってから……突然真しん剣けんな表情になって、俺の目を見つめた。




「それに何より……柏田君が、いた、から……」




「……え!?」

　桜井さんは俺にその言葉を告げると、頰ほおを真っ赤に染めて俯うつむいてしまう。

　俺がいたから……!?

　そ、それって……。

「柏田君……」

　桜井さんは俺の名を呼んだかと思うと、次の瞬間……。

「……!?」

　目を瞑つぶって、精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびをして……




　俺に、キスをした。




　一瞬、唇くちびるにされたのかと錯さつ覚かくしたのだが……彼女は本城さんにそうしたのと同じように、俺の唇から少しずれた位置に、口をつけた。

「…………」

　唇を離はなした彼女は、恥はずかしさのあまりか、俺の顔を見ようとしない。真っ赤な顔で、今にも泣き出しそうな顔をしている。

「……っ、ご、ごご、ごめんなさい、急に……。……お、王様ゲームで……で、で、できなかったから……ほ、本城さんの命令……わたしだけやらないなんてズルい、ので……」

　俯いてしどろもどろに、彼女は言う。

　い、いや……それって、本城さんの前でやらなきゃ意味がないんじゃ!?

「すみませんっ……しっ……失礼します！」

　桜井さんは突然ぺこりと俺に向かって頭を下げたかと思うと、そのまま一目散に走り出した。

「さ、桜井さん!?」

　俺が呼び止める声も、彼女は聞いてくれない。

「待って、桜井さん！　あの……」

　必死に俺が叫さけぶと、もう数メートル離れてしまった彼女が、やっと立ち止まってくれた。

「えっと……その、…………」

　一瞬悩なやんで、思い切って言葉を続ける。

「俺も、桜井さんがいたから……この部活、すごく楽しかった！　だから……ありがとう！」

　とにかくそのとき彼女に伝えたいと思った言葉を、必死に口にした。

「…………」

　桜井さんはその言葉に振り向いて、驚いた表情で俺の顔を見つめている。

　やがて……その顔は、満面の笑みになった。

　彼女は再び俺に背を向けて、駆かけだしてしまう。




　そんな彼女の背中を見て……俺は、もう誤魔化すことのできない自分の気持ちを、確信したのだった。

























　冬休みに突とつ入にゆうした。

　俺は自分の家のリビングでソファーに寄りかかり、妹がゲームをしている様子をただぼーっと眺ながめていた。

　妹のあかりがやっているゲームは、『ときめいてメモリアル for Girls』という所謂いわゆる乙女おとめゲーム。画面の中で二次元のイケメンが頰を赤らめている。

「ちょっと直なお輝き、なんなわけ？　今日一日中あかりがやってる『ときメモガールズ』の画面ずっと見てるけど……もしかして、乙女ゲーに興味でも出てきたの？」

「…………」

「……って、ちょっと、直輝!?」

「えっ!?　あ、何だ？　何か言ったか？」

　気がつけば、あかりがこちらを振ふり向いてムッとしていた。

「もう……今日一日、ずっとそんなんじゃん！　どんだけぼーっとしてんの!?」

「え、あ、いや……」

　確かに俺は妹の言う通り……今日一日ずっと、心ここにあらずという状態で呆ほうけていた。原因は……。

『わたしも、みんなで『エンタメ部』で過ごした日々は、すっごくすっごく楽しかった。……柏かしわ田だ君が、いた、から……』

　彼女のセリフと、俺の頰に触ふれた唇の感触が、一日経たった今でもずっと残っている。

　桜さくら井いさん……。

　俺は、今までも十分彼女のことを意識していたのだが、昨日の出来事以降、もう桜井さんのことしか考えられない状態になってしまった。彼女のキスを、一時たりとも忘れられずにいる。

　もう、誤魔化したりなんかできない。俺は……桜井さんのことが、好きなんだ。

　入学して以来ずっと長は谷せ川がわに片かた想おもいしていたけど……部活で桜井さんと一いつ緒しよに過ごして、桜井さんのいいところをたくさん知って、いつの間にか彼女に対して『ずっと一緒にいたい』『友達以上の関係になりたい』なんて、そんな風に思うようになっていた。勿もち論ろん長谷川のことを嫌きらいになったわけじゃないが、長谷川以上に、桜井さんのことを恋こいしく思っている自分に気付いてしまった。

　桜井さん、俺、期待してもいいのだろうか？　桜井さんも、俺と同じ気持ちでいる、って……。だって、そうじゃなかったら……あんなこと、言わないよな？　キスなんて、しないよな？　いつも自意識過か剰じようで思い込みが激しい俺だが、今回ばかりは、俺の早とちりなんかじゃないんだよな？

　次に会ったら、絶対に確かめるんだ、彼女の気持ちを。それに……。

『俺……お前のこと、好きなんだ。高校を卒業して離ればなれになるって思ったら、この気持ち、伝えずにはいられなくなって……』

「……っ!?」

　突然そんなセリフが聞こえて、あかりがやっているゲームのテレビ画面に目をやると、画面の中のイケメンが愛の告白を始めていた。そうか……もうエンディングなのか……。

『俺と……付き合ってくれ！』

「キャ～～ッ！　たー様の格好良すぎるボイスでこんなこと言われたら死ねるぅぅ！」

　イケメンの告白イベントに、あかりは声を張り上げて興奮していた。ああ、この声……なんか聞いたことあると思ったら、あかりの好きな声優が担当してるのか。

　いや、今はそんなことどうでもいい。そうだ……告白だ！

　俺は桜井さんの気持ちを確かめると共に、自分の気持ちも彼女に伝えたいと思うようになっていた。そして、あわよくば……恋こい人びと同士という関係になりたい。ただの部活仲間としてではなく、恋人として、ずっと一緒にいたい。

　そのためにはやはり、告白しかない！

　冬休み中、特に部活のメンバーで集まろうという話は出ていない。つまり……次に彼女に会えるのは、年を越こしてからの始業式になる。それまで桜井さんに会えないだなんて、こんな悶もん々もんとした気持ちを抱かかえたまま、何日も過ごさなくてはならないなんて……考えただけで気が遠くなった。

　いや……別に、あえて始業式まで待つ必要はないんじゃないか？　俺は彼女の連れん絡らく先さきを知っている。告白するならちゃんと会って言いたいから、話があると言って会う約束を取り付けて、そこで告白すれば……。

　しかし、あと二年は部活で一緒にいなくてはならないというのに、万が一……振られたらどうする？　振られた後も、今までと同じように同じ部活で部長、副部長としてやっていかなくてはならないのだ。とてもじゃないがそんなことができるほど俺のメンタルは強くない。やっぱり告白なんて、するべきじゃないのだろうか。

　しかし、このまま生殺し状態でいるのは、それはそれで辛つらい。彼女の気持ちを知りたいし、俺の気持ちも知って欲しい。それに、桜井さんが俺に言ってくれた言葉や、キスしてくれたことを思い出すと、何とも思ってない男にあそこまでするはずがない……とも思うので、大分脈があるのではないかと思ってしまう。

　悩なやんだ末に覚かく悟ごを決めた俺は、それから自室に移動して、桜井さん宛あてに会う約束を取り付けるためのメールを打ち始めた。だが文面を考えているうちにどうにももどかしくなってきて、もう電話の方が早いと思い、勇気を出して彼女の携けい帯たいに電話をかけた。

　コール音が鳴る度たびに胸の高鳴りが大きくなる。やがて、桜井さんが電話に出た。

「あっもしもし……か、柏田君？」

「あっ……桜井さん？　ご、ごめん、突とつ然ぜん……今電話大だい丈じよう夫ぶ？」

　受話器越ごしに声を聞いただけで酷ひどく動どう揺ようしてしまう。まずい、俺こんなんで……告白なんてできるのか？　いや、この電話ではとりあえず、会う約束を取り付けるだけにするつもりだが……。

「はい、だ、大丈夫、です……」

「そ、そっか……良かった。あ、あのさ……えっと……」

　テンパったあまり、言葉に詰つまってしまう。やばい、なんて言って誘さそうかを考えてなかった。『大事な話があるから会えないかな』……いや、なんか仰ぎよう々ぎようしいだろ。もっとこう、軽い感じで誘い出すいいセリフは……ああ、ちゃんと考えておけば良かった！

「あの、柏田君……」

　俺が何も言えずにいると、驚おどろくべきことに、彼女の方から話を振ってきた。

「え？　な、何？」

「えっと……その、昨日のことなんですけど……」

　彼女は言いにくそうに言葉を絞しぼり出す。昨日のこと？　って、もしかして、彼女が俺の頰にキスをしたことか？

「ご、ごめんなさい。突然あんなことして……びっくりしましたよね……。その、なんて言うか……二学期の部活最後で、わたし感かん極きわまっちゃって……い、勢いで、思わずあんなことしちゃって……。本当はあんな……キスなんて、するつもりなかったんですけど……」

「え、い、いや……」

「本当にごめんなさい、……柏田君は、他ほかに好きな……」

「え……？」

「あっ、いえ……とにかく、すごく勝手ですけど、昨日のことは忘れて下さい！」

　彼女の言葉に、俺は驚きのあまり何も言えなくなる。

　桜井さんは昨日、感極まってその場の勢いであんなことをしてくれただけで……別に、特別な意味があったってわけじゃなかったのか？　俺はまた、勝手に早とちりして、一人で舞まい上がっていただけなのか……？

「あの、か、柏田君？」

「…………あっ、ごめん……。うん、わ、分かったよ……」

　返事をするのが精せい一いつ杯ぱいだった。どうして俺はいつもこう、一人で勝手に突つっ走ってしまうんだろう。

「ところで……柏田君も何かわたしに話があったんじゃないんですか？」

「え!?　あ、えっと……いや、特に大事な用ってわけじゃなかったんだけど……」

　焦あせってしどろもどろになってしまう。もう今の俺には、告白をしようという勇気は消え失うせてしまっていた。

「えっと、その…………あ、エンタメ部で、また何かやりたいな、って思って……まあ、冬休み中でも、三学期でもいいんだけどさ……」

　俺は咄とつ嗟さに思いついた適当な話題を彼女に振った。

「あ、いいですね～！　実は、ちょうど桃ももちゃんと、エンタメ部で冬コミ行きたいね～って話になってて！　みんなでコスプレとかできたら楽しそうだな、って」

「あ、ああ……うん、楽しそうだね、それ！」

「本当ですか!?　良かったぁ～！　桃ちゃんと『あの星』のコスプレをしたいね、って話になってて。冬コミだと結構急なんですけど、『あの星』はすごく人気ジャンルだから衣い装しようもすぐ手に入るだろうし。夏の設定だから衣装がちょっと寒いかもしれませんが、気温調べたら今年の冬コミあたりって日中はかなり暖かいみたいなんですよ～。念のためヒートテックとかホッカイロで防寒対策してれば大丈夫そうですし」

「そんな話になってたんだ……みんなでコスプレできたら確かに楽しそうだね。『あの星』は部員みんなでハマったしね」

　俺の気分は落ち込んでいたが、その話は楽しそうだと思った。……何より、冬休み中にも桜井さんに会えるし……。

「もし可能だったら柏田君と鈴すず木き君も是ぜ非ひどうですか!?　衣装はサイズ教えてくれればわたし用意しますし！」

「え、いいの!?」

「はい、お任せ下さい！　身長的に、柏田君がじんたで、鈴木君がゆきあつですかね～？」

「あ、ありがとう……！　後でいくらかかったか教えてくれれば払はらうから！　確かにそうだね。女子は、身長的とスタイル的に言えば……恋こいヶが崎さきがめいこで、桜井さんがなるこ、本ほん城じようさんがつるこかな？」

「ですよね！　桃ちゃんともそう話してました！　ぽっぽがいないけどそれは仕方ないかなぁ～」

「とりあえず、鈴木にも話してみるよ。あいつだったら二つ返事でオッケーすると思うし」

「本城さんにもこれから話してみます！　本城さんもやってくれるといいんですけど……」

「アイドルガールズのコスプレコンテストのときもノリノリだったし、大丈夫じゃない？　本城さんも『あの星』大好きだしさ」

「確かにそうですね！　じゃあ、返事来たらまた連れん絡らくしますね！」

「うん、俺も連絡するね！」

　そこまで話して、俺たちは電話を終えた。

　桜井さんと話すのが楽しくて、また、冬コミでみんなでコスプレしようというのもすごく楽しみで、電話しているうちにすっかり楽しい気分になってしまったが……。

　告白しようとしていたことを、すっかりなかったことにしてしまった情けない俺だった。

　彼女の話している様子は完全にいつも通りだったし、昨日のキスには特別な意味なんて何もなかったかのような口ぶりだった。

　電話ではあんな風に普ふ通つうに話せたけど、俺は内心大いにガッカリしていた。彼女も俺と同じ気持ちでいてくれているかもしれないなんていうのは、やっぱり俺の早とちりだったのかもしれない。ならば、告白なんて無む謀ぼうだ。この今の部活の楽しい空気を壊こわしてしまうことになるし、それに何より、振ふられるのが怖こわい。今の関係を壊してしまうのが怖い。

　そう思い直した俺は、告白しようとしていたことは一度忘れて、鈴木に『あの星』のコスプレの件でメールを打ち始めた。

　今は、みんなで楽しくわいわいできれば、桜井さんと一緒にいられれば、もうそれで十分じゃないか。自分にそう言い聞かせた。




　　　　＊




　鈴木は勿もち論ろん、本城さんも、『あの星』コスプレ合わせを快かい諾だくしてくれた。

　今年の冬コミ一日目は、少年漫まん画がやアニメなど腐ふ女じよ子しに人気のあるジャンルが固まっており、女子たち（特に桜井さん）が買い物に忙いそがしく、三日目は逆に男性向けジャンルがメインで俺や鈴木が買い物をしたいので、特に誰だれもメインのジャンルがない冬コミ二日目に、コスプレ合わせをすることが決定した。

　俺のコスプレ衣装は本当に桜井さんが用意してくれると言うので、せめて他の部分は自分で完かん璧ぺきにしようと思った。ネットで色々と調べ、少し値は張るが評判のいいコスプレ用ウィッグを購こう入にゆうして、ウィッグセットの仕方をコスプレ雑誌で勉強しながら挑ちよう戦せんしてみた。ちょうどいい長さにカットして、ウィッグ用ハードスプレーで外ハネに固める。コスプレでは男でもメイクをするのが普通だというので、夏コミではメイクをしなかったが、今回はコスプレ用メイク道具なんかも買ってみた。コスプレメイクの仕方もネットや雑誌で調べて家で練習してみる。下手したら普段のオシャレより手間も金もかけているような気がしてきて、高校生男子としてこれでいいのだろうか？　という疑問も湧わいてこなくはない。

　桜井さんの魅み力りよく的でレベルの高いコスプレに、少しでも釣つり合うようになりたい、桜井さんに俺のコスプレを認めてもらいたい。そんな一心で、俺は懸けん命めいにコスプレの準備に取り組んでいた。




　来きたる、十二月三十日。冬コミ二日目。

　俺たちエンタメ部は朝九時に、国こく際さい展てん示じ場じよう駅で待ち合わせをしていた。

　目的の同人誌があるときはほぼ始発で来たりもするが、今回はコスプレメインのためこの時間での待ち合わせでも十分だということになった。

「おはよー、お待たせ」

　俺が時間ちょうどに駅に着くと、部員全員が既すでに揃そろっていた。

「あ、柏田君、おはようございます！　これ、今日の衣装です！」

　桜井さんが袋ふくろに入った俺のコスプレ衣装を渡わたしてくれた。

　約四日ぶりに見る桜井さんを前にして、俺は相変わらずドキドキしてしまう。数日前、この桜井さんが、俺の頰ほおにキスを……。

「……か、柏田君？」

「えっ!?　あぁ、ごめん！　あ、衣装ありがとね！　これ、衣装代！」

　慌あわてて、財さい布ふから衣装代を出して桜井さんへと渡す。

　一いつ緒しよにいられるだけで十分だって思うことに決めたんだ……それ以上は望んじゃいけない。この関係を、壊したくない。

　桜井さんは俺に衣装を渡すと、すぐに俺から離はなれて恋ヶ崎の隣となりへと移動してしまった。

　五人で冬コミの会場である東京ビッグサイトまでの列に並ぶ。夏コミでは早朝に来たため長時間列に並ばなくてはならなかったが、今日のように九時という時間であればそれほど長い時間並ぶこともなく、会場に入ることができた。

　並んでいる間も、桜井さんとはほとんど話さなかった。さっきも感じたのだが、この間のクリスマスパーティーから引き続いて、今日も桜井さんに避さけられている気がする……。桜井さんのことが好きだと自覚したばかりで、今日会えるのをめちゃくちゃ楽しみにしていただけに、ショックが大きかった。

　更こう衣い室へ向かうために男女で一いつ旦たん分かれ、着き替がえ終わった後ビッグサイトの入り口前のコスプレ広場に集合することとなった。

「カッシーそれ、桜井さんが用意してくれた衣装？　めちゃくちゃ出来いいねー！」

　更衣室で俺が袋からコスプレ衣装を取り出して眺ながめていると、鈴木がそんな言葉をかけてきた。

「あ、ああ……そうだよな……」

　どうやら既き製せい品を購入し、それに手を加えてくれたようだ。ここまでしてくれるなんて……あとでもう一度礼を言わなければならないな。

「鈴木の衣装は、またお姉さんが用意してくれたのか？」

「姉貴に相談しながら買った感じかな～。ゆきあつは俺より背がでかいから厚底ローファーで身長盛らなきゃいけないんだよねー」

　そんな会話を交かわしながら、俺たちは着替えて準備を進める。

　練習したとはいえメイクにまだ慣れてないため、鈴木に手伝ってもらったりして時間はかかってしまったが、なんとか支し度たくを終えて更衣室を後にする。

「うおー鈴木、まんまゆきあつだな！」

　鈴木の完璧なコスプレ姿を見てそんな言葉が漏もれる。そういえば、鈴木とゆきあつって、イケメンなのに変態だったり女装趣しゆ味みがあったりで、中身もシンクロしてるよな……。

「カッシーこそじんたそのものだよ～！　今回めちゃクオリティ高いね！」

　確かに自分でも、桜井さんが用意してくれた出来のいい衣装のおかげと、自分でも努力した甲か斐いあって、夏コミのときよりは大分マシなコスプレができていると思う。

　ビッグサイトの外へと一旦出て、待ち合わせをしているコスプレ広場へと辿たどり着き、女子三人の姿を捜さがす。先に着替え終わってコスプレ広場に到とう着ちやくしているとのメールが入っていたのでもういるはずなのだが、なかなか姿が見当たらない。

「にしても、すごい人だね～！」

「ああ……うわっ、特にこの辺すごい人数……」

　一段とコスプレカメラマンの人だかりができており、露ろ出しゆつ系コスプレイヤーの囲み撮さつ影えいでもやっているのかと思って、被ひ写しや体たいのコスプレイヤーに目を向けると……。

「えっ……」

　なんと、そこには『あの星』コスプレ姿の桜井さん、恋ヶ崎、本城さんの姿があった。桜井さんのなるこコスプレも、恋ヶ崎のめいこコスプレも、本城さんのつるこコスプレも、めちゃくちゃ似合っていて完璧だった。ポーズまでバッチリ決まっている。

「目線お願いしまーす！」

　次から次へとカメラマンの声とシャッター音が鳴り響ひびき、思わず圧あつ倒とうされてしまう。

「あ、ゆきあつとじんただ！　男性レイヤーさん珍めずらしい～！」

「しかもかっこよくない!?」

　俺が女子の様子を呆ぼう然ぜんと眺めていると、すぐ近くでそんな声が聞こえてきた。

「すみませーん！　撮影させてもらえませんか!?」

　まさか、と思ったが、カメラを持った女の子二人組が、俺と鈴木に声をかけてきた。いや……鈴木のゆきあつがかっこいいからな、俺はついでなのだろう。

　俺と鈴木が撮影を承しよう諾だくすると、女子二人はそれぞれ数枚ずつ撮影する。

「お二人共、すごくお似合いですね～！　身長も結構リアルだし！　やっぱり男の人がやると似合うな～！」

「あ、これ名めい刺しです。私たちもレイヤーなんですけど、良かったらレイヤーズアーカイブでフレンド登録とかしてもらえませんか？」

　女の子たちは俺たちに名刺を渡しながら、笑え顔がおでそんなことを言ってくる。夏に鈴木とコスプレをしたときも似たようなことがあったが、そのとき女の子たちは鈴木にしか話しかけていなくて、俺のことは完全にスルーだったのだが……今日の子たちは、俺にも楽しげに話しかけてくれている。鈴木のついでだとしても、嬉うれしい。今日の俺のコスプレは、一応前回よりはコスプレイヤーに認めてもらえているということなのだろうか。

「カウント始めまーす！　五、四、三──」

　一通りコスプレイヤーの女の子たちと話して別れたところで、スタッフが大きな声でカウントを取る声が聞こえた。桜井さんたちのコスプレの囲み撮影のカウントが始まったらしい。レイヤーがあまりにたくさんのカメラマンに取り囲まれて身動きが取れなくなると、一旦囲みを解放するために、スタッフがカウントと呼ばれるかけ声をかけ始めるとは聞いたことがあるのだが、目の前で見るのは初めてだった。しかも、自分の身内がそんな状態になるとは……。

　カウントが終わり、カメラマンから解放された女子三人が俺たちの方へとやってきた。

「お二人共、待たせちゃってすみません！」

「ふ～。いくらカメラに囲まれることに慣れているとはいえ、流石さすがに疲つかれたわ」

「慣れてるぅ？　本城さん、めっちゃテンパってたじゃん」

「なっ!?　……ふっ。私わたくし、恋ヶ崎さんが羨うらやましくてよ。確か、身長も胸のサイズもほぼめいこと同じだから、何もしなくていいのでしょう？　私はつるこに合わせて厚底で身長を伸のばさなければならない上に、胸も少しだけ小さく抑おさえているから苦しくて大変なのよ。胸が大きいっていうのも困りものよねぇ……」

「はぁ!?　別に、言うほどそんな大きくないでしょ。潰つぶさなくても全然いけたと思うけど？」

　相変わらずの様子で、コスプレ姿でも尚なお恋ヶ崎と本城さんは嫌いや味みを言い合っていた。

「三人とも、すごい数のカメラマンに囲まれてたね～。お疲れ～！」

「い、いえそんな……鈴木君のゆきあつ、めっちゃ似合ってますね！」

　めいこのコスプレをした恋ヶ崎は、鈴木に褒ほめられて恥はずかしそうにしつつも、鈴木のイケメンゆきあつっぷりに目を輝かがやかせている。

　気付くと、桜井さんが俺の姿をまじまじと見つめていた。

「かっ柏田君のじんた……すごいです！　完璧です！　アニメから飛び出してきたみたい！　わたし『あの星』だったらじんた萌もえなんで大興奮ですよ──っ！　ああ、早く写真撮とりたいっ！」

　桜井さんに興奮気味にそんなセリフを言われて、少し恥ずかしい気持ちもあったが、それ以上に嬉しい気持ちがこみ上げてくる。桜井さんに認めてもらいたい一心で頑がん張ばったので、彼女に褒めてもらえて、たとえお世辞だったとしても素す直なおに嬉しい。自分なりに頑張った甲斐があった、と心から思った。

　俺からしたら、桜井さんのなるこ制服バージョンのコスプレの方がずっとクオリティが高いし魅力的だった。衣い装しようやウィッグも完璧で、メイクもキャラの雰ふん囲い気きに合っている。なるこはスタイル抜ばつ群ぐんのキャラなのだが、桜井さんの体形もぴったりだった。なるこの制服衣装は白いシャツに赤のリボン、プリーツスカートで特に肌はだの露出が高いわけではないのだが、白いシャツ一枚だと桜井さんの胸の大きさがやたらと目立ってなんだかエロい。

「いやそんな……ありがとう」

　俺が桜井さんに礼を言うと、彼女は途と端たんにはっとした表情になる。さっきあんなに興奮気味に褒めてくれたのは、我を忘れていたのだろうか。カアッと頰を赤く染めて、俯うつむいてしまった。

「あ、あの……と、ところで……さっき、女の子たちに撮影されてましたね……？　結構長いこと話してたみたいですけど……」

「えっ!?」

　桜井さんの言葉に驚おどろいた。大勢のカメラマンに撮影されていたのでそっちに夢中でてっきり気付いていないと思ったが、バッチリ見えていたのか……。

「い、いや、まあ……撮りたいって言ってくれて……まあ鈴木目当てだと思うけど……」「…………柏田君は、自分の魅力を全然分かってないです……」

「えっ!?」

　桜井さんが俯いて小さな声で何かを呟つぶやいたが、周りの喧けん騒そうにかき消されて聞き取れなかった。なぜか彼女は、ふてくされた顔をしている。

「すみません、撮影させてもらっていいですか？」

　そこへカメラマンに声をかけられ、今度は五人での集合写真を撮影される。一人のカメラマンが撮っている間に「お願いしまーす」と次から次へとカメラマンが増え、気付いたらたくさんのカメラに囲まれて撮影されていた。中には女の子もちらほらいる。こんな多くのカメラに撮影されたことは当然生まれて初めてで、めちゃくちゃテンパってしまう。

　暫しばらくシャッター音が途と切ぎれず撮影が続いたが、一旦撮影が全すべて終わったところで、桜井さんが「ここだと落ち着いて自分たちで撮影ができないから、人が少ない場所に移動しましょう」と提案してくれて、ビッグサイト入り口前のコスプレ広場から、東ホールシャッター前のコスプレ広場へと移動することになった。桜井さん曰いわく、そちらの方が人が少ないらしい。

　シャッター前の広場は確かにビッグサイト入り口前広場に比べて人が少なく、落ち着いて写真を撮ることができた。

　それぞれのピン撮影、複数での撮影など一通り満足がいくまで撮影を楽しんだところで、行きたいサークルスペースがある人もいるので、一度解散することになった。自由行動をした後、最後にまた合流しようという話になる。

　鈴木と本城さんはそれぞれ見たいサークルがあるらしく、早さつ速そく向かって行った。残された俺、恋ヶ崎、桜井さんはその場に佇たたずむ。

「小豆あずきちゃんは今日、見たいスペースないの？」

「うーん、今日は特に……どうしても欲ほしい大手は絶対買えないから後から同人ショップで買う予定だし……あっ」

　桜井さんは何かを思い出したかのように声を上げた。

「そういえば……今日、漫まん研けんの部員がサークル参加してるみたいなんだよね……」

「えっ……漫研って、桜井さんがエンタメ部入る前にいた……？」

「あ、はい……」

　俺の質問に、桜井さんは少し気まずそうに頷うなずいた。

「そうなんだ！　すごいね～！　じゃあ、挨あい拶さつしに行く？　あたしも付き合うよ！」

「えっ!?　いや、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫！」

　恋ヶ崎の提案に、桜井さんは慌あわてて首を横に振ふった。

「え、そうなの？　あたし特に行きたいとこ他ほかにないから、気ー遣つかわなくていいんだよ？」

「あ、ありがとう……でも、ほんと大丈夫。その……わたし、漫研の人たちにあんまりよく思われてないからさ……行っても嫌いやな思いさせちゃうだけだと思うんだよね。サークルスペースも聞いてないから分かんないし……」

　桜井さんは恋ヶ崎に苦笑いを浮うかべて話した。

「えっ……そ、そんな……元々友達だったんだし、そんなことないんじゃ……？」

「うーん……元々あんまり漫研に馴な染じめてなかった上に、やめてこっちの部活立ち上げちゃったりしたからさ、大げさに言えば……裏切り者みたいに思われてると思うんだ」

　桜井さんは笑顔で話しているが、辛つらそうだった。裏切り者……？　漫研部員たちは、本当に桜井さんのことをそんな風に思っているのか？

　確か桜井さんは、中学のとき漫研の男子のせいでオタク男子が苦手になって、高校の漫研にも馴染めず幽ゆう霊れい部員になってしまったと過去に言っていた。

「そ、そっか……。ごめんね、事情もよく分かんないのに変な提案しちゃって……。じゃあ、他に気になるところあればブラブラしよっか！　せっかく冬コミに来たからコスプレするだけじゃ勿もつ体たいないしね！」

「桃ちゃん……。うん、そうだね！」

　とりあえず、桜井さんと俺はゲームジャンルを、恋ヶ崎は少女漫画ジャンルが見たいと言うので、その辺りを三人でブラブラと回ることとなった。三人とも特に目的のサークルがあるわけではないので、適当に見て回る。ゲームジャンルの見たいスペースを回った後、少女漫画ジャンルのスペースを見ていたときのことだった。

「あれっ……桜井ちゃん!?」

　不意に、女の子の声で桜井さんの名が呼ばれた。

　俺たちはそれぞれ声のした方に振り返ると、そこにはサークルスペースの中に男女四人程ほどがおり、その中の一人が桜井さんの名前を呼んだようだった。

「あっ……」

　桜井さんは彼らの顔を見て焦あせったような表情になる。

「小豆ちゃん、この人たちは……」

「あ、う、うん……。漫研のみんな、なんだ……」

　桜井さんが苦笑いで恋ヶ崎に説明した。桜井さんはあんまり会いたくなさそうだったっていうのに、よりによって偶ぐう然ぜん出会ってしまうだなんて……。どうやら漫研のスペースのジャンルは創作ジャンルらしく、少女漫画ジャンルと創作ジャンルは隣りん接せつしていたようだ。

　漫研部員たちは、黙だまって俺たちをじろじろと見る。

「あ、桜井ちゃんって新しく部活作ったんだっけ？　もしかして、そのメンバー？」

　女子部員の一人が、桜井さんに声をかける。

「あ、う、うん……そうなんだ……」

「ってか、『あの星』のコスプレ合わせ？　桜井ちゃんってコスプレイヤーだったんだ!?」

「あ、うん、まあ……」

　女子部員の言葉に、桜井さんは気まずそうに苦笑いを浮かべて答える。

「う、うわー、マジかよ……。前に漫研部員でそういう話が出たときは、コ、コスプレとか全然興味なさそうだったのに……」

　そこで、今まで仏ぶつ頂ちよう面づらで黙って座っていた男子が、突とつ如じよ会話に加わってきた。人のこと言えた義理ではないが、いかにもオタクって感じの奴やつだ。それに何だか、言い方が感じ悪い。

「…………」

　桜井さんは苦笑いを浮かべたまま、何と返したらいいのか分からないようで、視線を泳がせている。見てるこっちが辛くなってくる。そういえば、中学のとき部活でコスプレしてて嫌な思いしたから、高校の部活ではコスプレしてること隠かくしてるって言ってたもんな……。

「そ、それにしても桜井さん、酷ひどいよなー。か、勝手に漫研やめて、また新しい部活入るなんてさ……。しかもそっちも漫研と同じような活動内容なんだよね？」

　さっきから話している男子が、桜井さんを責めるような言葉を投げかけた。俺と恋ヶ崎は同時に桜井さんの顔を見る。桜井さんは男子の言葉に顔を強こわばらせた。

「！　あ……その……」

　桜井さんは何か言葉を口にしようとしているが、うまく言葉が出てこないようで、言葉を詰つまらせていた。俺は桜井さんを庇かばいたかったが、何も言えなかった。自分が情けない。

「ちょっと、やめなよ……」

　漫研女子が口を挟はさむ。

「な、なんだよ……女子だって桜井さんの愚ぐ痴ち言ってただろ。何の相談もなく勝手にやめるなんて～、って」

「……！」

　漫研男子の言葉に、桜井さんの顔が一層強ばった。

「あ、小豆ちゃ……」

　恋ヶ崎が心配そうに桜井さんに声をかける。

「あ……ご、ごめんね、本当に……」

　桜井さんは辛そうな顔でそれだけ言うと、早足でその場から立ち去った。

　俺と恋ヶ崎は慌てて桜井さんの後を追った。




　漫研のサークルスペースから少し離はなれたところで、桜井さんは振り返って俺と恋ヶ崎を見た。

「二人とも、ごめんなさい……わたしのせいで嫌な思いさせて……」

「さ、桜井さん……」

「小豆ちゃんが謝ることじゃないよ！　さっきの漫研男子？　超ちよう感じ悪いね！」

「そんなことないよ……わたしが悪いから仕方ないんだ」

　悲しそうに笑いながら桜井さんは言う。本当にそうなのか？　あそこまで言われるほど、彼女は悪いことをしたのだろうか？　漫研をやめただけだってのにあの言われよう……いくらなんでも酷すぎる。桜井さんが不ふ憫びんでならない。何も言えなかった自分にも、もどかしさを感じた。──好きな子が、こんなに辛い思いをしているっていうのに……。




　それから俺たちは買い物を終えた鈴木と本城さんと合流して、私服に着き替がえるために更こう衣い室へ向かった。その間も……桜井さんはさっきのことを引きずっているように見えた。笑え顔がおで楽しそうにしてはいたのだが、どうにも俺と恋ヶ崎を心配させないように無理しているように見える。

　もし俺が同じことを言われたら、ものすごくショックを受けて、その日平常心でいられないと思う。あの漫研の男子はどうしようもないとして、友達の女子にまで陰かげ口ぐちを言われていたなんて……。漫研にいたときは普ふ通つうに友達だったんだろうに……。

　何か俺に、できることはないのだろうか？

　着替えを終えて更衣室を出た後、鈴木がラインのグループ機能で『今終わったよ～女子たちどこにいる？』と送ったが、すぐに返信はなかった。きっと女子の方が化け粧しよう、髪かみ型がたなどを直す分時間がかかっているのだろう。

「…………鈴木、あのさ……ちょっと俺、行きたいところができたんだけど……」

　俺はとある決意をして、鈴木に声をかけた。

「あ、そうなの？　いいよ、行っておいでよ。荷物大変だし預かっておこうか？」

「ああ……サンキューな！」

　俺は鈴木にコスプレ衣い装しようが入ったキャリーバッグを預けると、早足で歩き出す（本当は駆かけ出したいところだったが、会場内を走ってはいけないのだ）。

　俺が向かった先は……漫研のサークルスペースだった。

　スペースの片付けを始めている彼らは、俺の姿を見て少し驚おどろいている。先ほど桜井さんに嫌いや味みを言いまくっていた男子生徒の姿だけが、なぜかそこになかった。

「あれ、もしかしてさっきの……桜井ちゃんと一いつ緒しよにいたじんたコスプレの人？」

「あ、そうです……。えっと、さっきいた男子はどこへ……？」

「ああ、あいつですか。トイレです。多分泣きに行ったんだと思います」

「えっ!?　泣きに!?　な、なんで……」

　淡たん々たんと話す漫研女子の言葉に、俺は驚いた。

「ああ、えっと、実はあの後、うちら女子でめちゃくちゃあいつを責めたんです。桜井ちゃんに酷いこと言いまくった上に、誤解を生むようなことまで言うから……」

「え……？　それって……」

「うちら女子は単に、桜井ちゃんがやめちゃって寂さびしいね、何か悩なやんでたんなら話して欲しかったね、って……桜井ちゃんがやめた後、部活でそう話してただけなんです。それをあいつは、あんな言い方して……」

「……！　そ、そうだったんですか……」

「あいつ、認めようとしないけど、絶対桜井ちゃんのこと好きだったんですよ。桜井ちゃんが漫研やめたあとずっとグチグチ言ってて……。なのにあんな態度しか取れないなんて、ほんとバカですよね」

　な……!?　好きな相手にわざと酷いこと言って傷つけるだなんて、小学生じゃあるまいし。もしその話が本当だとしたら、マジでバカすぎるし、めちゃくちゃ腹立たしい。

「うちら女子は桜井ちゃんのこと全然怒おこってないし……」

「うんうん！　ってか、桜井ちゃんが部活やめてからなんとなく気まずくなっちゃって、全然話せてないから、またちゃんと話せるようになりたいなあって思ってたのに、今日久々に顔合わせたらこんなことになっちゃって……」

　もう一人の漫研女子も会話に加わってきた。

　そうだったのか……。漫研女子たちはさっきの男子と違ちがって、いい人そうだ。桜井さんとまた仲良くなりたいと思っているようだし……。

　桜井さんがそれを知ったら喜ぶに違いない。彼女は漫研部員みんなに嫌きらわれていると思い込んでいるのだから。

「あの……この後って、なんか予定ありますか？」

　俺は少し勇気を出して彼女たちに問いかける。

「え、この後？　とりあえずみんなで打ち上げはしようと思ってますけど……」

「それ……俺たちも同席したらダメですか？」

「えっ？」

「いや、せっかくの機会だから、桜井さんと漫研部員の人たちとの間のわだかまりをなくせないかな、って……。桜井さん、漫研に悪いことした、嫌われてる、って思ってるみたいなんですよ。だから……。部外者の俺が口出すことじゃないかもしれないですけど」

　余計なお世話だったかもしれない。これは単に、俺自身が桜井さんを楽にしてあげたい、と思っての提案だ。単なる俺のエゴにすぎない。

「い、いいんですか？　うちらにとってはありがたいです。桜井ちゃんとちゃんと話せる場を設けてもらえるなんて……」

　漫まん研けん部員の女子たちも快かい諾だくしてくれたので、この後漫研メンバーのサークルスペースの片付けが終わったら、ビッグサイト近くのファミレスで合流することにした。




「……っていうわけなんだけど……協力してもらえねえかな？」

　俺が鈴木の元に合流して女子の着替えが終わるのを待っている間、鈴木にさっき起きた出来事と、漫研メンバーと桜井さんを会わせようとしている俺の計画を話した。

「そんなことがあったんだー。カッシーも大変だね～」

「いや、俺は別に……」

「俺は勿もち論ろん大だい丈じよう夫ぶだよー。でも桜井さんは大丈夫かな……？　漫研に嫌われてると思ってるんなら、行きたがらないんじゃ……？」

「……っ！　た、確かに……」

　ただでさえ桜井さんは漫研に負い目や苦手意識を感じているのに、さっき漫研男子にあんな風に酷いことを言われたばかりなんだ。普通に話したら来てくれないかも……。

「偶ぐう然ぜんを装よそおって会わせるとかは？　あのファミレスだったら、冬コミ帰りのたくさんの人がアフターに使うから、別におかしくないと思うし」

「……！　鈴木、お前頭いいな！　よし、それでいこう！」

　これって所謂いわゆる、騙だまし討うちってやつ……？　女子たち……特に桜井さんにはかなり悪い気がするけど、やむを得ない。この方法しかないんだ。

　やがて着替えを終えた女子が来たので、この後サイゼでアフターやろうぜって話になったんだけどいい？　と、なるべく自然に俺が提案し、みんなでファミレスへと向かう。

　とても混んでいて十五分程ほど待たされたが、なんとか席に着くことができた。

　昼飯をとっていなかった俺たちは各おのおの好きな食べ物を注文する。

「それにしても、カメラにあんなに囲まれるなんて……びびったよね～」

「まあ、コスプレ上級者の私わたくしはあんなの日常茶さ飯はん事じだけれどね」

「いやいやいや、本城さんポーズ変えるのとかめっちゃ困ってたじゃん。小豆ちゃんはすごかったよね～。次々とポーズできてて！　うちらにも次みんなでこういうポーズ取ろうとか言ってくれてめっちゃ助かったし……って、小豆ちゃん？」

「……ふえっ!?　ご、ごめん！　何!?　ちょっとボーッとしてて……」

　恋ヶ崎に話を振ふられた桜井さんは、ぼーっとしていて話を聞いていなかったようで焦あせっている。やっぱり、さっきの漫研部員との出来事を気にしているんだな。

「……！」

　そこで、漫研部員たちが店の入り口から入ってくるのが、俺の席からだけ見えた。

「ちょっ……ちょっとトイレ！」

　俺は咄とつ嗟さに立ち上がって席を離れると、慌あわてて漫研部員たちの元へ行く。

「あ！　じんたの人……」

「すみません……実はまだ、桜井さんに漫研メンバーが来ることを話してなくて……」

　俺は漫研部員たちに、桜井さんに本当のことを話したら来てくれないだろうと思って何も言わずに連れてきたことを説明した。

「そういうわけなんで……俺がなんとか適当に言って桜井さんを漫研メンバーの人たちの席に連れて行くんで……」

「そうなんですね、分かりました」

　漫研部員たちと話がついたところで、自分が元いた席へと戻もどる。

　すると、桜井さんと恋ヶ崎が俺の方をじっと見つめていた。もしかして、今俺が漫研部員と話していたのを見られたかもしれない。

「あの、柏田君……今話してたのって……」

「げっ、漫研の人たちもこの店来ちゃったの!?　最悪じゃん！　柏田、絡からまれたの？」

「あ、いや……実はさ、漫研部員の人たちが……桜井さんと話したいみたいなんだ」

「えっ!?」

　桜井さんは俺の言葉に酷ひどく動どう揺ようしている。

「ちょっ……何それ！　また何かムカつくこと言ってくるんじゃないの!?　小豆ちゃん、そんなの応じることないよ！」

　恋ヶ崎は事情を知らないので、そんなことを言い出した。桜井さんのことを思って言っているのは分かるが……。

「い、いや、そういう感じじゃないみたいだったけど……。桜井さん、どうかな？」

「え……え、っと……」

　桜井さんは俺の言葉に困っている。無理もない。不安なのだろう。

「桜井さん……も、もし良ければ俺も同席するよ。だから……その、安心して欲しい」

　万が一、さっき桜井さんを責めてきた男がまた変なことを言ってきたら、俺が言い返してやる。俺が桜井さんを守るんだ。それに、漫研の女子たちだって庇かばってくれるはずだ。

「！　か、柏田君……」

　桜井さんは驚いた様子で俺の顔を見た。それからコクン、と頷うなずく。

「ありがとうございます……分かりました」

「だ、大丈夫!?　小豆ちゃん……。柏田、小豆ちゃんのこと守ってあげてよ!?」

「あ、ああ……！」

　桜井さんは席を立って、俺と共に漫研部員たちがいるテーブルへと移動する。

　鈴木は俺たちの様子を笑え顔がおで見守っており、一人事情が分かっていない本城さんだけがポカンとしていたので、内心少し申し訳なく思った。




「ごめん！　こいつが言ってたこと……誤解だから！」

「うちらは、桜井ちゃんがやめたこと、寂しいとは話してたけど、全然怒ってたりはしてないからね!?」

「え……？」

　テーブルに着くなり漫研女子たちに謝られ、桜井さんはポカンとしていた。

「ほら、あんたも謝んなよ！」

　漫研女子が、さっき散々桜井さんに嫌味を言った男子に強い口調で言う。

「え、ぼ、僕は別に……」

「あんただって、桜井ちゃんが部活やめちゃったのが寂しくてあんな風に責めただけでしょ!?」

「なっ!?　ち、違……！　な、何言ってるんだよ!?」

　漫研男子は途と端たんに真っ赤な顔になって動揺し始めたので、さっき聞いた、こいつが桜井さんのことが好きだという情報も、まんざら噓うそではないのかもしれない。

「みんな、ありがとう……そう言ってもらえてすごく嬉うれしいよ。勝手にやめちゃって、みんなに悪く思われて当然だって思ってたから……」

　桜井さんは泣きそうな顔で漫研部員たちに礼を言う。

「本当に……ごめんなさい」

「別に、桜井ちゃんが謝る必要なんてないって！」

「そうそう！　もし嫌いやじゃなかったら……たまには、こっちの部にも気軽に遊びに来てよ」

「……本当に!?　い、いいの？」

「勿論、いつでも歓かん迎げいだよ！」

「……わたし、ずっとみんなと、また話せるようになれたらな、って思ってた……だけど、わたしの方から勝手にやめたんだから、そんなこともう無理だって思ってて……」

「それは、うちらも同じだよ。また桜井ちゃんと話せるようになりたいって思ってた」

「みんな……ありがとう」

　桜井さんは、漫研女子たちの温かい言葉にもう一度礼を言う。その目は少し涙なみだぐんでいた。

　とても嬉しそうな様子だったので、俺も部外者ながらホッとした。本当に良かった……。




　それから暫しばらく雑談を交かわした後、ちょうど俺たちが元いたテーブルの隣となりのテーブルが空いたので、店員に許可を取って漫研部員たちに移動して貰もらうことにした。漫研部員とエンタメ部部員が合流する。

「小豆ちゃん、大丈夫!?　なんか涙目じゃない!?」

「あ、これはその……漫研のみんなと和解できたから、嬉しくて……」

「え、そうだったの!?　良かった～！　ハラハラしながら見てたんだよー」

「ふふ、心配かけてごめんね」

　それから、漫研部員とエンタメ部部員がそれぞれ軽く自己紹しよう介かいをする。

「もしかして、エンタメ部全員で『あの星』のコス合わせしてたんですか？」

「そうそう！　ぽっぽだけいなかったんだけどー……」

「あ、集合写真見る？」

　恋ヶ崎もすぐに漫研女子たちと打ち解けて、恋ヶ崎、桜井さん、漫研女子たちで楽しげに会話している中、本城さんだけが唯ゆい一いつ、近くに座っていながらも会話に参加できていなかった。

「ちょっと本城さん、さっきまでは結構喋しやべってたくせになんで急に大人しくなっちゃってんの？　もしかして……人見知り？」

　恋ヶ崎が本城さんをからかうように言う。

「なっ……!?　そ、そんなわけないでしょう!?　私は、初対面の人間には礼れい儀ぎをわきまえて接するのよ。恋ヶ崎さんの方が馴なれ馴なれしすぎるのではなくて!?」

「なっ!?　ちょっと、超ちよう失礼じゃない!?　なんで本城さんってすぐ自分を持ち上げるためにあたしを下げるわけ!?」

「私は本当のことを言ったにすぎなくてよ」

「えぇぇ!?　ちょ、二人とも、落ち着いて下さい～！　桜井ちゃん、止めなくていいの？」

「あー、大丈夫。日常茶飯事だからね。ほら二人とも、漫研の子たちが困ってるから喧けん嘩かやめて～」

　桜井さんが慣れた口ぶりで二人の喧嘩を仲ちゆう裁さいして、それからはなんとか本城さんも少しずつ会話に加わることができるようになっていった。




　やがていい時間になってきたので、みんなで帰ることになった。

「あの、柏田君……」

　ファミレスから国際展示場へと向かう道のりで、不意に桜井さんに声をかけられる。

「さっきは……同席してくれてありがとうございました。……本当は、少し怖こわかったんですけど、柏田君が隣にいたから、安心できました……」

「あ、ああいや、俺なんて何もしてないし……」

　桜井さんの言葉に、照れてしまう。

「それと……実はさっき、鈴木君に聞いちゃって……。わたしと漫研の人たちが仲直りできたのは、全部、柏田君のおかげだったんだ、ってこと……」

「え!?」

　す、鈴木の奴やつ、いつの間に……！

「仲直りさせるために、偶然を装よそおって陰かげで頑がん張ばってくれてたんだって知って……。本当にありがとうございました……！　何度感謝しても感謝しきれないくらいです……」

　桜井さんは少し頰ほおを赤らめて、少し涙ぐんだ瞳ひとみで俺を見つめて、礼を言った。

　そんな顔されると……桜井さんへの思いが余計に止められなくなってしまう。

　俺やっぱり、桜井さんのことが好きだ。大好きだ。

　そばにいられるだけで幸せだ、そう思うことにしたのに……。

「ねえ、小豆ちゃん！　柏田！」

　後ろにいた恋ヶ崎に突とつ然ぜん話しかけられて、俺は一気に現実へと引き戻される。

「今鈴木君と本城さんと話してたんだけど……明日、大おお晦日みそかじゃん？　エンタメ部のみんなで夜、初はつ詣もうで行かない!?」

「初詣……!?」

「いいねー！　楽しそう～！」

「でしょでしょ!?　あたし家族以外で行ったことないから行ってみたくてー！」

「わたしも家族以外と行ったことないから楽しみ～！」

「柏田は？　行けんの？」

「あ、ああ……勿もち論ろん！」

　楽しそうに笑う桜井さんの横顔を見て、俺は……。

　一つの決意を、固めたのだった。




　　　　＊




　翌日。

　今年最後の日、俺たちエンタメ部は深夜十一時に、神社の最も寄より駅で待ち合わせをしていた。

　駅から歩いて近い、この辺では一番大きな神社で初詣をする予定だった……のだが。

「うわ～っ、何これ……すごい人！」

　神社に辿たどり着く前に、既すでにすごい行列ができていた。

　そのほとんどが、若者だ。世のリア充じゆうたちは深夜に若者だけで初詣なんかに来るもんなんだなぁ。……って、俺も今だけはそのリア充に仲間入りできているのか？

「これ、何時間並ぶんだろうね～？」

「並んでる最中に年を越こす……なんてことにならないでしょうねえ？」

「うわーっ、ちょっと本城さん、不ふ吉きつなこと言わないでよ！　ありえるような気がしてくるじゃん！」

「人が多いから気を抜ぬいてたらみんなはぐれちゃいそうですね。気をつけないと」

　桜井さんが、俺に向かって笑顔を向けた。彼女の笑顔を見るだけで、俺の思いは溢あふれそうだった。だけど、普ふ通つうに考えたら今日はずっとみんなと一いつ緒しよなわけで、二人きりになれるチャンスなんてないよな……。

　やがて、列が動いた。俺たちは五人で固まっていたが、人の波に流されて桜井さんが言った通りはぐれてしまいそうになる。

「……!?」

　咄とつ嗟さに俺は……はぐれまいと、隣にいた桜井さんの腕うでを摑つかんだ。

「か、柏田君……」

　桜井さんは俺の顔を見て恥はずかしそうに赤くなっている。うおお、俺ってばいくらはぐれないようにするためとはいえ、なんて恥ずかしいことを……！

「み、みんなと……少しはぐれちゃいましたね……」

　気が付くと、恋ヶ崎、鈴木、本城さんの三人は俺たちから三メートル程ほど離はなれたところにいた。人の波に紛まぎれてしまい、三人は俺たちがどこに行ったのか見つけられずにいるようだ。

「さ、桜井さん、ちょっと話したいことがあるんだけど……」

「え？　な、なんですか……？」

　俺の言葉に、桜井さんの顔が強こわばった。

「あ、あのさ……」

　そこまで言って、固まる。

　いや待てよ、いくらみんなとはぐれて桜井さんと二人になれたからといって、周りは人混みでこんなにざわざわしているムードもへったくれもないところで……何を言おうとしてるんだよ俺は！

　俺はもう、桜井さんに自分の気持ちを伝えたくて仕方がなくなっていた。桜井さんのことが好きだと言いたくて仕方がない。気持ちがどんどん溢れてきて止められない。だからと言って、いくらなんでもこんな場所で告白するわけにはいかない。それも、今告白して断られたらどうする？　みんなと合流したとき、思いっきり気まずい空気になっているじゃないか……。

「か、柏田君……？」

「あ、ご、ごめん……えっと、ちょっとここでは話しにくいことで……できれば二人きりで話したいんだけど……」

　桜井さんは俺の言葉を聞いて、少しの間黙だまってしまった。それから、後ろを振ふり向いた。

「列……今なら、抜けようと思えば抜けられますね。……抜けちゃいますか？」

「……えっ!?」

　彼女の言葉に驚おどろいて、俺も振り向く。まだ並び始めてからそれ程時間が経たっていないため、俺たちの後ろには五メートル程しか人の波はできていなかった。確かに、抜けようと思えば人混みをかき分けて抜けられそうだ。

「で、でも……いいの？」

「桃ちゃんたちには、はぐれちゃったから神社を出たところで落ち合おうってライン送っておきますよ」

「あ、ありがとう……」

　俺と桜井さんは列を抜けることにした。

　人混みをかき分けて、無理矢理列の最さい後こう尾びに向かって歩いていくのは思った以上にハードだった。

「あっ……」

　桜井さんが人波に揉もまれて、はぐれそうになってしまう。ああ、こんなことならはぐれないように手を繫つないでおくんだった。

「桜井さん！」

　俺は慌あわてて人混みの中無理矢理桜井さんの方へ向かって歩きながら、彼女の手を摑もうと手を伸のばした。

「柏田君！」

　桜井さんの方も、俺の方へと手を伸ばそうとするが、人混みに邪じや魔まされて手が伸ばせずにいる。だけど次の瞬しゆん間かん、俺は桜井さんの腕を摑むことに成功した。

「……！」

　ああ、良かった。しかし、腕にしてはなんだかやけに柔やわらかすぎるというか……桜井さんはなんでこんなに驚いた顔をして……？

「……!?　わああ！　ごっ、ごめ……！」

　自分の手元を見て、俺が摑んだのが……桜井さんの腕ではなく、彼女の豊満な胸であったことに気付いた。大おお慌あわてで手を引っ込める。桜井さんは真っ赤な顔で自分の胸むな元もとを見ていた。うおああああ、なんてことをしてしまったんだ俺は！　人混みに紛れて胸を触さわるなんて、電車の痴ち漢かんと同じじゃねえか！

「ご、ごごご、ごめん！　ほんとにごめん！　腕を摑もうとしただけで、わざとやったわけじゃ……」

「……わ、分かってます……そんなに謝らなくても、怒おこってないです……」

　桜井さんはキャーとか変態とか騒さわぐでもなく、真っ赤な顔で恥ずかしそうに俺から目を逸そらした。……本当に怒ってないのだろうか？　怒られないと逆に心配になる。

　それにしても、彼女の胸はなんて大きくて柔らかくて触り心地ごこちが良いのだろう……。コートの上からだったが、今でもその柔らかい感かん触しよくが手に残っている。……って、そんなこと考えてる場合か！　もっと誠意をもって桜井さんに謝らないと！　怒ってないとは言ってくれたけど、いくら優やさしい桜井さんだって、あんなことされて怒らないわけないだろうし……。

「……っ!?」

　次の瞬間、俺の腕に何かが触ふれた。見ると、桜井さんが俺の腕を両手で摑んでいた。

「……こ、こうすれば……もうはぐれないので……」

「……！　あ、う、うん……」

　恥ずかしそうにしながら、彼女は俺の腕を摑んでいた。はぐれないためとはいえこんなことしてくれるなんて、もしかしたら……本当に怒っていないのかもしれない。俺は桜井さんを連れてそのまま人混みをかき分け、列から抜けた。

　神社を出た俺たちは、神社に面している道路のガードレールに座る。ここならほとんど人がいない。

　心臓の高鳴りがどんどん激しくなる。緊きん張ちようが極限に達しそうだ。それなのに、俺はこの高ぶる思いを彼女に伝えたくて仕方がなかった。

「それで、話なんだけど……」

　覚かく悟ごを決めてガードレールから立ち上がり、俺が話し始めた瞬間。




「分かってますよ」




「…………え？」

　俺が何も言わない前から、桜井さんが笑え顔がおで俺に予想外のセリフを言った。

　分かってる？　俺がこれから桜井さんに告白しようとしていることを、彼女はもう勘かんづいているのか？

「柏田君が、これからわたしに話そうとしてること……」

　桜井さんはガードレールから降りると、俺の目を見ずに、口元だけで笑って言う。

「だけど、その前に……すごく勝手なんですけど、わたしの話を聞いてもらえませんか？」

「え、え……？　えっと……」

「柏田君に……好きな人がいるのは知ってます」

　桜井さんは、真しん剣けんな瞳ひとみで俺を見て、切なげな顔で言った。

　突とつ然ぜんの出来事に、俺は絶句してしまう。

「…………え……？　ど、どういうこと……？」

「実は、前に……桃ちゃんに、柏田君とどうして仲良くなったの？　って聞いたら、教えてくれたんです。二人がお互たがいに好きな人がいて、協力し合うために協定関係を結んだってこと……」

　そういえば……前に恋ヶ崎から、桜井さんに協定関係のことを話していいかと聞かれたことを思い出す。そのときは特に何も考えずに承しよう諾だくしたのだが……。

「だから……何度も諦あきらめようとしました。だけど、分かってるはずなのに、気持ちは止められなくて……柏田君の気持ちも考えずに、勝手なことばっかりしちゃって……」

　え……!?　諦めようとした……？

「この部活を通してどんどん思いが強くなっていっちゃって……柏田君と一緒にいるのが楽しくて、一緒にいられるだけで十分だって思ってたはずなのに、どんどん欲よく張ばりになっていって……」

「さ、桜井さ……」

「柏田君は、いつも優しくて……。聖地巡じゆん礼れい旅行のときも、雷かみなりが苦手なわたしを安心させようとしてくれて、すごく頼たよりになって優しくて……。それに昨日も……わたしと漫まん研けんの人たちを仲直りさせるために、わたしの知らないところで頑がん張ばってくれて……。いつも困ってるわたしを助けてくれる王子様みたいで……」

　桜井さんは目に涙なみだを溜ためながら、頰ほおを赤く染めて、真剣に俺の目を見つめた。




「わたし、柏田君のこと……、…………っ!?」




　桜井さんが言葉を全すべて言い終わるより前に俺は、思わず、彼女の身体からだを強く抱だき締しめていた。

　夢みたいだった。桜井さんも、俺のことを思ってくれていたなんて……。思いが溢あふれて、抱き締めずにはいられなくなってしまった。

　俺の力があまりに強かったせいか、彼女は少し後ろによろけてしまう。

「えぇ……!?　かっ、かか、かし……柏田く……!?」

「桜井さん、その先は……俺に言わせて！」

「えっ……!?」

　俺は桜井さんの身体をゆっくりと離すと、彼女の瞳をまじまじと見つめ、




「俺……桜井さんのことが好きだ！」




　声に力を込こめて、はっきりと告げた。どうしても、自分から言いたかった。

「…………え、…………？」

　桜井さんは俺の言葉に、目をまん丸に見開いて、状じよう況きようが理解できていないのか、呆ぼう然ぜんとしている。

　……最初は、俺にあからさまな敵対心を見せていた桜井さん。

　だけど、それは単に過去の出来事からオタク男子が苦手になってしまっただけだと知って。一いつ緒しよに夏コミに行って、少しずつ距きよ離りが縮まっていって。エンタメ部を立ち上げたことによって、もっと一緒にいる機会が増えて。

　一緒に部長、副部長やることになって、ひょんなことからコスプレコンテストなんかに出ることになって。ステージの上で見たコスプレ姿の桜井さんは、誰だれよりも輝かがやいていた。

　部の活動でみんなで漫画を描かいたときは、なぜか彼女の機き嫌げんを損そこねてしまったりもして。

　そして……みんなで行った聖地巡礼旅行で、桜井さんのことをはっきりと意識している自分の気持ちに気付いたんだ。夜の神社で二人きりになって、すごくドキドキした。雷に怯おびえる彼女を、守ってあげたいと思った。

　クリスマスパーティーでは、俺のことを避さけていたかと思いきや、翌々日の放課後、俺の頰にキスをしてくれて……。

　いつだって俺は、桜井さんにドキドキさせられっぱなしだった。いつの間にか、好きだったはずの長谷川より、彼女のことばかり考えるようになっていた。俺の彼女になって欲しいと思うようになっていた。




「う……噓うそ……」

　桜井さんは俺の告白に呆然とした後……。

「……!?」

　目から、ぽろぽろと涙を零こぼし始めた。

「……だ、だって……柏田君には好きな人が……」

「え……!?」

「かっ、柏田君に話したいことがある、って言われて、わたし、てっきり好きな人がいるからわたしの思いには応こたえられないって……そういう話だと思って……」

「え!?　……も、もしかして、それで最近俺のこと避けてたの……!?」

　桜井さんは、泣きながらこくん、と頷うなずく。

　なんということだ……。俺は自分の知らないうちに、彼女を苦しめてしまっていたというのか……。

「好きな人がいたっていうのは本当だけど……今はその人より、桜井さんのことが好きなんだ！　桜井さんと一緒にいるうちに、桜井さんへの思いがどんどん強くなっていって……今はもう、桜井さんのことしか考えられないくらいで……！」

「……っ！　信じ、られない……夢みたい……」

　桜井さんは止めどなく涙を流しながら、やっとの思いで言う。

　俺はそんな彼女の両手を、ぎゅっと握にぎり締めた。

「わ、わた……しも……わたしも、柏田君のことが大好きですっ……」

　桜井さんは泣きながら、俺の目を見て俺が一番欲ほしい言葉を言ってくれた。大好き……彼女の言葉が、何度も頭の中を駆かけ巡めぐる。愛いとしさが溢れてしまいそうだ。

　──他のエンタメ部メンバーは、もう今いま頃ごろ無事お参りを終えただろうか。それともまだ並んでいるのだろうか。突然二人で抜ぬけてしまったから、みんな戸と惑まどっているかもしれない。

　みんなには悪いけど……もう少しだけ。

「桜井さん……目、瞑つぶって」

「え……？　柏田く……。……っ！」




　除じよ夜やの鐘かねが鳴り響ひびく中、今度は俺の方から、彼女にキスをした。

　頰ではなく……その唇くちびるに。




　そしてもう一度、思いっきり抱き締める。

「……ゆ、夢みたいです……柏田君に告白してもらえるなんて……柏田君がわたしのこと好き、なんて……」

　桜井さんは俺の腕うでの中で小刻みに震ふるえていた。泣いているのだろう。

「桜井さん……俺、絶対……桜井さんのこと幸せにするから！　だから……」




「俺の彼女になって下さい！」




　彼女は俺の言葉に、俺の背中へと腕を回し、俺をぎゅっと抱き締めながら、

「……はいっ」

　涙目のまま満面の笑みで、返事をした。

　その笑顔は……今まで見た彼女のどの笑顔よりも、最高の笑顔だった。

「もう、放したくない……永遠にこうしていたい……」

　彼女を抱き締める腕に、一層力を込める。

「わたしも……。幸せすぎて……死んじゃいそうです」



















　そのとき、遠くから鐘の音が聞こえてきた。

　──除夜の鐘。今、年が明けたんだ。




　何があっても、この手を決して放さない。

　俺は彼女を強く抱き締めながら、固くそう決意した。







　あとがき







　こんにちは、著者の村むら上かみ凛りんです。

　この度たびは本作をお手にとって頂き有難ありがとうございます。




　今巻は、『ドラゴンマガジン』に連れん載さいさせて頂いた『オタリア　部活編』の一話から六話に、書き下ろしの最終話を追加したものになります。

　一応時期的には夏休み後から開始していて、一話が九月頃ごろの設定です。本編と重ね合わせるといくつか矛む盾じゆんが生じてしまいますが、パラレルワールドということで目をつむって頂ければありがたいです（汗）。




　本編とはひと味違ちがった『部活編』でしたが、楽しんで頂けましたでしょうか？　こういった『オタク部』的な話は一度書いてみたいと昔から思っていたので、私自身は執しつ筆ぴつしていてとても楽しかったです。

　オタク的な部活は私自身が高校生の頃ころ入部しておりまして、当時を思い出しながら執筆させて頂きました。私は中学の頃あまりオタク友達がおらず、『高校に入ったらオタク友達を作るぞ！』と、柏かしわ田だとはまるで真逆な目標を掲かかげて高校に入学しました（笑）。そのため、高校に入ってすぐ友達になった子が実はオタクだと知ったときは、大変テンションが上がったのを覚えています。それからオタク的な話をしているうちに他ほかにもオタク友達が増え、その勢いでその友人らと『アニメーション研究部』（漫まん画が研究部のようなもの）に見学に行ったところ、先せん輩ぱい方がもっと濃こいオタクで、私たちを歓かん迎げいして下さり、見学だけのつもりがその場で入部を決意したという……（笑）。

　作中に描いた、部活のみんなでコスプレしたり、漫画を描いたり、同人イベントへ行ったりしたのは実体験でした。今思えば、私のオタク人生における数多くの初体験は、高校時代の部活動で味わいました。ある意味オタク的青春を謳おう歌かしていた……のかもしれません。女子校でしたので、『エンタメ部』のようなときめきは一いつ切さいありませんでしたが（笑）。




　今回執筆するにあたって、取材のために実際に埼さい玉たまの秩ちち父ぶに聖地巡じゆん礼れいへ行ったのも、今ではいい思い出です。日帰りで行った上に出るのが遅おそかったので聖地スポットを半分くらいしか回れなかったのですが……。また、作中に書いたのと同じように神社で突とつ然ぜん大雨と雷かみなりに襲おそわれ、雨具を持っていなかったため大変な目に遭あいました（笑）。

　本編ではタイトル通り『リア充じゆうになる』ために少しずつ努力を重ねている主人公の柏田ですが、『オタク部』での活動がメインのこちらでは、ひたすらオタクとしての経験値を上げています。最終話では、以前に比べてオタクレベルが上がったと自他共に認められており、完全にリア充になるという目標を忘れてきっています（笑）。

　本編では拾えなかった『桃ももを嫌きらっている本ほん城じようさん』や、『小豆あずきがやめた漫画研究部の部員とのその後』なども今作で描くことができ、個人的には満足です。

　読者の皆みな様さまにも楽しんで頂けたなら、こんなに嬉うれしいことはありません。




　本編の方は、いよいよ次巻で最終巻となりました。そちらも是ぜ非ひチェックして頂けると大変ありがたいです。

　もう少しの間、『オタリア』にお付き合い下さるととても嬉しいです。どうぞ宜よろしくお願い致いたします。
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